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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　未いまだ多くの謎なぞに包まれた【大だい魔ま境きよう】。

　そこで優ゆう夜やの師し匠しようである白いウサギが、とある魔物と対たい峙じしていた。

《……》

「グルルル……」

　ウサギと対峙しているのは、【獅し子し帝てい】と呼ばれる大魔境の中でも奥地に行かなければ出会えないような、強力な魔物だった。

　そんな魔物である獅子帝だが、小さなウサギの前から動くことができない。

　それは、少しでも動けばその瞬しゆん間かんに倒たおされることが分かっているからだ。

　どうやってこの状じよう況きようを切り抜ぬけるか必死に考えている獅子帝に対し、ウサギは至ってのんびりとしていた。

《ふむ……いつも通りならば一瞬で終わるが────》

　ウサギはそう言いながら、自分の右手を見た。

　その瞬間、ウサギの右手に水の球が浮うかび上がる。

《魔法だけとなると、どうなることか……》

「ッ！　ガアアアアア！」

　ウサギの意識が一瞬右手に移った瞬間、獅子帝はその隙すきを見み逃のがさず、ウサギに飛び掛かかった。

　飛び掛かる瞬間に先ほどまで獅子帝が立っていた場所は大きく抉えぐれ、獅子帝の動く速度で、周囲の【黒こつ堅けん樹じゆ】が風圧だけでなぎ倒された。

　獅子帝はこの渾こん身しんの一いち撃げきでウサギを仕留めたと確信した。

　だが……。

《フン》

「ガアッ!?」

　ウサギは軽く跳とび、獅子帝の攻こう撃げきを避よけると、そのまま獅子帝の背中に右手で生成した水の球を押し当てた。

《────潰つぶれろ》

「ガアアアアアアアアアアア！」

　さっきまでウサギの右手にあったものは小さな水の球だったはずだが、獅子帝の背中に押し当てた瞬間、数十トンもの水の塊かたまりとなり、文字通り獅子帝を押し潰した。

　その一撃によって獅子帝を倒したウサギは、着地と同時に不満そうに首を傾かしげる。

《ううむ……魔力が少ないせいか、あの程度のことしかできんか……できればユウヤのようなもっと強力な魔法を使ってみたかったんだがな》

　優夜がアルセリア王国の問題に巻き込まれている頃ころ、こうしてウサギは大魔境で修しゆ行ぎようを続けており、その結果、少しでも納なつ得とくのいく結果を求めて研けん鑽さんを続けていた。

　もちろん魔法だけでなく、蹴けりの修行も欠かさず、そして優夜に教える次の内容も考えていた。

《はあ……まあ魔力ばかりは種族的に諦あきらめるしかないか……》

　どこか悲し気な様子でそう言いつつ、再び魔法の修行相手を探そうとした瞬間だった。

《ッ!?》

　ウサギはその場から急いで跳び上がった。

　すると先ほどまでウサギが立っていた場所を、鋭するどい何かがすさまじい速度で通過する。

　空中を足場にして体勢を整え、無事に着地したウサギは周囲を警けい戒かいしながら問いかけた。

《この俺に喧けん嘩かを売るとはいい度胸だ。姿を見せろ》

「……」

　ウサギの言葉に素す直なおに従ったのか、一人の少女が姿を現した。

　白くなめらかな肌はだに、雪のように白い髪かみ。白色のノースリーブワンピースに身を包み、その表情には大きな感情は見えない。

　灰色のどこか神秘的な瞳ひとみは、冷たくウサギを見つめていた。

《誰だれだ、貴様は……何故なぜ俺をいきなり襲おそった……？》

　しかし、ウサギの問いかけに少女は答えない。

　とはいえ、少女から放たれる敵意は変わらず、そんな少女にウサギは目を細めた。

「……」

《……どうやらしゃべる気はないようだな。なら、無理やりにでも理由を吐はいてもらうぞ……！》

　そう言うとウサギは一気に加速し、一瞬にして少女に肉にく薄はくした。

《ハアッ！》

　ウサギは、最小限の動きで少女目掛けて蹴りを放つ。その蹴りはまさに手加減なしの全力の一撃だった。

　優夜でさえ、このウサギの全力の動きにはまだ対応できない。少女もウサギの蹴りを受けると思われた。

　だが……。

「────遅おそい」

《ッ!?》

　少女はウサギの蹴りを難なく避けた。

　すると先ほどまで少女が立っていた位置周辺の木々が消し飛ぶ。ウサギの蹴りにはそれほどの力が込こめられていたのだ。

　その動きを見て、ウサギは微かすかに目を見開く。

《この俺の動きについて来るか……》

「……」

　一度距きよ離りをとったウサギの質問に、少女はただ無表情を浮かべ続ける。

《だんまりか……それで？　貴様は『聖』の一人である俺を攻撃してどうする？　売名目的か？》

「否いな。勧かん誘ゆうをしに来た」

《勧誘……？》

　予想外の言葉に、ウサギはますます首を捻ひねった。少女の目的がまったく分からないからだ。

　だがそんなウサギの様子を気にすることなく、少女は淡たん々たんと告げる。

「私は、滅ほろぼす。この世のすべてを。救いのないこの世界を、守る価値はない」

《何？》

「だから、オマエも手を貸す。世界を滅ぼすために」

《何を訳の分からんことを……》

　ウサギは呆あきれたように溜ため息いきを吐つくと、少女を射い貫ぬくように見つめた。

《救いがない？　勝手に決めるな。俺は充じゆう実じつしている。貴様の勝手な目的に俺を巻き込むな。そもそも何なんだ？　貴様は……一体何者だというんだ》

「黙もく秘ひ。断るというのなら、殺すだけ。不要なモノは、消える。オマエも、同じ」

《吐ぬかせ、小こ娘むすめ……！》

　ウサギが再び少女へと飛び掛かり、また強きよう烈れつな一撃を放とうとした瞬間、ウサギは首筋に悪お寒かんを感じ、その感覚に従うまま方向転てん換かんした。

　すると、ちょうどウサギと少女の間に突とつ然ぜん何かが降ってきた。

　それは地面に激突すると、大きく地面を陥かん没ぼつさせ、周囲の地形を変える。

　ウサギは空中で体勢を整えながら降ってきたモノに目を向けると、驚おどろきの声をあげた。

《矢だと!?》

「終わり」

　淡々とそう告げる少女の言葉の後、ウサギの耳にたくさんの何かが風を切る音が入ってきた。

《この音は────》

　音の出所を探そうとするも、その音は全方位から向かってきているようだった。

　そして────。

《ッ!?》

　────突とつ如じよ、膨ぼう大だいな量の矢がウサギ目掛けて飛んできた。

「【矢の檻おり】」

《!?　その技わざは……！》

　少女の口から放たれた技名に、ウサギは聞き覚えがあった。

　そのことを問いただそうとするも、襲い来る矢がそれを許さない。

　矢の一つ一つが必殺となる威い力りよくを持っており、ウサギの蹴りや耳を全力で使ってようやく凌しのげるようなものだった。

　だが、そんな威力の矢が絶え間なく襲い来る状況に、ウサギがやられるのも時間の問題かと思われた。

　────昔のウサギであれば。

《ハアッ！》

「！　魔法？」

　ウサギは襲い来る矢を打ち払はらいながら、掌てのひらに風の塊を生みだした。

　そして、それを思いっきり地面に叩たたきつけると、圧縮された空気が爆ばく発はつし、飛んでくる矢のすべてを吹ふき飛ばした。

　ようやく矢の攻撃を避けきったウサギは、軽く首を鳴らした。

《【矢の檻】……確か、相手の動きをすべて先読みして事前に矢を放ち、相手に全方位から同じタイミングで襲い掛かるようにするという絶技だったか？　……何故貴様が使える？　その技は、『弓きゆう聖せい』のモノだ。どうしてお前が────》

「不思議。『蹴しゆう聖せい』、『耳聖』。魔法が使えないはず。でも、使った。同じ」

《同じだと？　俺はユウヤから教わっている途と中ちゆうだ。……いや、そんなことはどうでもいい。どうしてお前がその技を使えるんだ？》

「ユウヤ？　……そう。不確定要素の確かく認にん。優先対象の変へん更こう。『聖』への教示、警戒度大。一時帰き還かん」

《あ？　何を言って────》

「ここまで。オマエを殺すのは、ユウヤとやらを殺した後」

《俺が、そんなことをさせると思っているのか……！》

　両掌に圧縮した水の塊と風の塊を出現させつつ、少女を逃にがさないように全力で蹴りを叩き込もうとするが、再びウサギの耳に何かが風を切る音が飛び込んだ。

《なっ……！》

「残念。矢は、まだ遊ばせてある」

《クソッ！》

【矢の檻】ほどの矢は襲い掛かってこないものの、確実に少女に近づけさせないように襲い来る矢に対し、ウサギは思わず叫さけばずにはいられなかった。

《ッ!?　コイツ……一体何手先まで読んでいるというんだ!?》

　とはいえ、確実にウサギと少女の距離は縮まっており、あと少しでウサギの攻撃範はん囲いにまで迫せまることができそうだった。

　だが……。

「驚きよう愕がく。これは……仕方ない。……このままじゃ逃げられない。奥の手」

《なっ!?》

　すると、突然少女の体から黒い靄もやが噴ふん出しゆつしたのだ。

《その力は……『邪じや』のオーラだと!?》

　ウサギはその力に見覚えがあった。

　というのも、その黒い靄は、ウサギたち『聖』を冠かんする存在にとって宿敵である『邪』の力に他ほかならなかったからだ。

　そして、少女が『邪』の力を使ったことにより、ウサギは少女という存在がますます分からなくなった。

　それは少女が何故か『邪』の気配を纏まとい、その上『弓聖』の技も使ってくるからだ。

　少女は黒い靄を発生させると、ウサギからすさまじい勢いで距離をとる。

「……帰還。ここに用はない」

《おいッ！》

　そして少女はウサギが矢に苦戦している隙すきに、そのまま森の奥へと消えてしまった。

　ウサギは何とか襲い来る矢を無傷で対処し終えると、すぐに少女が消えた方へと向かう。

《……クソ。もう気配すらないか》

　どの方角に向かったのかさえ分からないウサギは、しばらく周辺を探たん索さくするも、最後は諦めざるを得なかった。

《……あの小娘、一体何なんだ？》

[image: ]

　一度落ち着いたことで、ウサギは少女の正体について考える。

《あの小娘の使った技は、昔『弓聖』が使用していたもので間ま違ちがいない……技名まで同じだったはずだ》

　少しずつ情報を整理しながら少女の正体を探さぐろうとするも、答えは出てこない。

《『弓聖』とはもう数十年も会っていないからな……一番早いのは『弓聖』本人に確認するのがいいんだろうが、どこにいるのか……》

　少女が『弓聖』の技を使ったことで、一番説明がつくのは少女が『弓聖』の後こう継けい者しやだということだが、そうなると少女がウサギを襲ったりする理由が分からない。

　もし少女が『邪』だとすると、『弓聖』の技術を身に付けている理由が分からないのだ。

《……勧誘、か……》

　だからこそ、ウサギが一番謎なぞなのは、攻こう撃げきされた上に世界の破は壊かいなどというとても許容できない目的に誘さそわれたことだ。

　しかも、世界の守護者であるはずの『聖』を冠するウサギに対してである。

《『弓聖』の気でも狂くるったか？　……いや、あの女に限ってそれはないな……だが、他の『聖』ならば……『拳けん聖せい』あたりは可能性として……》

　一度考え出すと次々と様々な可能性が浮うかぶが、結局どれも少女の正体を決定づけるものはない。

　────それでも、一つだけ分かったことがあった。

《逃がしてしまったが……放ほうってはおけん》

　何はともあれ、あの少女が『弓聖』の技と『邪』の力を持ち、さらに世界を滅ぼそうとしている。これは何としてでも阻そ止ししなければならなかった。

　ウサギは空を見上げると、目を細めた。

《……ユウヤに俺の技を少しでも教えなければ。たとえ『聖』でなくとも、どんな敵にも対たい抗こうできるように……》

　少女の出現により、ウサギは改めて優夜への訓練の内容を見直すことにした。

　そして、同時にウサギ自身も、魔ま法ほうという新たな力を使いこなすべく、再び魔法の練習となる魔物を求めて大魔境を彷徨さまよい始めるのだった。








第一章　冒ぼう険けん者ギルド









　アルセリア王国の王都に挨あい拶さつをしにやって来ていた俺────天てん上じよう優ゆう夜やは、レクシアさんのお父さんである、国王のアーノルド様と謁えつ見けんすることになった。

　その際、お土産みやげとしてレクシアさんに【極ごく楽らく布ぶ団とん】を渡わたしたのだが、寝しん具ぐを異性に贈おくることは、どうやらこの世界では求きゆう婚こんを意味しているようで、アーノルド様を怒おこらせてしまった。

　国王であるアーノルド様を怒らせただけでも俺としては大パニックなのだが、そんな謁見中に突如襲しゆう撃げき者しやがやって来る。

　しかもその襲撃者は何やら怪あやしげな道具を使い、アーノルド様の身辺警護をしていた人たちの魔法を封ふうじてしまった。

　さらには謁見の間にバリアらしきものを展開していたようで、衛兵たちの応おう援えんも望めない状じよう況きようだった。

　理由は分からないが、その襲撃者たちはアーノルド様だけでなくレクシアさんたちにも襲おそい掛かかり、戦せん闘とうが始まった。

　完全に蚊か帳やの外だった俺は、その事態を収束すべく、襲撃者たちを倒たおしたのだが……その襲撃者のうちの一人が、どうやらこの国の王子様の紋もん章しようの入った何かを持っていたらしく、今回の襲撃はすべてその王子様の計画だと判明した。

　アーノルド様はその事実を知ると、部屋に戻もどってしまい、オーウェンさんからは騒そう動どうの解決に協力してほしいと頼たのまれたのだが……それはレクシアさんを護衛してほしいということだった。もちろん、それを引き受けた。

　兵士の皆みなさんもその王子様の身み柄がらを拘こう束そくするために忙せわしなく城内を移動しているが、余よ所そ者ものの俺は無む暗やみに出歩くことはできない。これで俺まで疑われるようなことになったら大変だからね。

　すると、何ができるかと悩なやんでいた俺に、レクシアさんがとある提案をしてきた。

「それならこの王都を見て回りません？」

「え？」

　思ってもみない提案に思わず素すで返してしまうと、レクシアさんが目を輝かがやかせる。

「ユウヤ様はまだこの街に来て、どこも行ってないでしょう？　だから私が案内してあげるの！」

「おい、レクシア。この状況でそんなことができると思うのか？」

　レクシアさんの言葉に呆あきれながら元暗殺者のルナがもっともなことを言うも、レクシアさんの態度は変わらない。

「あら、別にいいじゃない。ここにいてもすることはないんだし、むしろ邪魔でしょう？」

「邪魔かどうかを決めるのはお前じゃない、国の兵士だ」

「なら訊きくわ。オーウェン、別にユウヤ様を案内してもいいわよね？」

　レクシアさんはすぐさま近くでレクシアさんの警護をしていたオーウェンさんにそう訊くも、オーウェンさんは頭痛を抑おさえるように頭を抱かかえた。

「レクシア様……ルナも言っていますが、どうしてこの状況でそれが認められると思ったんですか……」

「そんなに変なことは言ってないわよ？　だって今回の襲撃の首しゆ謀ぼう者は……その、お兄様だって分かったじゃない」

　自分の兄である王子様が自分自身を殺そうとしてきたという事実に、レクシアさんは悲しそうな顔を浮かべる。

「それで、お兄様が犯人だと分かれば、当然周囲は警けい戒かいするわよね？　それはお兄様も分かっていたはずよ。そして恐おそらくあの襲撃で私たちを確実に殺すつもりだったはず。だってここで失敗すれば、次に私たちを殺す難易度は跳はね上がるわ。でもそれはユウヤ様の活かつ躍やくで失敗したわ。しかも、犯人がお兄様だってバレるという最悪の形で。だから、もうお兄様には後がないし、ここから何かをするにしても人手が足りないはず……それに、襲撃から一日も経たってないから、外から人を集めるにしてもこの厳げん戒かい態勢の中でそれは無理よね？」

「まあ……」

「ここまでくればあとは簡単でしょう？　お兄様からの刺し客かくを気にする必要はほとんどないわ。情報を集めるための部下や刺客を放つこともできない。それをして、その部下が後をつけられてしまえば一発でお兄様の居場所が分かるものね。だからここで外に出ても、お兄様は私が外に出たっていう情報すら手に入れられないはずよ。それならお兄様の最後の足あ搔がきとして刺客が放たれるであろう城の中にいるより、外に出ている方が安全だと思わない？」

「レクシア様……結局ただ外に出たいだけですよね？」

「当たり前でしょう？」

　悪びれる様子もなく、レクシアさんは胸を張って答えた。いや、それでいいのか？

「ユウヤ様だって街を見て回りたいでしょう？」

「それは……まあ」

　せっかく来たんだしね。観光はしたいよ。

「ね？　だからここで私が────」

「ならば、レクシアだけ城に残っていればいいだろう。ユウヤの案内は私がしよう」

「なっ!?」

　すると突とつ然ぜんルナが、レクシアさんの言葉を遮さえぎり、そう言った。

「理由はともあれ、王族が城から簡単に離はなれるのはまずいだろう？　それに、いくら刺客が放たれる可能性が少ないとはいえ、多くの兵士が警戒している城の中の方が安全なはずだ。というわけで、レクシアは安心して城で留守番をしているといい」

「そんなの許すわけないでしょ!?　貴女あなたは私の護衛なのよ!?」

「それはそこにいるオーウェンでも務まるだろう？」

「きいいい！　そんなの認めるわけないじゃない！　っていうより、ルナがユウヤ様と二人っきりでいたいだけでしょう!?」

「そ、そんなことないぞ？　これは立派な仕事だ、うん」

「ウソおっしゃい！」

「えっと……」

　完全に蚊帳の外になってる俺は口をはさむ間もなく、レクシアさんとルナはどんどんヒートアップしていく。

　だが……。

「では、ユウヤ殿どのの案内を私がして、ルナとレクシア様は城で待機すればすべて解決ですな」

「「却きやつ下かッ！」」

　オーウェンさんの提案はまさしく俺も思っていたことなのだが、息ピッタリの二人から却下されてしまった。いや、仲がいいのか悪いのかどっちなんだ。

　しかし却下されたオーウェンさんも、そうなることは予想していたらしく、長い溜ため息いきを吐ついた。

「はああぁぁ……分かりました。では、レクシア様とルナ、そして私の三人でユウヤ殿を案内しましょう」

「オーウェン、貴方あなたはいらないわ」

「こればかりは譲ゆずれません。私はレクシア様の護衛です。たとえルナがいるとしても、そこは変わらないのです」

「うっ……」

「それに、私は少し離れた位置から護衛をしましょう。レクシア様のそばにルナがいるので、私は周囲の警護にあたります。これならいいですか？」

「それなら、まあ……本当は嫌いやだけど、許すわ」

「仕方ない。許可しよう」

「おかしい……護衛としての歴は確実に俺の方が上なのに、何故なぜ上から目線でいわれなきゃいかんのだ……？」

　二人の冷たい態度に、オーウェンさんは疲つかれたように頭を抱えた。本当に、ご苦労様です。

「じゃあユウヤ様、早さつ速そく行きましょう！」

　俺はレクシアさんに腕うでを引かれ、そのまま王都へと繰くり出すのだった。




　　　　＊＊＊




「ユウヤ様！　ほら、あの宝石店に行きましょう！」

「ユウヤ。宝石店よりあちらの鍛か冶じ屋に行こう」

「えっと……」

　王都に繰り出したはいいものの、特に行きたい場所とか考えておらず、完全にレクシアさんとルナにお任せしたのだが、その結果、二人はそれぞれの行きたいところを言ってきたため、俺は困ってしまった。

　まず宝石店は行ったところでモノの価値も分からないし、何より宝石なんて高価なものを買うお金もないし……いや、また胡こ椒しようとか売ればいいんだろうけど。

　鍛冶屋も今のところ賢けん者じやさんの武器やブラッディ・オーガのドロップアイテムである【血けつ戦せん鬼きシリーズ】で十分満足しているしな……。

　ちなみにオーウェンさんは、離れた位置から護衛しているため、この状況をどうにかしてもらうこともできない。

　さらに言えば、俺の両腕をそれぞれレクシアさんとルナがとって絡からませてきたため、俺の二の腕に二人の胸の感かん触しよくが……！

　何とかその感触から意識を免そらそうとするから余計に二人の言い争いを止めることもできず、本当にカオスな状態に。

　二人が俺を挟はさんで言い争いをしながら王都の街を歩いていると、これだけ騒そう々ぞうしければさすがに人もこちらに注目してくる。じっと見てくるのではなく、チラチラと盗ぬすみ見るように見てくるのだ。

「ね、ねえ……あの人、どこかの御ご貴き族ぞく様かしら？」

「そうね……身なりといい、立ち振ふる舞まいといい、とても上品ね」

「くぅ！　あんな美人を二人も侍はべらせやがって……！　チクショォォオオッ！」

「やっぱり顔か？　それとも金か？　……両方かぁ」

　盗み見るような視線は感じるものの、殺気が混じった視線などは感じないので、あまり気にしなくてもいいだろう。もしヤバそうな視線があればオーウェンさんが気付くだろうし、何よりナイトが見み逃のがすはずがないからな。今回のアーノルド様の襲しゆう撃げきも真っ先にナイトが気付いたわけだし。アカツキは……うん。

　ただ、ここで気付いたのが、王女であるレクシアさんが街を歩いているというのに、誰だれも気付いた様子はなく、特別じっと観察してくる人もいなかった。

　というのも、一応街に出かけるにあたり、レクシアさんはドレス姿から着き替がえ、今は街の人と同じような簡素な格好をしている。

　それでも、服自体はよく見ると艶つや々つやしてて、皆が着ているようなごわごわした服ではなく、いい素材が使われていることが分かる。

　こんな平民と同じ格好をしているのも、いわゆる身分の高い人がするお忍しのびだからだ。お忍びなんて、映画のローマの休日くらいでしか見たことないが、今のところバレてないし、案外、普ふ段だんからレクシアさんはお忍びでこの街を見て回ってるのかもな。

　少し騒さわがしくしてしまったため、周囲に軽く頭を下げていると、とある建物が目に入った。

　表には剣けんと盾たてが描えがかれた看板が掲かかげられており、木造のその建物の造りは商人ギルドの建物に似ている。

　ウエスタンドアのせいか、建物内の臭においがこちらまで漂ただよってきて、少しお酒臭くさい。酒場なのかな？　それにしては変わった看板だけど……。

　俺がその建物を眺ながめていると、それに気付いたルナが教えてくれた。

「どうした？　ってなんだ、ユウヤ。お前、冒ぼう険けん者に興味があるのか？」

「冒険者？」

「そうだ。お前が見ている建物は冒険者ギルドだぞ」

「おお……！」

　これが冒険者ギルドか。正直、どういった組織なのかは分かってないけど。商人ギルドは商売人のためのギルドだって分かりやすかったけど、冒険者に関しては俺には想像しにくく、どういった職業なのかいまいち分かっていない。いや、初めてレクシアさんたちを家に招いた時に、軽く説明は受けたけど、魔ま物ものを倒たおしたりしているってくらいしか分かっていないのだ。

　俺が興味深そうにその建物を眺めていると、ルナが訊きいてきた。

「……もしかして、行ってみたいのか？」

「まあ興味はあるかな。この王都に来る途と中ちゆうで、一応商人ギルドに登録はしたんだけどさ。どちらかといえば、俺って商売より魔物と戦う方が得意だし……」

　別に好き好んで戦ってるワケじゃないし、俺が魔物と戦うのもある意味修しゆ行ぎようやこの世界で生きていくために必要な力をつけるって意味もあるんだが、どちらにせよ、商人として動くよりは魔物と戦う方が得意といえるだろう。

　すると俺の言葉を聞いて、何故かルナとレクシアさんは微び妙みようそうな表情を浮うかべる。

「……あの【大魔境】で暮らす人間が、どちらかといえば魔物と戦う方が得意って何の冗じよう談だんだ？」

「ユウヤ様……ユウヤ様クラスでちょっと戦せん闘とうが得意なんて言われたら、さすがに他ほかの人がかわいそうよ……」

「え？」

　そうだろうか？　少なくとも対人戦の経験はあの謁えつ見けんの間の襲撃や、その前のルナとだけだし、そもそも俺の性格が戦闘に向いてないと思う。

　だって、俺が戦う理由も結局生き抜ぬくために強くなるってだけで、戦い自体に楽しさとか見み出いだせてないんだから。むしろ、できることならナイトたちとのんびり暮らしていたいくらいだ。

　それに、今の俺はウサギ師し匠しようの下もとで修行中の身だし、魔法を使った戦闘については、まだまだ課題が多い。

「まあいい。せっかくだ、冒険者としても登録すればいいんじゃないか？」

「そうか？」

「商人ギルドのギルドカードでも十分身分証として役立つが、魔物の素材なんかを取引したり、それこそちょっとした小こ遣づかい稼かせぎの依い頼らいを受けたりするんなら冒険者ギルドの方が楽だぞ。基本的に冒険者は自由だからな」

「なるほど……」

　ルナの説明に頷うなずくと、レクシアさんも目を輝かがやかせ、賛成した。

「いいわね、それ！　ユウヤ様が冒険者として活かつ躍やくする姿が目に浮かぶわ！」

「いや、まだ登録すらしてないんですが……」

　俺がそんな活躍できるとは思えないんだけどな。俺としても、もし依頼を受けるならあまり危険じゃないヤツがいいし。

「ふむ……なら、私もユウヤと一いつ緒しよに登録しよう。そうすれば、ユウヤと二人で依頼を受けられるからな！」

「え、ちょっと、ウソでしょ!?　ダメよ、ルナ！」

「何故ダメなのだ？」

「貴女あなたは私の護衛でしょうがっ！」

「それでも四六時中一緒にいるわけではないだろ？　私だって他に稼げる手段が欲ほしいからな」

　ルナはレクシアさんにそう告げると、俺の方に向き直る。

「さあユウヤ、さっさと登録を済ませてしまおうじゃないか」

「ちょっと待ちなさいよおおおおお！」

　ルナは勝ち誇ほこったような表情を浮かべると、引き留めようとするレクシアさんを引きずりながら冒険者ギルドの建物に入ってしまった。

　それを啞あ然ぜんと見送った俺は、ナイトたちに視線を向ける。

「……俺たちも行こうか」

「わふ」

「ふご」

　少し遅おくれて俺たちもウエスタンドアを開けて中に入ると、やはり酒場のような場所が入って右側にあり、何人かの男女がお酒らしきものを飲んで話している。

　正面には受付だと思われる場所があり、鎧よろいや武器を持った人たちが何らかの手続きをしていた。

　左手には大きな掲けい示じ板ばんがあり、ビッシリと紙が貼はりだされている。

　すると俺たちが入った瞬しゆん間かん、多くの視線を向けられたのを感じた。なんていうか、その視線は品定めをされているようで、もしかしたら俺の実力みたいなものを測っているのかもしれない。もしかしたら【鑑かん定てい】のスキルで見られているかもしれないけど、一応【隠いん蔽ぺい】スキルでステータスは隠かくしているので、大だい丈じよう夫ぶ……だと思う。たぶん。

　そんな視線を受けながら、商人ギルドとはまた違ちがう雰ふん囲い気きに、思わず感動して周囲を見み渡わたしていると、先に入っていたルナたちに声をかけられた。

「おい、ユウヤ。こっちだ」

「だーかーらー！　ルナ、貴女は登録しちゃダメよ!?　いい!?」

「さ、一緒に登録しよう」

「話を聞きなさいよおおおお！」

　まったくレクシアさんの方を見ずに、俺にそう言いながら笑えみを浮かべるルナ。

　その姿に思わず頰ほおを引きつらせながら近づくと、ふとオーウェンさんがいないことに気付いた。

「あれ？　オーウェンさんは外にいるの？」

「ん？　ああ、あの騎き士しは恐おそらく外で待っているのだろう。冒険者と騎士は在り方がそもそも真逆だ。規律を守る騎士と、自由を求める冒険者……冒険者の中には騎士を嫌きらうヤツもいる。まあそれ以上にアイツがこの場にいれば、さぞ目立つだろうからな」

「え、でもいいの？　レクシアさんの護衛は大丈夫かな……？」

「護衛自体は私だけで十分だ。問題ない」

「はい、はい！　問題ありますぅ！　登録しちゃダメっていう問題が！」

「というわけで、登録しよう」

「無視するんじゃないわよッ！」

　最初こそ、暗殺者と暗殺対象っていう複雑な関係だったが、もう二人の仲は良さそうに見える。よかった。

　とにかくあまり騒いでいても周りの人に迷めい惑わくなので、俺たちは空すいている受付に向かった。

　受付には、赤色の瞳ひとみに綺き麗れいな金きん髪ぱつを一つにまとめ、制服と思われる茶色い服に身を包んだ女性がいた。

「すみません、登録をしたいんですが……」

「え？　は、はい！　登録ですね！　えっと登録される方は……」

「俺と……」

「私だ」

「ダメよッ！」

　もう受付まで来ているのに、未いまだにそう言い続けるレクシアさんに対して、ルナは呆あきれたように諭さとす。

「あのな……いい加減に諦あきらめろ。さっきも言った通り、私は四六時中お前の護衛をしているワケじゃない。それとも何か？　お前は私に休日すらくれないというのか？」

「そ、そういうワケじゃないけど……」

「それに、護衛だけじゃ体が鈍なまる。それを防ぐためにも冒険者というのは都合がいいんだ。もちろんユウヤと一緒に依頼を受けたいというのもあるが……ユウヤも忙いそがしいだろうし、そう簡単に二人で受けることはないさ」

「……本当？」

　ルナの言葉を聞いて、レクシアさんは俺の方を見てくるが……え、何て答えればいいの？　俺としては、何とも言えないから黙だまっていたのに……。

　困こん惑わくしながらルナに視線を向けると、ルナは「いいから頷け」と言わんばかりに睨にらんできた。な、何だかなぁ……。

「まあ……こうして王都に来れたのは少し時間ができたからですし、ルナの言ってることは正しいですよ。今の騒そう動どうが終わった後もすぐに帰らなきゃいけませんし……」

「そっか……」

　レクシアさんは俺がルナと一緒に依頼を受ける頻ひん度どが少ないと分かり、何故なぜか安心した様子を見せたものの、今の騒動が片付いた後、すぐに帰らなきゃいけないと聞き、また表情を曇くもらせた。こればかりはなぁ……俺、高校生だし。

「えっと……？」

「ああ、すみません！　登録するのは俺と、こちらの女性の二人でお願いします」

　俺たちのやり取りを困惑しながら見ていた受付の人に、俺は慌あわててそう告げると、受付の人は一つ頷いて二枚の紙を取り出した。その紙も、商人ギルドの登録の時と同じく、妙みようにザラザラしていて書きにくそうだ。この紙が主流なら、コピー用紙とか売るのもアリかもね。

「では、お二人はこちらの用紙に必要事じ項こうを記入してください」

「はい……あ、そういえば、この子たちはどうすればいいですか？　たぶん魔物なんですが、登録とか必要だったりします？」

「わふ」

「ふご」

　俺はナイトとアカツキを抱だきかかえると、受付の人に見せる。

　実際、ナイトとアカツキって魔ま物ものという括くくりでいいんだろうか？　今まで戦ってきた魔物とは比べ物にならないくらい頭もいいし、アカツキに至っては、最初から敵意も害意もなかったわけだけど……。

　すると、受付の人は少し驚おどろいて二人を見たが、優やさしく笑った。

「いえ、登録は貴方あなた様だけで大丈夫です」

「分かりました、ありがとうございます」

　受付の人にお礼を言いつつ、渡わたされた紙に記入しようとして、内容が商人ギルドでも書いたのと似ていることに気付いた。

　しかし、冒ぼう険けん者という危険な仕事だからか、使える武器や魔法の属性などを書くようになっている。依頼との相あい性しようとかを見るのかな？　ただ……。

　俺は使える魔法の属性のところで頭を悩なやませることになった。

　……魔法の属性？　魔法って想像力と魔力があれば大たい抵ていのことはできるんじゃないの？

　賢けん者じやさんの本には想像力と魔力が大事と書いてあったが、属性なんてことはとくに言げん及きゆうしていなかった。

　実際、ウサギさんに教える時もこの方式で教えたので、ウサギさんも属性の縛しばりなく色々な魔法が使える。ただし、使える魔法は魔力量と想像力に依い存そんするが……。

　それに俺は、賢者さんから受け継ついだ魔力回路のおかげで、特に考えることなく魔法が使える。魔力もレベルアップで増やしているしな。本当に賢者さん様々だ。

　だが、この用紙の項目を見たところ、魔法の属性というのは一いつ般ぱん常識らしい。

　ああ……賢者さん自身が心配していた常識の齟そ齬ごだな。

　つまり、ここで全属性なんて書こうものなら大おお事ごとになりそうだ。

　となると……無難なモノを書いておこう。

　とりあえず、水と火、そして風……かな。

　空間属性ってのがあるなら転移魔法が使えるからそれも該がい当とうするんだろうけど、それは全属性って書くのと同じくらい大事になりそうな気がする。ていうか、レクシアさんから転移魔法のことは誰だれにも言うべきじゃないって言われてるしな。絶対に知られちゃまずいだろう。

　ちなみに水、火、風を選んだのは、目立たずに、それでいてよく使う魔法だからである。

　火は野宿するときとかにも使えるし、水も同じく喉のどが渇かわいたりしたらすぐ飲める。それに、水なら森の中でも周囲を気にすることなく使えるからな。

　風は目に見えないという点で、攻こう撃げきするときにすごく便利だからだ。

　記入項目を埋うめていっていると、とある欄らんで手が止まった。

「あの、この【保有魔力量】という項目は何でしょうか？」

　聞き慣れない言葉に首を傾かしげ、受付の人に訊きくと、親切に教えてくれた。

「はい。そこの欄は、お二人の魔力量を記入する欄になります。依い頼らいの中には魔力量が多い方が推すい奨しようされるモノもありますので……」

「なるほど……」

　だが、なんて書けばいいんだろうか。

　俺の魔力量というのは、ステータスの魔力欄の数値でいいのかな？

　そんな風に考えていると、受付の人が透とう明めいな水すい晶しようを机の下から取り出した。

「それで、魔力量はこちらの水晶を使い、測定させていただきます」

「あの、ステータスの魔力の数値じゃないんですか？」

「確かにそれが魔力量ではありますが、冒険者は基本的に手のうちなどは隠すものです。そのため、こちらの水晶は魔力量の多さによって色が変化する魔道具となっており、詳しよう細さいな数値などは隠すことができるのです」

　先にルナから測定を始めるようで、ルナは水晶に手を置いた。

　すると、水晶は黄色に光る。

「はい、お客様は黄色ですね」

「まあ私は魔法は得意ではないからな」

　特に気にした様子のないルナだが……黄色ってどの程度なの？

「では、お願いします」

　色で判別するのは分かったが、何色がよくて何色が悪いのかさっぱり分からない。

　訊こうと思ったが、もうすでに用意されているので、ひとまず俺も水晶に手を置いた。

　パンッ！

「「「……」」」

　水晶は、砕くだけ散った。

　俺たちの間に、何とも言えない沈ちん黙もくが流れる。

　ちょっと待って。割れちゃったけど……俺のせい？　え、もしかして弁べん償しよう!?

　正直全く状じよう況きようが把は握あくできていないが、どう考えても水晶が割れたのは俺のせいだろう。

　となると、弁償することになるはずだが……や、ヤバい。今の手持ちのお金で足りるのか!?
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　また胡こ椒しようを売らなきゃいけないのかと思っていると、すぐに受付の人が正気に返った。

「お、驚きました……まさかこの水晶を割るほどの魔力量をお持ちだとは……」

　受付の人が声を震ふるわせながらそう言うと、ルナが呆れる。

「はぁ……ユウヤのことだから普ふ通つうに終わるとは思わなかったが……まさかな」

「ユウヤ様、すごいわ！　伝説のエルフでもなければ不可能だって言われる【魔力水晶】を割っちゃうなんて！」

　水晶を壊こわしたというのに、レクシアさんは何故か目を輝かがやかせ、受付の人も怒おこっているようには見えなかった。

「え？　あ、あの……弁償は……？」

　恐る恐る尋たずねると受付の人は笑え顔がおで首を振ふる。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。意図的ではないことは分かりますので……」

　よ、よかったあああああ！

　どうやら弁償はしなくていいようだ。

「それにしてもすごいですね。水晶を割る方なんて初めて見ました……」

　心の底から安あん堵どする俺に、受付の人は少し頰を引きつらせながらそう言った。弁償はしなくてもいいようだが、どうやら俺は少し普通ではないみたいだ。いや、水晶に手を置いただけだし、俺にはどうすることもできないって……。

　そんなアクシデントがありながらも、他ほかの項目も慣れない羽根ペンで記入し終えると、俺は受付の人に紙を渡した。

　すると俺が書き終える少し前にルナも書き終わったらしく、受付の人に渡している。

「終わったぞ」

「はい……ルナ様ですね。記入自体はこちらで大丈夫です。ただ一つ確かく認にんですが、こちらの使用武器の項目にある『糸』以外には何か使えるものはありますか？」

「ん？　『糸』だと何か問題が？」

「いえ、記入自体には問題ないのですが、『糸』という武器そのものが非常に珍めずらしいので、もしルナ様に依頼を指名する際、ルナ様に適正かどうかの確認が難しいのです」

「なるほど……生あい憎にくだが、私はその『糸』以外はさほど武器は使えん。強しいて言えば、格かく闘とうと短たん剣けんくらいだろうが……まあ『糸』は応用が利きく。指名依頼だろうが何だろうが、大きなミスはしないだろう。それに、指名依頼だからといって、必ず受けなければいけないというルールもないだろう？」

「そうですね。もちろん、緊きん急きゆう性の高い依頼であったり、国の存亡に関かかわるような依頼でしたら、お断りするのは難しいですが……」

「そんな場合は断るとか断らないとかもうその次元の話じゃないだろう？」

「そうですね」

「ならば問題ない。私の手に余るようならば受けずに断るさ」

「かしこまりました。では、こちらのまま進めさせていただきますね」

　受付の人はルナの言葉に頷うなずくと一度その紙を除よけ、俺の紙を受け取る。

「えっと……ユウヤ様ですね。記入内容は……って、え!?　さ、三属性も魔法が使えるんですか!?」

「そうですね。……何か変ですかね？」

「へ、変って……三属性なんて、伝説やおとぎ話に登場するような人と同じですよ!?」

　あ、危ねぇ……全属性って書かなくてよかった……。

　心の底から安心していると、ルナが俺にジト目を向けてくる。

「……ユウヤ。魔法は無属性魔法や生活魔法以外の属性はそもそも使うのに才能がいるんだぞ。それを、お前は三属性も……」

「やっぱりユウヤ様ってすごいのね！」

　ルナは呆あきれているようだが、レクシアさんは目を輝かせて俺を見てくる。……でも、これは俺がすごいんじゃなくて、賢者さんから受け継いだ魔力回路がすごすぎるだけなんだよなぁ……。それに、便べん宜ぎ上じよう三属性にしただけで、実際は魔力と想像力がある限りほぼ無制限みたいなもんなのだが……。

「コホン。取り乱してしまい、申し訳ありません。魔法の方はこちらで大丈夫です。……いえ、大丈夫ではないんですが、こればかりは自己申告なので……」

「はあ……」

　つまり、ウソを書けばどこかでボロが出るということだろうか。気をつけよう。ウソじゃないけど。

「武器は主おもに槍やりと剣で間ま違ちがいないでしょうか？」

「はい、大丈夫です」

　使用頻ひん度どが高いのがその二つだからな。

　受付の人の確認に頷くと、彼女はコピー機のような見た目の妙みような機械に、俺とルナの渡した紙をセットした。

　そしてボタンを押した瞬しゆん間かん、紙が消え、鉄のプレートが出てくる。

　商人ギルドでは見なかったけど、同じ機械でギルドカードが造られたのかな？

「……はい、こちらがユウヤ様とルナ様のギルドカードです。登録したばかりのユウヤ様とルナ様は一番下のランク、Ｆ級からのスタートとなります。Ｆ級の方が受けられる依頼は、同じＦ級の依頼か一つ上のランク……つまりＥ級の依頼のみとなっております。また、ランクの昇しよう格かくに関してですが、依頼の達成状況やギルド内での態度などを含ふくめ、ギルドの審しん査さのもと昇格となりますので、明確な数字などはございません」

「……闇やみギルドとほとんど内容は同じか……」

　隣となりでルナが小さくそう呟つぶやく。闇ギルドにもランクなんてあるのか……。

　受付の人にはルナの呟きは聞こえなかったようで、特に変わった様子もなく続けた。

「ここまでで何か質問はありますか？」

「えっと、ノルマ……必ず依頼を受けなきゃいけないとか、そういう規定はありますか？」

「いえ、それは特にありません。人によっては、身分証になるギルドカードを手に入れるために冒ぼう険けん者ギルドに登録する方もいらっしゃいますので、依頼を受けるかどうかはご本人の判断にお任せしております」

　その説明を聞いて俺は安心した。

　もしノルマがあったなら、こまめに依頼を受けなきゃいけなかった。それは普通に観光がしたかったり、現実世界で学校に行かなきゃいけない俺からすると厳しいからな。

「続いて依頼の説明です。採取系は依頼書に記き載さいされた数量分を採取していただくのは当たり前ですが、多く採ってきた場合は追加報ほう酬しゆうもございます。ただし、群生地などを発見した場合、すべて採りきらないよう注意してください。すべて採ってしまうとその植物が生えなくなる可能性もあるので……」

　ふむ……いっぱい採取すればお金は多くもらえるけど、だからといって採り尽つくすと問題になるわけか。気を付けよう。

　その後、討とう伐ばつ依頼は討伐証明になる魔ま物ものの部位を提示する必要があるとか、基本的な情報を教えてもらう。まあ討伐証明を持ってこなくても、ギルドカードに情報として記録されるらしく、不正はできないらしい。どういう原理かは分からなかったが。

「さて……最後になりますが、ギルドは基本的に冒険者同士の争いに干かん渉しよういたしません。そのことを十分にご注意ください」

「え？　あ、分かりました」

　冒険者同士の争い……喧けん嘩かのことかね？

　よく分からないが、好き好んで争いたいとも思わないので素す直なおにうなずいた。

「申し遅おくれましたが、私はエミリアと申します。長々と説明いたしましたが、我々はユウヤ様とルナ様を歓かん迎げいいたします。これからよろしくお願いしますね」

　そう言うと受付の人……エミリアさんは笑った。

　登録が済んだ俺たちは、受付から離はなれると少し話し合う。

「さて、これからどうする？　せっかくだし、依い頼らいを受けてみてもいいが……」

「え？　いいの？　その、レクシアさんたちがせっかく案内を買って出てくれたのに……」

「いいのよ！　私も冒険者デビューしたかったのよね！」

「いや、お前は登録していないだろう」

「いいじゃない、そこは気分よ、気分！」

　気分とか、冒険者デビューはいいんだが……王女様が冒険者って、オーウェンさんが許すのか……？

　そんなことを考えながらも、レクシアさんの勢いに押され、結局俺たちはすぐにできそうな依頼を受けてみることにした。

「へぇ……いろいろな種類があるんだなぁ」

「まあ私たちはまだ登録したばかりだから、受けられる依頼も限られるだろうがな」

　確かにルナの言う通り、俺たちが受けられる範はん囲いの依頼だと、街の人の手伝い系が多く、それ以上は俺も知らない名前の魔物の討伐がほとんどだった。

　すると、同じようにレクシアさんも掲けい示じ板ばんを眺ながめながら驚おどろいている。

「すごいわね……毎日冒険者にこれだけの依頼が来ているんでしょう？」

「そうだな。私の所属していた闇ギルドはいわゆるこの冒険者ギルドの指名依頼と同じだから、こうして常時貼はりだされていたり、自由に依頼を選せん択たくできるのは新しん鮮せんな気分だ」

　闇ギルドとやらは正直どんな存在で、何のために存在しているのかとか全然分かってないけど、ルナの話を聞くだけでも結構ちゃんとした組織なんだなと思った。

　しばらく三人で掲示板を眺めていると、突とつ然ぜん声をかけられる。

「そこのアナタ？」

「え？」

　後ろを振り向くと、真っ赤な顔をした魔女のような格好をした女性が立っていた。あれだ、大きな黒い帽ぼう子しに、黒色のドレス姿の魔女だ。

　ただ、この女性の服は、なんていうか……胸むな元もとがやけに開いていて扇せん情じよう的で、目のやり場に困る。

　それに……すごいお酒の臭においだ。相当酔よっているな。

　そんな風に思っていると、ルナが俺とその女性の間に立つ。

「なんだ、私たちに何か用か？」

「もぅ、そんなに警けい戒かいしないでちょうだい。ただいい男がいたから声をかけただけよ」

「だ、ダメよ！　ユウヤ様は私のなんだから！」

「いや、レクシアさんのモノってワケでもないんですが……」

　求きゆう婚こんもお断りしたわけだし……した、よな？　不安になってきた。

　そんな風に考えていると、魔女姿の女性はスルリとルナの横を抜ぬけ、俺に近づいてきた。

　そして、そのまま俺の腕うでを胸に抱かかえる。

「ん～！　見れば見るほどいい男じゃない！　どう？　お姉さんといいことしない？」

「えっと……!?」

「ちょっ、ちょっと！　ユウヤ様から離れなさいよ！」

「えー？　いいじゃない、別にー。そんなに拒きよ絶ぜつされるとお姉さん悲しいわ」

「……誰だれだか知らないが、少し酒を飲み過ぎではないか？」

　少し怒おこった様子のルナが魔女姿の女性の手を摑つかみ、俺から引き離す。た、助かった……。

　だが、魔女姿の女性は懲こりた様子を見せずに明るく笑うと、俺を何やら獲え物ものを見つけたような目で見てくる。

「ごめんなさいね？　でも、私も冒険者だし、少しでも強そうな人がいれば、お近づきになりたいと思うわけよ」

「え？」

「さっきの受付でのやり取りを見ていたのよ。そこの坊ぼうやもだけど、貴女あなたもすごいみたいじゃない？　そんな人とつながりができれば、何かの時に役立つかもしれないじゃない」

「むぅ……」

　まだ冒険者になったばかりの俺には分からないが、ルナには女性の言うことが分かるようで、小さく唸うなっている。

　そんなルナの様子に女性はますます笑えみを深めた。

「ま、そういうワケで……私はグレナよ。今日はこれくらいにするけど、また何かの機会に一いつ緒しよに依頼を受けましょう」

　それだけ言うと、魔女姿の女性……グレナさんは、颯さつ爽そうと去って行った。

　その姿を見て、俺はナイトたちに言う。

「俺たちはまだまだだし、グレナさんが言うほどの人間じゃないんだけどなぁ？」

「わふ？」

「ふごー」

　ナイトは首を傾かしげ、アカツキは何故なぜか俺に微び妙みような視線を向けてきた。いや、なんで？

　するとルナも微妙そうな表情で俺を見てくる。

「……おい、ユウヤ……」

「え？」

「……いや、何でもない。ある意味ユウヤらしいと言えばいいのか……」

「何だっていいじゃない！　それより、あの女がユウヤ様を狙ねらったことが問題よ！　これはあの女からユウヤ様を護まもるためにも、私も冒険者登録する必要があるんじゃない!?」

「いや、確かにあのグレナという者の存在は問題だが……それ以上にお前がこれ以上自由に動くと、オーウェンのヤツが倒たおれるぞ」

　ルナにそう諭さとされたレクシアさんはつまらなそうに口を尖とがらせるが……うん、俺も止やめておいた方がいいと思います。本当にオーウェンさんが大変だから。

「むー……仕方ないわね。それなら、私でもできそうな依頼にしましょうよ！　掲示板に薬草採取の依頼があったはずよ！　冒険者登録はできなくても、これなら私もお手伝いできるでしょう？」

「それは構わんが……オーウェンの説得は自分でするんだぞ」

「もちろんよ！」

　……オーウェンさん、ごめんなさい。俺には二人の行動を止められそうにないです……。

　どんどん自由に動いていくレクシアさんたちに、俺はその面めん倒どうを見ているオーウェンさんに心の中で謝罪するのだった。




　　　　＊＊＊




　グレナさんとの話を終え、レクシアさんの意向で薬草採取の依頼を受けることにした俺たちは、早さつ速そく受付で手続きを終え、王都の外にやって来た。

　案の定、依頼を受け、それにレクシアさんが参加することにオーウェンさんは難色を示したが、レクシアさんの勢いに負け、結局認めることになる。……本当にごめんなさい。

「まあユウヤ殿どのがいるので問題ないでしょうがな」

　……謎なぞの信頼を寄せられているが、オーウェンさんにはたくさん迷めい惑わくをかけているので、その信頼に応こたえられるようにしよう。

　薬草はこの街の外に出たら意外とどこにでも生えているらしく、探すのには苦労しないらしい。

　とはいえ、俺は【完治草】以外の薬草は見たことないので、一応受付で見本を見せてもらったのだが……うん、そこらへんに生えてる草と何が違ちがうのかサッパリ分からなかった。それを言えば、【完治草】も似たようなもんだけどさ。

　幸い【鑑かん別べつ】が使えるので失敗することはないと思うし、ルナは薬草がどんなものか知っているらしいので、心配しなくてもいいだろう。

　本当は超ちよう簡単な魔物の討伐依頼でもいいかなとルナやレクシアさんたちは言っていたのだが、それはさすがにオーウェンさんに全力で止められていた。

　それに、掲示板を見てると長い間薬草採取の依頼書が放置されているっぽいことに気付き、その理由を訊いてみると、どうやらスライムやゴブリンといった世間では弱い部類に入る魔物を倒すほうがお金が稼かせげるということで放置されていることが分かった。

　……俺の中のスライムやゴブリンのイメージが完全にあの森の中の魔物なので、どれだけ弱いのかは知らないが、確かに依頼達成のお金にドロップアイテムを換かん金きんしたお金もプラスされるって考えれば討伐のほうが実入りがいいのだろう。

　そのためか、このままいけば、いずれ薬草の在庫がなくなってしまい、有事の際に困ることになると聞かされ、俺たちは大人しく薬草採取の依頼を受けることにした。

　まあ今の俺はそこまでお金にも困ってないというのもあるし、レクシアさんはそんな状じよう況きようを聞いて少しでも助けたいと思ったようで、ルナも薬草採取に反対意見は特になかった。

　ちなみに依頼達成の採取数は十本だが、それ以上採ってくれば追加報酬が支し払はらわれるらしい。

　でも、その追加報酬を狙って周囲にある薬草を根こそぎ採ってしまえば、それが冒ぼう険けん者ギルドで分かった瞬しゆん間かん、罰ばつ金きんを支払うことになるそうだ。まあ採り尽つくして二度と生えなくなったら、とても困るだろうからな。とはいえ、さすがにそう簡単に採り尽くせる量でもないし、何より薬草自体の生命力が強いので、放ほうっておけばすぐに生えてくるってのもあるので心配いらないが……。

　改めて一度街の外に出ると、気持ちのいい風が吹ふき抜ける。

「んー……風が気持ちいいなぁ」

「……そうだな。昔の私ならこんな風に風を楽しむ余よ裕ゆうもなかったが……こうして感じてみると、気持ちがいいな」

「そうね。私も最近は公務だったりお城の中だけだったりで外の空気を吸うのがちょっと新鮮……街の中での買い物もいいけど、こういった時間も素す敵てきね！」

「レクシア様。あまりはしゃがないでくださいよ？　ただでさえ今の状況であまり動き回るのは遠えん慮りよしてもらいたいんですから……」

　オーウェンさんは溜ため息いきを吐つきながらレクシアさんにそう釘くぎを刺さした。

「分かってるわよ。でも、今の件が落ち着いたら、こういう天気のいい日に外で食事をしたいわね！」

　レクシアさんは俺たちを見てそう言うと、笑みを浮うかべた。

　確かに適度な気温だし、何より空気が澄すんでいるから、ピクニックは気持ちいいだろうな。まあ魔ま物ものとかの危険はあるだろうけど。

　街を出てすぐの草原に入り、エミリアさんに見せてもらった薬草を思い出しながら見み渡わたしてみる。

「うーん……あ、これがそうかな？」

　すると早速それっぽいモノを発見したので【鑑別】した。




【ヒール草】……この世界では『薬草』と呼ばれている植物。主おもに回復薬の材料として扱あつかわれる。そのまま葉をすり潰つぶしても使えて、かすり傷などに効果がある。採取の際は、根を傷つけないようにしながら抜くと効果が高い。




　ふむ……これが薬草で間違いないみたいだけど、ちゃんと正式名めい称しようがあったんだね。

　しかも【鑑別】のおかげで正しい採取の仕方まで分かったし。

　俺は手で軽く土を掘ほり起こしていると、それをレクシアさんが横から覗のぞき込んだ。

「へぇ……薬草ってそうやって採取するのね！」

「採取自体は難しくないが、できるだけ根を傷つけない方がいいと何かで聞いたことがある。そういう意味でも、ユウヤの採取は丁てい寧ねいだな」

「じゃあ私もユウヤ様みたいにしながらたくさん採取すればいいわけね！」

「おい、エミリアに言われていたことをもう忘れたのか？　採取しすぎるのもよくないんだぞ」

「そうですね。薬草自体は生命力と繁はん殖しよく力が強いみたいなので、数株ほど残しておけば数日で元通りになるそうですが……」

「分かってるわ！　……あ、ただ採取するだけじゃつまらないし、ルナ！　勝負しましょう！」

「は？」

　レクシアさんの突とつ然ぜんの提案に、ルナは呆ほうける。

「ちなみに、ユウヤ様が審しん判ぱんね！」

「え？」

　俺も巻き込まれてる!?

　驚おどろく俺やルナを無視して、レクシアさんは走り出した。

「勝った方は、ユウヤ様を一日独どく占せんできる権利をもらえるのよ！　それじゃあ勝負開始ね！」

「あ、おい、レクシア！　はぁ……ユウヤ。私はレクシアの方に行くから、依い頼らいの数だけ採れたらこっちに来てくれ。……というか、その条件でいきなりスタートはズルいだろう……！」

　そう言うと、ルナは頭を押さえながら急いでレクシアさんの方に向かっていった。

　いや、それはいいんだけど……何故俺を一日独占できる権利が賞品扱いなんだ？　そして、俺の意思とは。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送りながらも、もう二人は行ってしまったため、俺は足元のナイトたちに声をかける。

「……えっと、じゃあ二人にも手伝ってもらおうかな？」

「わふ？」

「ブヒ」

「これが薬草なんだけど……これと同じモノを見つけたら教えてくれる？」

「わふ」

「ふご」

　それぞれが薬草に鼻を近づけ、その匂においを嗅かぐと、別々の方に進んでいった。

　新たに二人が探しに行くのを見届けてから俺も探し始めると、近くに生えていたので同じように採取した。

　地味だが、何気に俺はこういう作業が好きだ。無心になれるし。

　こうしてしばらく探していると、ナイトが軽く吠ほえた。

「ワン！」

「お、見つけたか？」

　ナイトの下もとに行くと、そこには薬草らしきものが生えていた。

　ただ、何となく違い和わ感かんを覚えた俺が【鑑別】するとこう表示される。




【マジックヒール草】……薬草に似た植物。ただし、これは傷を癒いやすのではなく、魔力を回復させる効果がある。主に魔力回復薬の材料として扱われる。そのまま葉を口に含ふくんでも、超ちよう微び量りようながらも魔力が回復する。採取方法は薬草と同じ。




　どうやら少し違うものだったらしい。

「おしい！　これは薬草じゃないみたいだね」

「くぅん……」

「そう落ち込まないで。これはこれで使えるんだしさ」

「わふ」

　間違えたことで悲しそうな声を上げるナイトを、俺は優やさしく撫なでた。

　元気を取り戻もどしたナイトと一いつ緒しよにマジックヒール草を採取していると、今度はアカツキの声が聞こえる。

「ブヒ！　ブヒブヒ！」

「ん？　アカツキも見つけたのか？」

　アカツキの方に急いで向かうと、アカツキは俺たちを見てドヤ顔をしてきた。

　その様子に苦笑いしながらも見つけたという薬草に目を向ける。

「……え？」

　そして俺は絶句した。

「あー……その……アカツキさん？　俺は薬草を見つけてほしいって言ったよね？」

「ブヒ」

「じゃあこれは？」

「ブヒ！」

『薬草です！』と言わんばかりに蹄ひづめで指すアカツキ。

　万が一があってもいけないので、俺は【鑑かん別べつ】した。




【イチコロ草】……絶対に食べてはいけない植物。一度でも摂せつ取しゆしたなら最後、一瞬であの世へ逝いってしまう。毒耐たい性せいや毒無効のスキルがあれば話は別だが、それでも好き好んで食べる者はいないだろう。ただし、適切な手順と材料で調合すれば、『毒消し薬』へと変わる。採取する際は葉だけでいい。




　やっぱり違ちがった。

　だってどう考えてもおかしいだろ。周囲は緑色だっていうのに、この草だけ紫むらさきなんだぞ？　しかも赤色と黄色の斑はん点てん付き。

　見るからに食うんじゃねぇと言わんばかりの配色だよね。

「アカツキさん。君はこれが薬草だというんだね？」

「ぶひ」

「うん、君は大人しくしてよう」

「ぶひ!?」

　俺の言葉にアカツキはショックを受けていた。

　いや、幸い材料と手順さえ合っていれば毒消し薬とやらの材料になるみたいだけど、これを薬草だとは思わねぇ。

　まあせっかくアカツキが見つけてくれたわけだし、一応採取しておこう。

　他ほかにもいくつか薬草を採取することができたが、群生地ではないため、まとまって見つけることはできない。

　すると、別の場所で採取していたレクシアさんが俺の方に走ってくる。

「ユウヤ様、見て見て！」

　そういうレクシアさんの手には、薬草らしきものが握にぎられているが、なんていうか……すごく泥どろだらけだった。え、何があった？

　泥んこ状態のレクシアさんに驚いていると、その後ろから疲つかれた様子のルナもやって来る。

「おい、レクシア。あんまりはしゃぐな……本当に、コイツ王族か？　全然お淑しとやかさとかないじゃないか……」

「あら、失礼ね。ちゃんと王族としての公務も果たしているし、礼れい儀ぎ作法も完かん璧ぺきよ！　そしてこの泥はいわゆる冒険者としての礼儀じゃない！」

「お前の中の冒険者像はどうなってるんだ……」

「えっと……怒おこられません？　そんなに泥だらけになって……」

　本当にレクシアさんは泥だらけで、なんていうか……水たまりに頭から突つっ込んだと言われても信じてしまうほどだった。

「さあ？　大だい丈じよう夫ぶじゃないかしら？　ドレスじゃないし！」

　本当にオーウェンさんごめんなさい。

　────ちなみに、薬草採取バトルの結果はルナもレクシアさんも同数で、俺を一日独占できる権利は誰だれにも渡わたることはなかった。




　　　　＊＊＊




　優夜たちが異世界で依頼を受けている頃ころ────宝ほう城じよう佳か織おりは自室でいつも通り予習復習を行っていた。

「……」

　しばらく黙もく々もくと勉強を続けていた佳織は、区切りのいいところでペンを置き、伸のびをする。

「んー……やっぱり英語や古文が問題ですね……」

　今日の復習の中でそのことを改めて実感していると、不意にカレンダーが目に入る。

「そういえば……そろそろ中間テストの時期ですね……」

　そんなことをぼんやり考えていると、佳織はふと優夜のことが頭に浮うかんだ。

　そして、それは同時にこの間の球技大会後の帰り道での出来事を思い出すことになり────。

「～～ッ！」

　急に顔を赤く染め、佳織は椅い子すから立ち上がると自分のベッドに倒たおれ込んで悶もだえた。

「……私、どうしたいんでしょう……」

　球技大会の日。

　自分の運動音おん痴ちのせいでペアの相方をケガさせてしまい、落ち込んでいたところを、優夜は颯さつ爽そうと助けてくれたのだ。

　いつもいつも助けてくれる優夜に、佳織は惹ひかれていたのだが……佳織はその初めての感情に戸と惑まどっていた。

　だからこそ、球技大会の後、つい気持ちが抑えられず、優夜の頰ほおに軽くキスをしてしまった。そのことを思い出し、家に帰ってから悶え、転げまわることになった。

　でも、ここまでくればいくら今まで経験がなかったとはいえ、佳織も優夜のことをどう思っているのか分かる。

「……私、優夜さんのことが……」

　そこまで言いかけ、再び顔が熱くなるとベッドに顔を埋うずめた。

　しばらく悶えた佳織だが、やがて冷静になると急に不安になってきた。

「優夜さん、あれだけ素す敵てきですし……もう、彼女がいるんじゃ……それに、もしいなかったとしても、他の女の子が放ほうっておくわけないですし……」

　先ほどまであんなに幸せそうだったというのに、突とつ然ぜん落ち込み始める佳織。

「で、ですが、私も諦あきらめたくありません……。でもどうすれば……」

　他の子に負けることなく、少しでも優夜に近づくにはどうすればいいか考え始めた瞬しゆん間かん、再びカレンダーが佳織の視界に入ってきた。

「……あ！」

　そしてあることに気付き、佳織は勢いよく立ち上がる。

「そ、そうです！　優夜さんと一緒にテスト勉強をするのなんてどうでしょう!?」

　佳織以外誰もいない部屋で、何故なぜか疑問形の独り言を始める佳織。

　だが、佳織本人はそれどころではなく、自分の独り言の内容がとてもいい案に思えた。

「そうと決まれば……今度、誘さそってみましょう！」

　佳織はその時を思い浮かべ、再び机に向かう。

　────こうして佳織は、優夜と一緒にテスト勉強をするときに備えて、再び勉強を始めるのだった。








第二章　謎なぞの襲しゆう撃げき者









　薬草採取の依い頼らいを終え、城に戻ってきた俺たちだが、何やら先ほどと様子が少し変わっており、城を出る前とはまた違った慌あわただしさを感じた。

「何かあったのか？」

「さあ……」

　ルナも俺もよく分からず首を捻ひねっていると、俺たちに気付いた兵士の一人が慌てて走ってきて、オーウェンさんに耳打ちをした。

　するとオーウェンさんは一瞬顔をしかめた後、溜ため息いきを吐ついてレクシアさんに向き直る。

「────レクシア様。どうやら殿でん下かの居場所が判明したそうです」

「……そう」

　どうやら逃にげていた王子様の居場所が分かったらしく、レクシアさんは表情を暗くした。

　そんなレクシアさんを心配そうに見つめていたオーウェンさんは、俺に視線を向ける。

「その……ユウヤ殿どの」

「はい？」

「もしよろしければ、お力を貸していただけないだろうか」

「え？」

「不ふ甲が斐いない話ではあるが、陛下を襲撃してきたときも我々はすぐに気づくことができず、さらには暗殺者どものアイテムによって、魔ま法ほうが使えないという状じよう況きように晒さらされた。しかも暗殺者たちは皆みな手て練だれ揃ぞろいだった。だからこそ、殿下の身み柄がらを確保する際に、不測の事態が起きた時、我々で対処できない可能性がある。その結果殿下を逃がしてしまうことだけは何としても避さけたいのだ。だからこそ、頼たのむ。我々に力を貸していただけないだろうか？」

「そ、そんなにかしこまらないでください！　俺なんかでよければ、お手伝いしますから！」

「……かたじけない」

　オーウェンさんはそう言うと、俺に向かって深々と頭を下げた。

　そしてそれから、兵士さんたちの誘ゆう導どうで俺たちは王子様が隠かくれているという居場所に向かった。

　その際、レクシアさんは、もし何かあったらいけないということで、お城で留守番をすることになった。もちろん、レクシアさんの護衛であるルナも留守番だ。

　兵士さんたちに連れてこられたのは、お城の中ではなく、王都の外れにある一軒けんの小さな家だった。

「ここは……」

　予想外の場所に驚おどろいていると、俺たちを案内してくれた兵士さんが教えてくれた。

「……我々は知りませんでしたが、陛下が殿下のために用意していた館やかたのようです」

「え？」

「実は殿下は隔かく離りされていたようで、私たちもこの場所の存在を初めて知ったのですが……陛下がもし殿下がいるとすれば、ここ以外ないだろうとおっしゃり、調べた結果、当たりだったようです」

「えっと……まず王子様が隔離されていた？　ということに驚きなんですが……それよりもいいんでしょうか？　そんな情報、俺が知ってしまって……」

「……本来ならばあり得ないでしょうが、今回ばかりは事態が事態ですから。我々にも教えられることになったわけですしね……」

「なるほど……」

　隔離というだけあり、周囲に人はほとんどおらず、ひっそりとしている。恐おそらく、この周辺には人が住んでいないんだろう。というより、何で隔離されているんだ？　王子様なんだよね？

　疑問に思いながらも中に入ると、すでに他の兵士さんたちが入っており、一人の男性を取り囲んでいた。

　その男性は無知な俺から見てもとても質の高い服を着ており、何より特とく徴ちよう的なのはその顔に装着している仮面だ。

　状況的に目の前の男性が王子様なんだと思うが……予想外の姿に面めん喰くらってしまう。

「殿下、もう終わりです。大人しく投降してください」

「黙だまれ黙れ黙れええええ！　この俺を誰だと思っている!?」

「殿下……」

「それ以上俺に近づくなあああああっ！」

「っ！」

　徐じよ々じよに王子様を囲い、追い詰つめていた兵士さんたちだが、王子様が手にしたナイフを振ふり回すため中々近づけないようだった。

「これ以上近づくのなら、俺はここで死んでやる！」

「それは……」

「どうせ誰も俺のことなんざ気にしてないだろう!?　今いま更さら俺が死のうが誰も悲しまないじゃないか！」

　俺は一国の王子の口からそんな言葉が飛び出したことに驚いた。

　え、王子様なんだよな？　なのに、どうして死んで誰も悲しまないなんて言うんだ？　少なくとも、レクシアさんたちは悲しそうな表情を浮かべていたのに……。

　思わず周囲を見み渡わたすと、オーウェンさん含ふくめ、皆みんな何故か複雑そうな表情を浮かべている。どうして？

　すると王子様はそんな周囲の反応が分かっていたかのように、嘲ちよう笑しようする。

「ほら、何も言えないだろう？　俺みたいな腫はれ物、いなくなった方がマシだと思っているんだろう!?　ならお望み通り、ここで死んでやるさ……！」

「殿下ッ!?」

　その瞬間、王子様は自分の首めがけてナイフを振り下ろそうとした。ちょっ……マジで死ぬつもりなのか!?

「ナイト！　あの人の腕うでに嚙かみついて動きを止めろ！」

「ウォン！」

　俺の言葉を受け、ナイトは電光石火の速さで王子様に肉にく薄はくすると、そのまま王子様のナイフを持つ腕に嚙みついた。

「いっ!?」

　ナイトの飛びつき＆嚙みつきの勢いに腕の軌き道どうが逸それただけでなく、その痛みから王子様はナイフを落とした。

「っ！　今だっ！」

　その隙すきをオーウェンさんは逃のがさず、すぐに他の兵士たちに指示を飛ばすと、兵士さんたちは一いつ斉せいに王子様を拘こう束そくしにかかった。

　王子様は慌ててナイフをつかみ取ろうとするが、ナイトが邪じや魔まをしている上に、元々近くにいた兵士さんにその動きを止められ、その場で拘束された。

　すると、一仕事を終えたナイトが誇ほこらしげに胸を張って戻もどってくる。

「わふ」

「ありがとう、ナイト！　おかげで助かった！」

「わふ～」

「フゴフゴ～」

　たくさんナイトを撫なでてやると、何故かアカツキが偉えらそうにしながらその蹄ひづめでナイトを撫でた。おい、お前は何もしてないのに何でそんなに偉そうなんだ。俺もしてないけど。

　ただナイトは特に気にした様子もなく、俺とアカツキに撫でられて嬉うれしそうだ。うん、可愛かわいい。

「は、放せぇぇぇ！　この俺を誰だれだと思っている!?」

「殿下、諦めてください」

「陛下の命令です」

　思わず王子様の身み柄がら拘束ということも忘れ、俺たちの間にだけのんびりとした空気が漂ただよっていたが、オーウェンさんが苦笑いしながら近づいてきた。

「ユウヤ殿」

「え？　あ、ああ！　すみません！　つい……」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。……とても仲がいいのですな」

「はい……俺の大切な家族ですから」

「わふ」

「フゴ」

　ナイトとアカツキも俺の言葉に同調するように頷うなずいた。

　そんな俺たちにオーウェンさんは優やさしく微笑ほほえみながら頷くが、すぐに真ま面じ目めな表情へと変わる。
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「ユウヤ殿たちのおかげで、無事に殿下を拘束することができた。感謝する」

「い、いえ！　こちらこそ、お役に立ててよかったです！」

「……ありがとう。では、このまま殿下を────」

　オーウェンさんがそう言いかけた瞬しゆん間かんだった。

「ッ!?　ウォンッ！」

　ナイトが慌てた様子でオーウェンさんの言葉を遮さえぎり、吠ほえた。

　そして────。

「なっ!?」

「ぐああああっ！」

「うっ!?」

　突とつ如じよ、この隠れ家の窓を突つき破り、何かが飛来してきた。

　それは一瞬にして王子様と兵士さんたちの間に衝しよう突とつすると、すさまじい衝撃が周囲に広がる。

　その衝撃に兵士さんたちは壁かべに打ち付けられた。

「お、おお！　来てくれたのか！」

　突然の謎の攻こう撃げきに俺やオーウェンさんたちが急いで構えると、何故なぜか王子様は嬉しそうに笑う。

　すると、割れた窓から人が侵しん入にゆうしてきた。

「状況確かく認にん……完かん了りよう。オマエ、失敗」

「なっ!?」

　窓から侵入してきたのは、白い肌はだに白色の髪かみ。そして神秘的な灰色の瞳ひとみを持つ、少し無機質な印象の少女だった。

　侵入してきたこと自体に驚いていたのだが、それ以上に驚いたのが、少女の姿だ。

　まるで作り物のように錯さつ覚かくしてしまうほど、綺き麗れいな女の子だったのだ。

「何なんだ……お前は……！」

　オーウェンさんは剣けんを抜ぬき少女に向けて構えるも、少女はこちらに視線すら向けず、ただ王子様に視線を向けていた。

「失敗。だから、もうオマエに用はない」

「な、何だと!?　貴様、この俺を見捨てると言うのか！　元はといえば、貴様ら闇やみギルドの連中が弱いからこのようなことに……！」

「否定。単純に、オマエの計画不足。そして運のなさ。それだけ」

「な、なにぃ!?　お前は俺を王に即そく位いさせることで、高い地位を約束されていたはずだ！」

　少女の言葉に王子様は憤いきどおるが、少女は態度を変えない。

「虚きよ偽ぎ。オマエを動かすためのウソ。本当の計画。オマエをこの国の王にすることで、傀かい儡らいとして使うつもりだった。そして、多方面に戦争を仕し掛かけ、大勢の人間を殺し合わせようと思った」

「な……な……！」

「結果、失敗。そして不要。オマエは、私の駒こまとして不十分。破は棄きする」

　王子様は少女に返す言葉を探すが、どうやら何も出てこず、ただ口を開閉するだけだった。

　……というより、今の二人の会話を聞くに、目の前の少女は闇ギルドの関係者なのか？

　他ほかにも何やら物ぶつ騒そうなことが聞こえた気がしたが……気のせいか？　ここからじゃよく聞こえないぞ……。

　少女の得体が知れないということもあるが、一番警けい戒かいする要因は、少女の気配をナイトが直前まで気付くことができなかったことだ。

　ナイトの気配察知能力に関しては、完全に俺を上回っているため、その索さく敵てきから逃れるとなると……とんでもないな。

　その事実に戦せん慄りつしていると、いきなり少女はナイフを取り出し、王子様に向かって振り上げた！

「終わり。死ね」

「い、嫌いやだああああ！　だ、誰かああああ！」

　その光景に急いで俺たちが止めようとするも、それより先にオーウェンさんが動いた。

「殿でん下かッ！」

　無防備に背中を晒さらす少女に対し、オーウェンさんは全力の一撃を放った。

　その攻撃は誰が見ても確実に少女に届く────そう思っていた。

「なっ……ぐっ!?」

　次の瞬間、割れた窓から再び何かが飛来し、オーウェンさんの剣を弾はじき、軌道を逸らした。

　剣の軌道を逸らされたオーウェンさんは、その勢いを利用して再び少女から間をとる。

　そしてオーウェンさんの剣の軌道を逸らした物体が、そのまま壁に刺ささったことで、俺たちはようやくその正体を知ることができた。

「……矢？」

　なんと、窓の外から飛んできたのは、ごくごく普ふ通つうの矢だった。

　するとアカツキがその矢に近づき、口に咥くわえると俺の下もとに持ってくる。

「ふご～」

「え、あ、ありがとう……って、危ないからそんな簡単に近づくんじゃない！」

「ブヒ？」

　思わず感謝してしまったが、相手の情報は全くないし、何より武器に何か悪い効果でもあったら大変なのに、アカツキは気にすることなくそれをとって来たのだ。

　とはいえ、正直この矢が何なのか分かれば少しは少女の正体に近づけるかと思い、受け取った矢を、少女を警戒しながら【鑑かん別べつ】するが……。

「え？」

【鑑別】に表示されたのは、ごく普通の矢だという結果だった。

　鏃やじりなどに特別な素材が使われているわけでも、何かしらの効果が付ふ与よされているわけでもない。

　正真正しよう銘めい、ただの矢だった。

　だが、そうなると窓を割って飛んできたときの威い力りよくや、オーウェンさんの剣の軌道を逸らした威力に説明がつかない。

　それに、少女がここにいるというのに、攻撃が飛来してきたということは、もう一人仲間がいるはずだ。

　すると同じ結論に辿たどり着いたオーウェンさんが、険しい表情で外を睨にらみつつ、詰きつ問もんする。

「貴様……一体何者だ。何が目的だ！」

「不要。答える義務はない」

「何だと……!?　このッ……！」

　再び少女目め掛がけて襲おそい掛かるオーウェンさんだが、そのたびに外から次々と矢が飛んできて、オーウェンさんの進行の邪魔をする。

　俺もすぐにオーウェンさんの助けに入るべく動くが、やはり矢が飛んできて思うように動けない。

「クソッ！　もう一人の隠かくれているヤツが鬱うつ陶とうしい……！」

「もう一人？」

　オーウェンさんが忌いま々いましそうにそう呟つぶやくと、その呟きが聞こえた少女は初めてこちらに視線を向けた。

「否定。私一人。この攻撃も、すべて」

「は？」

　その言葉に、俺やオーウェンさんは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　この攻撃が……目の前の少女から？　意味が分からない。だって、少女は攻撃らしい動きを一つもしていないのだ。

「バカな！　そんな見え見えのウソに引っかかるとでも!?　とにかく、貴様には目的を吐はいてもらうぞ……！」

「────右足の踏ふみ込み。左からの薙なぎ払はらい」

「？」

　オーウェンさんが少女に襲い掛かった瞬間、少女は謎なぞの言葉を口にした。

　だが、俺はその言葉の意味をすぐに理解することになる。

　何故なら、オーウェンさんは少女が口にした動きと全く同じ行動をとったのだ。

　そして、その行動を阻そ害がいするかのように、再び窓から矢が飛来し、オーウェンさんの剣の軌き道どうを変える。

　すると少女はどこか神秘的に輝かがやく灰色の瞳を無感動に向けてきた。

「────私は、予知する。だから、そこに矢を置くだけ」

「何を……言っているんだ……!?」

「目的。そもそも今の私は、この男に興味はない。何故。この場で全員始末するから」

「何だと!?」

「最終目標。人類すべてを殺す。その対象であるオマエたちの死が早くなるだけ」

　オーウェンさんの言葉を無視して語られた少女の言葉の意味が理解できず、たた呆然としている。

　あまりの内容に啞あ然ぜんとする俺たちをよそに、窓や玄げん関かん、それどころか壁や屋根すら貫つらぬいて、俺たち目掛けて矢が降り注いできた……！

「不可能。逃にげ場ばはない。この瞬間にすべての矢が揃そろうように、遊ばせておいた。さようなら」

　もう意味不明なことが続きすぎて、全く状じよう況きように頭が追い付いていないんだが、矢は俺たちどころか、この建物そのものを吹ふっ飛ばす勢いで飛んできている。ていうか、少女自身もこの場にいるのにそれでいいのか!?　それとも、自分には被ひ害がいが行かないようにしてるとかそういうことなのか!?　たち悪いなぁ！

　それはともかく、俺やナイトたち、それにオーウェンさんならこの状況から切り抜けられるかもしれないが、王子様や最初の一撃で気絶してしまった兵士さんたちにはそれはできない。

　だから、俺たちが何とかするしかないのだが……。

　この状況を切り抜ける方法って何!?

　賢けん者じやさんの武器シリーズじゃどうしようもないよ！　あれは俺一人が切り抜けるだけなら全く問題ないが、大多数を一いつ斉せいに守ることにはまったく向いていない。

　となると魔ま法ほうになってくるわけだが、火や水、雷かみなりとかそういったモノは完全に使えないだろう。今飛んできている矢をすべて防ぐために、火なんか使えば一発で解決するだろうが、同時に一発でこの家が全焼する。

　それなら……！

　数すう瞬しゆんにも満たない時間だったが、俺の頭はすさまじい勢いで回転し、この状況を切り抜けるための方法を模も索さくした。

　そして、最後の最後にダメもとと勢いで魔法を発動させた。

　それは、風を使ったドーム型のバリアで、これを発動させることで今飛んできている矢をすべて落とそうと思ったのだ。

　その結果、俺を中心にドームが広がっていくように、風が一気に放出された。

　威力はすさまじく、気絶していた兵士さんたちはもちろん、王子様は床ゆかを転がり、オーウェンさんとナイトたちまでもがその風に必死に耐たえるようにその場に踏ん張っていた。

　ただ、謎の少女は手で顔を防ぐ以外、特に風に対して踏ん張っている様子はない。それだけでここにいる誰だれよりも強いことが分かった。

　やがて風が収まると、俺たちにめがけて飛んできていた矢はすべて地に落ちていた。

「ユウヤ殿どの、助かった……！」

「ユウヤ……？」

　矢を落としたことでひとまず窮きゆう地ちを脱だつしたわけだが、この状況はさすがに少女にとっても予想外だったのか、目を見開いている。

　そしてその一瞬の隙すきを突つき、俺の魔法によって運よく少女から引き離はなされていた王子様をオーウェンさんが無事に回収した。

　さらにナイトたちもオーウェンさんと同じタイミングで気絶している兵士さんたちを回収し、少女から引き離した。

　兵士さんたちは少女の最初の攻こう撃げきで気を失ったが、それ以外に特に外傷もないようで、ひとまず安心する。

　無事に目的を達成した俺たち。遂ついに残る問題は少女だけとなった。

「諦あきらめて、投降しろ」

　オーウェンさんが剣けんの切っ先を少女に向けながらそう告げるが、何故なぜか少女の視線は俺に向けられていた。

「疑問。オマエが、ユウヤ？」

「え？　あ、はい」

「何を普通に答えてるんですか!?」

「あ、つい……」

　少女の問いに答えると、オーウェンさんにツッコまれた。いや、反射的に答えてしまったが、許してほしい。ただ名前を訊きかれて答えただけなので！

　それはともかく、俺の名前をどこで知ったんだ？　それとも昔会ったことが……あるわけないですね。こんなインパクトの強い人なら、絶対忘れないもん。

　考えれば考えるほど謎が深まるばかりだが、オーウェンさんだけでなく俺もアイテムボックスから【絶ぜつ槍そう】を取り出して構え、ナイトたちも少女を油断なく見み据すえた。

　だが────。

「幸運。ユウヤに遭そう遇ぐう。だが、残念。予想外の結果に、攻撃用の矢が尽つきた」

「何？」

　俺が思わずそう訊くと、少女は顔を歪ゆがめた。

「……本当に、予想外。これだけ強いと、『邪じや』の力を使う必要がある。でも……魔力が足りない。この間の戦いのせい」

　俺たちには聞こえないような声で何かを呟いていたが、やがて少女は俺たちをゆっくり見み渡わたし、頷うなずいた。

「仕方ない。一時帰き還かん。さようなら」

「なっ!?　ここでそう簡単に帰すとでも……」

「予備。これで十分」

　すると少女の言葉の後、追撃しようとしたオーウェンさん目掛けて矢が飛んできた。

　しかも少女の後を追わせないように矢が降ってくるため、俺やナイトたちも迂う闊かつに近づけない。

「矢が尽きたんじゃないのか……！」

「愚ぐ問もん。様々な状況は、想定するもの。今度こそ、帰還。さようなら」

　その結果、少女は最初に侵しん入にゆうしてきた窓に足をかけ、そのまま外へと逃げていってしまった。

　矢を防ぎ切った後、すぐに俺たちも後を追いかけたが、もうすでに少女の姿はなく、ナイトですらもうその気配を追うことができなかった。

「くっ……逃がしたか……」

「あの女の子、何者なんですかね……？」

「分かりません……だが、あの強さ……普ふ通つうじゃない。それに、殿でん下かとの会話から推測するに、闇やみギルドの関係者だと思うのだが……あそこまで強力な存在がいるとは。これは闇ギルドに対する認にん識しきを改める必要があります。……クソ。これでまた、闇ギルドの放ほう逐ちくが遠のいてしまった。あんな実力者がいるとなると、迂闊に手が出せませんからな」

　確かに、あんな存在がいるってなると、慎しん重ちように行動するしかないよなぁ。というより、今回は相手の矢切れ？　が原因ぽいけど、あれ、完全に手を抜ぬいたうえでの発言だよなぁ。そもそも手に弓すら持ってなかったし。多分だけど、あの子が弓矢を手にしてやってきたら、今回みたいにいかなかったと思う。ある種、彼女の気まぐれに感謝だ。

　……ウサギ師し匠しようもすごく強いと思ってたけど、彼女も大たい概がいだな。これはウサギ師匠の言う通り、鍛きたえなきゃ守りたいものが守れなくなる。

　俺は今回の襲しゆう撃げき者である彼女を思い浮うかべ、改めて強くなる必要があると再認識することになった。

「……ひとまず、今は戻もどりましょう」

　こうして俺たちは謎の少女の襲撃後、予定通り王子様の身み柄がらを確保し、城に戻るのだった。








第三章　和解









「ユウヤ様、大だい丈じよう夫ぶだったの!?」

「ユウヤ、大丈夫か!?」

「う、うん……」

　謎の少女の襲撃を防ぎ、無事に王子様の拘こう束そくに成功した俺は、一度王城の客室のような場所でルナやレクシアさん、そしてオーウェンさんと一いつ緒しよに待機することになった。

　すると戻ってきてすぐに、レクシアさんたちに問い詰つめられ、王子様を捕つかまえる際に起こった出来事を話すことになった。

　その結果、二人は俺のことをすごく心配してくれた。

「相手が本気じゃなかったみたいで、何とかね」

「そう……」

「……まさか、ユウヤを超こえるほど強い存在がいるとは……」

「いやいや、俺なんてそんなに強いわけじゃないよ？」

「「それはない」」

「何で!?」

　おかしい。本当のことなのに……それに二人同時で否定しなくてもいいじゃないか。実際、ウサギ師匠とかすごく強いし、同じような存在がまだたくさんいるっていうしさ。

「とにかく、無事ならよかったわ」

「ただ、この慌あわただしさはその女が原因なのだな……」

　ルナの言う通り、今のお城内は慌ただしい。

　一度だけでなく、二度目の襲撃ということもあり、さらに警けい戒かい態勢が続くお城で、第一王子の処しよ遇ぐうを決める話し合いが始まるため、その準備で城内は慌ただしくなっていたのだ。

　謎なぞの少女の襲撃の際に気を失っていた兵士たちは無事目を覚まし、特に問題もなく今は仕事に戻っている。大丈夫かな？

　ちなみに拘束された王子様だが、レクシアさんを襲おそったとはいえ、一応王族であり、何よりアーノルド様からすると息子である。

　そのせいってワケでもないだろうが、下手な扱あつかいもできず、兵士さんたちも中々気苦労が多そうだ。

　余談だが、拘束した後、その姿をレクシアさんたちが見に来て、再び王子様が暴れ出すという事態が起こったものの、オーウェンさんや他ほかの兵士さんたちに敵かなわず、そのまま取り押さえられた。

　……それにしても、何で王子様は仮面なんか被かぶってたんだろうか。俺はその仮面の下を確認していないが、レクシアさんやオーウェンさんはその仮面の人物が間ま違ちがいなく王子様だと言っていたわけだが……。

　同じような疑問をルナも抱いだいていたようだったが、結局俺とルナは教えてもらうことができなかった。うーん……気になる。

　そんなことを考えていると、オーウェンさんが俺に視線を向ける。

「すまない、ユウヤ殿。ユウヤ殿も殿下の処遇を決める話し合いに参加していただきたいのだが……」

「え？　確かにお手伝いできることがあればお手伝いしますけど……俺、部外者ですよ？　だ、大丈夫ですか？」

　何ていうか、そんな重大な場にいていいもんだろうか。そもそもアーノルド様からは悪印象しか持たれていないようだし……。

　するとオーウェンさんは頷いた。

「先ほどの襲撃からすぐ新たな襲撃があるとは思わないが、殿下が何か企たくらんでいるかもしれん。いや、殿下や先ほどの少女と繫つながっている闇ギルドが動く可能性もある……」

「……」

　闇ギルドの単語が出ると、ルナは一いつ瞬しゆん眉まゆを動かすが、何も言わないところをみると実際闇ギルドが襲ってくる可能性もあるのだろう。

　それに、確かに少女自身が来なくても、闇ギルドの人間が襲ってくるかもしれないのだ。厄やつ介かいだなぁ。

「そんなわけで、ぜひともユウヤ殿どのにはアーノルド様とレクシア様の護衛として、部屋の中で待機していてもらいたいのだ。もちろん、ナイト殿とアカツキ殿も一緒だ。ナイト殿には何度も助けられていますからな」

「わふ」

「ふご」

　ナイトが頷く横で、特に何もしていないアカツキが何故か自信満々に胸を張って任せておけと言わんばかりに脚あしを上げた。いや、可愛かわいいけどさ。

　でも確かにナイトはルナがレクシアさんに襲い掛かかったときにも気付いたし、今回の黒ずくめの男たちの襲撃にも真っ先にナイトが気付いた。そして何より、あの少女の攻撃に一番最初に気付いたのもナイトだ。確かに外せないだろう。ナイトの索さく敵てき能力と勘かんは俺以上だ。

「そういうことなら……分かりました」

「本当にすまない。本来なら、我が国のことは我々だけで終わらせる必要があるのだが……」

　オーウェンさんはそう言いながら申し訳なさそうにした。

　その横で、レクシアさんはずっと悲しそうな表情を浮かべていた。

「お兄様……」

「レクシアさん？　その……大丈夫ですか？」

「え？　あ……ううん、何でもないわ。大丈夫よ、ユウヤ様」

「……」

　口では大丈夫だと言っているが、レクシアさんの表情は暗いままだ。まあ身内から命を狙ねらわれたんだし、そりゃそうだよな……。

　結局、レクシアさんの表情は晴れないまま、俺たちは準備ができたという謁えつ見けんの間に向かうのだった。




　　　　＊＊＊




　謁見の間に移動すると、すでにアーノルド様が玉座に座っていたが……とても冷たく、無表情だった。

　ただ、その表情は俺に向けられたものではなく、ただただ虚こ空くうを見つめていた。

　そのアーノルド様の隣となりには、何やら偉えらそうな初老の男の人たちが立っており、玉座まで続く道を挟はさむ形で同じように騎き士しとは違う、偉い人っぽっい人たちがたくさん並んでいた。俺の勝手な予想だが、この人たちはこの国の貴族なのだろう。どう見ても兵士や騎士には見えないし……もしそう見せて相手を油断させるのが狙いなら、俺は確実に術中に嵌はまっているだろう。

　すると────。

「────陛下、殿下をお連れしました」

「……」

　兵士の一人が謁見の間に入ってきて、そう告げた。

　だが、アーノルド様は顔色一つ変えることなく、無言のままだ。

　その態度に兵士の一人が困こん惑わくしていると、オーウェンさんが助け船を出す。

「……分かった。とりあえず、ここに通せ」

「は、はい！」

　少ししてから……一人の男性が兵士たちに拘束され、ここに連れてこられた。

「ッ!?」

　そして、俺はその男性を見て、思わず目を見張る。

　ただ驚おどろいたのは俺だけではないようで、ルナも同じように目を見開いていた。

　それに対し、アーノルド様は一瞬眉を動かし、レクシアさんは……とても悲しそうな表情を浮かべた。

　何故なぜなら、王子様の顔は────焼け爛ただれていた。

　目や鼻、口などは分かるものの、顔の皮ひ膚ふは爛れ、服の間から見える腕うでや足などを含ふくめ、全身大おお火傷やけどしているようだった。

　予想外の王子様の姿に俺はただ絶句するばかりだが、レクシアさんやオーウェンさん、そしてアーノルド様は知っていたようで、悲し気な表情を浮かべるばかりだ。

　まさかあの仮面の下に大火傷を負った顔があるとは思わず、俺もルナも言葉が出ない。

　……あの仮面は、この素顔を隠かくすための道具だったのだ。

　兵士に連れられ、アーノルド様の前に引き出された王子様は、その場に跪ひざまずかされる。

　しばらくの間沈ちん黙もくが訪おとずれると、やがてアーノルド様が静かに口を開いた。

「────何か申し開きはあるか？」

「……申し開き？」

　すると王子様はアーノルド様の言葉に不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめると、目を剝むいてアーノルド様に向かって叫さけんだ。

「私の姿を見て、今いま更さら申し開きと申しますか、父上！」

「っ……」

「どうして目を逸そらすんです？　見たらいいじゃないですか。貴方あなたの息子なんですから」

「……」

「お兄様……」

　激しくアーノルド様を睨にらみつける王子様に対し、レクシアさんが小さく呟つぶやくと、その鋭するどい視線をレクシアさんに向けてくる。

「おい、レクシア。何だ、その目は。この俺に対する同情か？　ええ!?」

「っ！」

「誰だれのせいでこうなったと思っている!?　すべて……すべて貴様のせいだ！」

　王子様はすさまじい形相でレクシアさんを睨みつけた。

「お前が……お前が魔ま力りよく暴走を起こし、それに巻き込まれたから俺はこんな姿になったんじゃないか！」

「バカなことを言うな！　お前の傷は確かに治ったはずだ！　後こう遺い症しようも……」

「ああ、確かに治りましたよ。ケガの後遺症もない。傷一つなく、綺き麗れいな体になった。だが、俺の体はレクシアの膨ぼう大だいな魔力を浴びたことで、おかしくなっちまった！　破は壊かいの奔ほん流りゆうに晒さらされたような……そんな感覚が抜ぬけないんだ！　回復術師が言うには、レクシアの魔力が体に入ったことが原因だとよ！　そのせいで、俺は周囲のものを壊こわしたくて仕方なかった。じゃないと自分の正気が保てないから！　でも収まらないんだよ、破壊衝しよう動どうが！　その衝動はいずれ、俺自身へと向けられた。そしてどうだ。俺は自分の体を壊すことで、ようやく破壊衝動を収めることができた。分かるか？　この姿は、俺の手によるものだが、俺のせいじゃない。お前のせいだ、レクシア！　だから……だから、お前さえいなければ……！」

「レイガー……お前は……」

「なんです？　父上。貴方も知ってるでしょう？　俺が苦しんでいたことを！　だが、貴方は助けてくれなかった！」

「違う！　確かにお前があの一件以降、おかしくなったのは知っている。だが、余はどうすることもできなかったのだ！　もはや呪のろいともいえるお前の惨状に、我々は打つ手がなかったのだ」

「その結果が隔かく離りですか！　まあ第一王子が狂くるったなんて情報は外聞が悪いですからねぇ！」

「……レイガー」

「ああ……その視線がまた俺を狂わせる。俺のすべてを奪うばったそいつを庇かばいながら、俺には何の救いもない！」

　王子様────レイガー様はレクシアさんとアーノルド様を睨みながらも……その目からは涙なみだが流れていた。

　……どうやら、このレイガー様が今の姿でいる理由に、大きくレクシアさんが関かかわっているらしい。

　そして、アーノルド様は今のレイガー様のことを隠してしまった。王族として、他国に隙すきを与あたえないように。

「何故……何故このようなことを……！」

　アーノルド様は絞しぼり出すようにそう言うが、レイガー様は睨みつけたままだった。

「何故？　理由は一つしかない。汚けがれた血の流れる妹によって、生き地じ獄ごくを味わった俺は、レクシアを殺したくて仕方なかった……！　レクシアや父上のしたことに比べればましだろう!?　俺は苦しませずに殺そうとしたのだから！」

「っ……」

「お前たちのせいで、俺はこんな姿になった。腕のいい回復術師を呼んだが、俺の破壊衝動はもちろん、この姿を回復させることすらできなかった。分かるか？　お前たちにこの苦しみが！」

「余も、お前を救おうとした！　だが、どうしようもなかった！」

「ああ、そうだな。だから殺してくれと願ったこともあるじゃないか！　こうして苦しむくらいなら、死んだ方がマシだと！」

「それはっ……」

「でもアンタは俺を殺さなかった！　くだらない王族としての責務のために！　生き地獄を味わえと！　それから俺の姿を見たくないと言わんばかりに隔離ときた」

「お前の破壊衝動はとても危険だった！　だからお前を隔離せざるをえなかったのだ！」

「だから、俺を殺せと言ったんだ」

「それ、は……」

「でももう何もかも遅おそいんだよ。俺はレクシアもアンタも憎にくい。だからこその計画だ。俺を殺してくれないなら、俺がお前らを殺してやると！　どうだ、これが俺がアンタたちを殺そうとした理由だよ！　文句があるか!?」

「……レイガー、お前……」

　アーノルド様は後こう悔かいするように目を閉じる。

「……余の選せん択たくが、お前を苦しませたのか……」

「今更の後悔か？　そんなものはいらない。俺はこの傷を癒いやしてほしいだけだ。俺を苦しめた破壊衝動によるこの傷を！　できないんだろう？　ならば殺せ。もう、俺は生きていたくない」

　レイガー様は、それだけ言うと、大人しくその場に腰こしを下ろした。

　だが、アーノルド様もレクシアさんも、そんなレイガー様に何も言葉をかけることができない。

　周囲の貴族たちもまた、気まずそうに視線を逸らすばかりだった。

　……えっと、細かい事情までは分からないが、ひとまず昔にレクシアさんが魔力暴走？とやらを引き起こして、それが今のレイガー様のケガに関係していると。それで、レイガー様のその傷がひとまず問題なんだよな？

　俺はそう思うと、おずおずと手を挙げた。

「あのぉ……」

「貴様は……」

　俺の姿を目にしたアーノルド様は、今いま頃ごろになって俺の存在を認にん識しきしたらしく、少し目を見開いている。ええ……どれだけ興味持たれてなかったんだ、俺……。いや、この話し合いが始まる最初から上の空って感じだったけど。

　すると手を挙げた俺を見て、レクシアさんたちも驚いた様子だったが、アーノルド様はどこか不愉快そうに眉まゆをひそめた。

「……何だ。部外者は口を挟むな」

「あ、その……俺が部外者なのは重々承知してますが、少しやってみたいことがあるんです」

「やってみたいこと……？」

　全員が俺の言葉に首を傾かしげる中、俺はアイテムボックスから【完治草のジュース】を取り出しながら、俺はレイガー様に近づいた。

「な、なんだ!?　ええい、近寄るなあああ！」

「怖こわくないですよー」

「信じられるかッ！　その手に持っているモノは何だ!?」

　俺の行動にレクシアさんたちだけでなく、アーノルド様までもがぽかんとした表情で見ている中、レイガー様は兵士さんに拘こう束そくされた状態から必死に身をよじり、俺から離はなれようとする。そんなに怖がらなくてもいいのに。

　そのままレイガー様の前に来ると、俺は持っている【完治草のジュース】を近づけた。

「何だ……何なんだその液体はああああああ!?」

「はい、ちょっと失礼しますね」

「はっ!?　ユ、ユウヤ殿どの!?」

　顔を背そむけようとするレイガー様の顔を固定し、俺は【完治草のジュース】を飲ませた。

　するといち早く正気に返ったオーウェンさんが慌あわてて俺に声をかけるが、もうすでに俺はレイガー様に【完治草のジュース】を飲ませた後だった。

　レイガー様は最初は拒きよ否ひしようとしていたが、唐とう突とつに俺が口にジュースを突つっ込んだもんだから、吐はき出す間もなくほぼ反射的にジュースを飲み込んでしまった。

　すると────。

『なっ!?』

「なんだ、何が起きている!?」

　レイガー様の大火傷をしている皮膚がみるみる綺麗になっていき、最後にはレイガー様の傷は綺麗に治っていた。

　火傷で顔の作りがまったく分からなかったのに対し、今のレイガー様は王子様という言葉がふさわしい程ほど、とてもカッコよかった。

「れ、レイガー様……その……お顔が……」

　すると兵士の一人が呆ぼう然ぜんとしたまま、レイガー様の体に起きた変化につていて口にする。

「俺の……顔だと……？」

　レイガー様にとって一番触ふれられたくない場所である顔を指し摘てきされ、すさまじい形相を浮うかべたレイガー様は、反射的に顔を触さわり……固まった。

「………………は？」

　何度も何度も自分の顔を触り、その感かん触しよくを確かめると、呆然としたまま首を振ふる。

「あ、あり得ない……そ、そんなはずは……俺の傷は……火傷やけどは、もう二度と治らないって……」

「えっと……正直、俺はよく分からないですけど、その傷が今回の件の原因だと思ったので、勝手ながら治させていただきました。……まずかったですかね？」

『はああああああああああ!?』

　俺の発言に、再び周囲の人は大声をあげ、アーノルド様が玉座から立ち上がり、そのまま俺に詰つめ寄った。

「貴様……！　一体何をした!?　どうして息子の……レイガーの顔が……！」

「ど、どうって……説明した通り、ひとまずレイガー様が今回の騒そう動どうを起こそうと思った原因の一つを取り除こうかと思いまして……手持ちにちょうどいい回復薬があったのでそれを使ったんです」

「ちょうどいい回復薬ぅ!?」

　アーノルド様は俺の言葉が理解できないと言わんばかりに目を見開いた。

「あり得ん。あり得んぞ！　レイガーの傷は誰が見ても治せるものではなかった。最高位の回復術師でもだ！　それを……それをお前は回復魔ま法ほうなどではなく、回復薬で治しただと!?　そんな回復薬は伝説級の代しろ物ものだ！　一体何を使った!?　それとも禁きん忌きを犯おかしたアイテムを使ったのではあるまいな!?」

「い、いえ！　そんなことないです！　俺は【完治草】を使った────」

「か、【完治草】だとぉぉおおお!?」

　アーノルド様の興奮は収まることなく、さらに驚きよう愕がくの声を上げた。

　それはアーノルド様だけでなく、ジュースを飲んだレイガー様も同じで、気の抜けた顔をしている。

「お、おい……今、完治草って言わなかったか？」

「き、気のせいだろう？」

「そうだ、別の何かだろう。完治草なんておとぎ話の中のものじゃないか」

「それよりも、一体何者なのだ？　あの男は……」

　俺の言葉が信じられないのか、周囲の人たちも、ざわめきだす。

「あ、あり得ぬ……【完治草】は、もはや伝説の薬草……」

「えっと……もう一本あるんで、鑑かん定ていしてみます？」

「もう一本んんんんん!?」

　まだ用意している【完治草のジュース】を取り出し、アーノルド様に渡わたすと、アーノルド様は手を震ふるわせながらそれを受け取り、兵士の一人に渡した。

　しばらくするとその兵士が鑑定を終えたようで、青い顔で受け取った時と同じようにアーノルド様に手を震わせながら渡す。

「へ、陛下……こ、ここ、これは……ほ、本物……です……」

『…………………………』

　謁えつ見けんの間に、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　……そういえば、完治草の説明に『伝説級に見つからない』って書いてあったな。てっきりそれだけ見つけにくいだけで、実際に伝説級だとは思わなかった。

　兵士さんの回答に同じように顔を真っ青にしたアーノルド様は、呆然としながら俺にジュースを返してくれた。

「お、俺に……そんな国宝級のものを飲ませてくれたのか……」

　すると、何故なぜかレイガー様も顔を青くし、そんなことを呟つぶやく。あ、あれ？　この人、火傷を治したかった……んだよね？　俺のいらないお節せつ介かいじゃないよね？

　そんな不安を抱かかえる俺をよそに、アーノルド様は青い顔のまま、オーウェンさんに視線を向けた。

「お、オーウェン……お前はこのことを、知っていたのか……？」

「い、いえ……私も、初めて知りました……」

「あれ？　言ってませんでしたっけ？」

「……ユウヤ。そんなぶっ飛んだ話が出れば、その時点でこの反応をされているはずだぞ……」

　俺の言葉に何故か呆あきれ気味のルナ。そ、そうなのか？　確かに飲むだけで死人以外、どんな傷も治しちゃうんだからすごいよね。

「まあでも、ルナと出会った時にも飲ませてるんだけどな……」

「あ、あの回復薬も【完治草】だったのか!?」

　ルナは自分がレイガー様と同じモノを飲んでいたことに今気づき、よろめいた。

「る、ルナ!?　しっかりしなさい！」

「……私にも、そんな貴重なモノを飲ませてくれたのか……」

「もう！　ユウヤ様が規格外なのは今いま更さらじゃない！　それに、そのおかげで助かったんでしょ!?」

「……そうだな。ユウヤがメチャクチャなおかげで、助かったんだ」

「おや？　これ、遠回しに貶けなされていたりしません？」

　そんな非常識みたいな言い方しなくてもいいと思うんだけどなぁ。傷が完かん璧ぺきに治るんだし、とても便利だ。

　すると、アーノルド様は少し落ち着いたようで、俺に対する態度を軟なん化かさせた状態で訊きいてきた。

「貴様は……いや、ユウヤ殿は、そんな貴重なモノを余の息子のために使ってくれたのか……？」

「貴重というか……家の庭にたくさん生えてるので……」

『庭に生えてるぅぅぅぅううううう!?』

「ダメだ。余にはユウヤ殿の言ってることが理解できん」

　再び驚愕の声が広がる中、アーノルド様は燃え尽つきたように力なく笑った。

「えっと……とりあえず、レイガー様の傷は治ったと思うんですが……どうでしょう？」

「ど、どうだと？」

「はい。詳くわしい事情は分かりませんが、レイガー様の傷にレクシアさんが関係しているとして、それが原因でレクシアさんを傷つけようとしたのなら、ひとまずその傷がなくなれば少しは気持ちが軽くなるかと思ったんですが……」

　虐いじめられていたから分かるが、外傷が治ったとはいえ、今まで避さけられ、皆みんなから奇き異いの視線を向けられてきたレイガー様の心の傷までも癒いえたとは思わない。

　しかも、その奇異の視線の理由が、ケガでも病気でもなく、規格外の魔力が体に入ったことによる破は壊かい衝しよう動どうであり、その結果の自傷っていうんだから、どうすることもできなかった。

　それでも、その自分で傷つけてしまった外傷だけでも癒いやすことで、その心が少しでも軽くなればいいと思ったんだ。

「な、何故だ……訳が分からない……何故こんな国宝級のアイテムが……！」

　混乱しているレイガー様は、未いまだに自分の姿が信じられないのか、顔をずっと触っている。まあいきなり傷が治ればそうなるよなぁ。

　でも、これでレイガー様の問題はひとまず解決したはずだ。

「どうですか？」

「……」

　俺の問いに、レイガー様はゆっくり顔から手を下ろすと、下を向いた。

「……確かに、貴様の言う通り、傷は癒えた。だが、もう遅おそいのだ。俺は……取り返しのつかないことをした。破壊衝動もなくなり、傷も癒えたが、それに変わりはない。だから、遅いんだ」

「レイガー……」

「お兄様……」

　アーノルド様とレクシアさんは、自じ嘲ちよう気味に笑うレイガー様を見て、悔くやしそうな表情を浮かべた。

　だが、そこでレクシアさんは何かに気付いたような表情を浮かべた。

「お父様」

「ん？　レクシア……？」

「教えてください。お兄様の一番の罪は何なんでしょう？」

「それは……もちろん、お前を狙ねらったことだが……」

「では、私はそのことを許します」

「なっ!?」

　レクシアさんの発言に、周囲にいた大人たちだけでなく、アーノルド様とレイガー様も驚おどろいていた。

　だが、当の本人であるレクシアさんは毅き然ぜんとした態度で告げる。

「お兄様の罪が私を狙ったことだというのであれば、私はそれを許します。それでお兄様の罪はなくなるでしょう？」

「だが……」

「そんな簡単な話じゃないんだぞ、レクシア！　俺はお前を……」

「いいえ、簡単な話です」

　きっぱりと言い切るレクシアさんは、周囲を見み渡わたしながらハッキリ告げた。

「この場では私が被ひ害がい者しやです。ならば、私の意見が通ってもいいでしょう？」

「しかし……レイガーは闇やみギルドと……」

「あら、それなら私の護衛のルナも元闇ギルドの一人よ？」

「それはお前が無理やり……」

「それに！　第一、今まで闇ギルドの存在を放置してきた私たちも同罪じゃなくて？　それに、お兄様が私を殺そうと思った理由……それも結局、私や皆がそうさせるだけの環かん境きようを作ったからでしょう？」

「う……そう、かもしれんが……」

「あーもう！　グダグダうるさいわね！　私が許すって言ってるんだからもういいの！　いい!?　お父様！」

「は、はい！」

　レクシアさんの迫はく力りよくに気け圧おされ、アーノルド様は背筋を伸のばして返事をした。……あれ？　この国のトップってアーノルド様だよね？

　だが、やはり他ほかの偉えらい人たちからするとそう簡単に許せるようなことでもないため、慌あわててレクシアさんに声をかける。

「ひ、姫ひめ様！　それはなりません！　ここで殿でん下かを許してしまえば、他の罪人にも特例を許してしまうことになります！　それに、殿下はすでに闇ギルドと────」

「あら、特例なら許せばいいじゃない。だってそれは情状酌しやく量りようの余地があるってことでしょう？　そうじゃないならそもそも特例なんてないはずよ。それに、闇ギルドと関かかわることがダメって言うのなら、私も死し刑けいね」

「……おい、レクシア。雇やとわれの身でこう言うのもあれだが、そんな堂々と私の前で言うな」

　ルナが重い溜ため息いきを吐つきながらも、どこか面おも白しろそうに笑う。

「い、いや、しかしだな……レクシアも襲おそわれたが、余も襲われたワケで……」

「そんなの、お父様が悪いんじゃない。私が襲われたのも、私が悪いワケ。いい？」

「うっ……」

「い・い・わ・ね？」

「…………はい」

　アーノルド様、もしかして立場弱い？　いや、この場合レクシアさんが強ごう引いんなだけかな……？

　そんなやり取りをレイガー様は呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「れ、レクシア……」

「お兄様も、これでいいわね？」

「いいって……俺はお前を……」

「それはもう言いっこなしよ？　それに……私は、お兄様ともう一度仲良くなりたいわ」

「レクシア……」

　レイガー様はレクシアさんの言葉に、静かに泣くのだった。
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「────レイガー。お前の領地を没ぼつ収しゆうすることで、此こ度たびの件は不問に付す」

「……はっ！」

　レクシアさんの熱弁によって、レイガー様は死刑を免まぬかれたが、それでも王族……それも現国王を襲しゆう撃げきした罪というものはそう簡単に消えず、その結果、レイガー様が所有していたという領地が没収されることになった。

　レイガー様に与あたえられていた領地だが、元々領民もおらず、いわゆる別べつ荘そうといった扱あつかいだったため、レイガー様にとっては没収されたとしてもそれほど痛手にならない。

　……ていうか、別荘を建てるのにその領地ごと与えてたってかなり剛ごう毅きだな。

　こうしてレイガー様の処しよ遇ぐうが決定したのち、周囲の貴族っぽい人たちは退出していったが、謁えつ見けんの間には俺やナイトたち、それにレクシアさんとルナ、オーウェンさん、そしてレイガー様が残された。

　この謁見の間に俺まで残されたのでまだ何か問題があるのかと不安に思っていると、アーノルド様が真しん剣けんな表情で俺に告げる。

「ユウヤ殿どの。今回は……そなたのおかげで助かった。本当に、ありがとう……！」

　そしてアーノルド様は何のためらいもなく、俺に対して頭を下げた。……って!?

「い、いや！　頭を上げてください！　運よく俺が役に立っただけで……！」

「そんなことはない。余はそなたを邪じや険けんに扱ったというのに……ユウヤ殿は我々のために最善を尽くしてくれた。本当に感謝している」

「俺からも礼を言わせてくれ。もう二度と、癒えることがないと思っていた傷が治ったのだ……本当にありがとう」

　レイガー様も真剣な表情で感謝の言葉を口にする。え、えっと……。

「その……お役に立てたのなら、よかったです」

「役に立ったどころじゃないわ！　ユウヤ様のおかげで、私はお兄様と少し近づくことができたわ」

「う、うん……」

「……もうその辺にしてやれ。ユウヤのヤツ、照れとか戸と惑まどいでどうしたらいいか分からなくなってるぞ」

　レクシアさんからも感謝されてしまい、本格的にどうしたらいいか分からずに困こん惑わくしていると、ルナが俺の心情を的確に告げてくれた。本当にその通りです。

　ルナのおかげで何とか頭を上げてくれ、俺はひとまずホッとした。

　すると、アーノルド様が俺を見てくる。

「さて……此度の件でユウヤ殿には褒ほう賞しようを与えねばならんのだが……」

「えっ、そんな！　褒美が欲ほしくてやったワケではないので大だい丈じよう夫ぶですよ……！」

　本当に、たまたま俺が手助けできる範はん囲いだったから助けられたわけで、見返りが欲しくてやったわけではないのだ。

　だが、そんな俺にオーウェンさんは苦笑いする。

「ユウヤ殿……そういうワケにはいかんのです」

「え？」

「ユウヤ殿のおかげで殿下の傷が治ったことや、殿下の放った刺し客かくを捕とらえたのがユウヤ殿であることも、もうすでにあの場にいた貴族たちは知っております。そのため、ユウヤ殿に褒美を与えないとなりますと、あの場にいた貴族たちは国にどんなに尽つくしても褒美が貰もらえないと思ってしまいます」

「え!?」

　そうやってこの国の事情を出されてしまうと俺の意思を告げにくい……。俺個人としては、本当に褒美なんていらないし、たまたま助けることができただけなんだけどなぁ。

「……分かりました」

「うむ、褒美を受け取ってくれるか。さて、何を与えようか……」

「はい、はい！　私なんてどうでしょう!?」

「「却きやつ下か」」

「何でよー!?」

　いきなり手を挙げたレクシアさんがとんでもないことを口にしたが、間かん髪はつ容いれずにアーノルド様とルナに止められた。

「私と結けつ婚こんよ？　十分褒美になるんじゃないかしら!?」

「お前との結婚が褒美？　冗じよう談だんだろう？」

「ちょっと、ルナ!?　それどういう意味よ!?」

　ルナの言葉にレクシアさんが不満げに突つっかかると、ルナは鼻で笑った。

「そのままの意味だ。お前と結婚するということは、つまり王族に入ることになる」

「そうよ。いいじゃない」

「果たしてそうか？　どうだ？　ユウヤ」

「うぇっ？　え、あ、その……王族は勘かん弁べんしてもらいたいなぁと……」

「何でよおおおおお！」

　俺の返答にレクシアさんが頭を抱かかえるが……許してください。女の子とのお付き合いもしたことないのに、いきなり結婚って言われても分からないし、何より小市民の俺が王族とか耐たえられる気がしない。主おもに精神的に。

　すると俺の返答に頷うなずいていたオーウェンさんも何やら補ほ足そくしてくれる。

「うむ。それに、ユウヤ殿は異国の貴族または王族です。そう簡単に他国の者と結婚は難しいでしょう」

　あれ？　俺、貴族とかじゃないって言ってるのに、まだ勘かん違ちがいされてる？　アーノルド様とレイガー様も何でそこで「ああ、なるほど」って感じで頷いてるんですかね？

「うぅ……で、でも、結婚と言っても私が嫁とつぐわけだし、ユウヤ様の国や立場にはそれほど影えい響きようを与えないと思うのだけど？」

「なるほどな。ならば、お前と結婚するメリットは？」

「へ？」

「料理、洗せん濯たく、掃そう除じ……家事全ぜん般ぱんができるのか？」

「そ、そんなの、メイドにやらせればいいじゃない」

「なるほど。やはりダメだな」

「何でよおおおおお！」

　レイガー様の処遇を決めるときはあんなにカッコよくて、威い厳げん的だったのに、今のレクシアさんは完全に皆みんなから弄もてあそばれていた。

　叫さけぶレクシアさんをよそに、ルナはアーノルド様に視線を向ける。

「というわけで、私がユウヤの嫁よめになることで今回の褒美としたらどうだろうか」

「は!?」

「ちょ、ちょっと、ルナ!?　ダメよ、ダメ！　ダメなんだからああああ！」

　あまりにも予想外の言葉に固まっていると、ルナはレクシアさんに勝ち誇ほこった様子で告げる。

「私はレクシアと違い、孤こ児じで身分がない。だからこの国に関係なく結婚することができる。それに、私は家事も得意だ。どこからどう見ても私の方がユウヤの嫁に相応ふさわしかろう？」

「そ、それじゃあ私の護衛はどうするのよー!?」

「今までお世話になりました」

「許すわけないでしょおおおおおおお！」

　いや、そうだと思いますよ、ルナ。そもそも何で褒美の話で結婚が出てくるんだ？　もちろん、嬉うれしいけど……そういうのはもっとじっくり時間をかけてからというか……っていうか、そもそも何で俺なんかを？　レクシアさんに至ってはもっといい身分の人とかいるだろうし……ルナだって綺き麗れいだから、俺なんかよりいい人絶対見つけられると思うんだが……。

　そんなことを考えていると、いつの間にかレクシアさんとルナの二人から半眼を向けられていた。

「……ルナ、どうしてかしら。今、ユウヤ様がすごく的外れなことを考えているように思えたのだけど……」

「……奇き遇ぐうだな。私もそう感じたところだ」

　え、俺の考えが読まれてる……!?

　理由は分からないが、ルナとレクシアさんの二人は俺のことを疑わしそうに見てきた。お、おかしい……口には出してないのに……。

　アーノルド様たちの前だというのにそんなやり取りをしていると、レイガー様がゆっくりと手を挙げた。

「あー……その、父上」

「ん？　なんだ？」

「褒美の件ですが……」

「む？」

　レイガー様の言葉にアーノルド様が片方の眉まゆを上げると、レイガー様は立ち上がり、アーノルド様の耳元で囁ささやく。

「今回没収された俺の館やかたと土地を、そのまま譲ゆずり渡わたすのはどうだろうか？」

「何？」

「……ユウヤ殿の力や持っているアイテム、あれらはとても貴重です。ここで他国に行かれるよりは、この地で過ごしてもらった方が得でしょう？」

「そうだな……」

「だからこそ、俺の持っていた土地を渡せば、少なくともこの国との繫つながりは強くなるかと……」

「うむ……その案はいいが、少し弱くないか？」

「では、爵しやく位いを叙じよするのはどうでしょう？　此度の働きは確実に叙爵もののはずです」

「それはそうだが……他ほかの貴族どもがうるさかろう。それに、ユウヤ殿は異国の貴族であるのだぞ」

「いえ、称しよう号ごう的な意味合いの強い『騎き士し爵』ならば、その問題も大丈夫でしょう。他の貴族と違い、国からの給金が発生することはありませんが、一応この国では貴族扱いになりますし……」

「ふむ……」

　耳元での会話なので話している内容は聞こえないが、アーノルド様は真剣な表情で何度も頷いている。

　そして────。

「うむ。褒美の件だが、此こ度たびの件で没ぼつ収しゆうした、レイガーの土地をユウヤ殿に譲じよう渡としよう」

「へ!?」

「それに伴ともない、ユウヤ殿には我が国の『騎士爵』の位を授さずけようと思う」

「はい!?」

　予想外の言葉に俺だけでなく、レクシアさんとルナも驚おどろくが、何故なぜかオーウェンさんだけは納なつ得とくといった様子で頷いていた。

　えっと……と、土地をくれるってこと？　え？　それに爵位!?

　驚きでまだ完全に理解できていない俺をよそに、アーノルド様はどんどん話を進めていく。

「レイガーの持っていた土地は国民も住んでおらん、完全な別べつ荘そう地ちだ。だからこそ、ユウヤ殿どのに贈おくるのにちょうどいいと思ってな」

「は、はあ……し、しかし、土地をもらってもどうすればいいか……」

「ユウヤ殿。心配するな。元俺の土地だが、ちゃんと俺の館もあるし、何より目の前に海があるのだ。父上の言う通り、別荘の一つができたとでも思ってくれればそれでいいだろう」

「はあ……い、いや、土地の件もですが、騎士爵とは一体……」

「ああ、土地だけではユウヤ殿の褒美としては少なすぎると思ってな。そこで叙爵することにしたのだ。ただ、安心してくれ。今回ユウヤ殿に授ける爵位は『騎士爵』。我が国の『騎士爵』はこのアルセリア王国に大きな貢こう献けんをした者に与あたえられる名めい誉よある称号だ。だが、貴族といっても義務が生じるわけではないので、ユウヤ殿でも問題ないはずだ」

　どうやら、俺は別荘と爵位を手に入れたようだ。いやいや、マジか？

　いきなり別荘やら爵位やらと言われても実感が薄うすいが、レクシアさんたちと結婚と言われるよりは、困ることはない。ていうか、本格的に地球で何かがあったら、この国に住むことができるようになったな……いや、何か起こしたりするつもりはないけどね？

　それより、俺に何かしらの義務とかは発生しないようだが、この国の貴族となるみたいだ。

「第一王子のレイガーを救うということは、それだけ重大なことなのだ。よって、土地と爵位を受け取ってほしい」

「そ、そういうことでしたら……」

　もうそこまで言われちゃうと、俺としても何も言えないよね。

「むぅ……まあ、そういう結果なら……」

「仕方ないが、一番妥だ当とうだろう」

「……そうね。それに、お兄様の土地って、確かすごい綺麗な場所だったし……ある意味、これは……」

　レクシアさんたちもどこか不満げだが、一応納得したようだ。……あれ？　俺へのご褒ほう美びの話だよね？　何で二人が不満げなの？　そしてレクシアさん、また何か考えてません？　大だい丈じよう夫ぶ？

　そんな二人にアーノルド様も頭が痛いと言わんばかりに頭を抱えると、気を取り直して俺に視線を向ける。

「さて、早さつ速そくその土地を案内しようかと思うのだが……そういえば、ユウヤ殿の時間は大丈夫なのか？」

「え？　あ、そうですね……その土地が遠くなのでしたら、今回は厳しいんですが……」

「え!?　ユウヤ様、もしかしてもう帰っちゃうの!?」

「ま、まあ。元々、そんなに長い間滞たい在ざいできないわけで……」

「ええー！」

　あからさまにガッカリするレクシアさん。そこまで俺と一いつ緒しよにいるのが楽しいと感じてくれるのは本当に嬉しいが、こればかりはな。休み明けからは普ふ通つうに学校だし。

「というわけで、すみません」

「うむ。それならば仕方なかろう。また時間ができた時にでも王城に来てもらえれば、案内しよう。それまではちゃんとこちらで管理しておくので、安心するといい」

「ありがとうございます」

「ユウヤ様！　今日は泊とまっていくわよね!?」

「え？　まあ……そうですね。どこか宿がとれれば……」

「ならここに泊まっていきましょう！　無む駄だに広くてどうせ部屋なんかたくさん余ってるんだし！」

「……レクシア。たとえ事実だとしても、そんな言い方はないだろう……我々王族にとっては必要な威厳なのだぞ……」

「あっそ。私は興味ないわ。その威厳でお金が増えるわけでも、貧しい人が減るわけでもないし」

　どこまでも割り切った考え方のレクシアさんに驚おどろいていると、アーノルド様は深い溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……こうなると、ユウヤ殿にレクシアを嫁がせる方がよかった気がしてきた……」

「え、今すぐそっちにする!?」

「いや、変へん更こうはせぬ。ユウヤ殿。レクシアの言う通り、今日はこの城に泊まっていかれよ。我々が責任をもって、もてなさせていただこう」

「は、はあ……」

　────こうして俺やナイトたちは、アーノルド様たちのご厚意によって、お城に泊まることになったのだった。
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「なんていうか、先日はすごい疲つかれたなぁ……」

「わふ？」

「ふご～」

　お城に泊めてもらった後、俺の家について来るというレクシアさんたちを宥なだめ、何とか無事に地球の家まで帰ってきたわけだが……お城にいるときからあまり心が休まる時間がなかった。

　まず食事がやたら豪ごう華かだったのでテーブルマナーなど全く分からない俺からすれば常に緊きん張ちようしっぱなしだったし、王城にあるお風ふ呂ろに入ろうとすればメイドさんたちが何故か俺の体を洗おうと一緒に入ってきて、それを阻そ止しするのも疲れたし……。

　この一日だけで、俺は王族って本当に大変なんだなぁと思うと同時に、俺には無理だと思った。

「それに、寝ねるときはレクシアさんとルナが押しかけてきて、それを押しとどめるのも疲れたなぁ……」

　その日は何とかレクシアさんとルナを阻止し、無事に布団ふとんに入ることができたわけだが……うん。精神的疲ひ労ろうですぐに寝たいのに、まだ何かあるんじゃないかという疑ぎ心しん暗あん鬼きからしっかり寝られないという状じよう況きように陥おちいり、朝少し辛つらかった。

　それからまたテーブルマナーの必要な朝食を切り抜ぬけ、無事に地球の家まで帰ってくることができたのだ。

　いやぁ……やっぱり家で寝るのが一番だね。もうぐっすりだった。

　そんなことを考えていると、帰る前のレクシアさんの発言をふと思い出した。

「ユウヤ様！　今回はユウヤ様が来てくれたし、今度はユウヤ様の家にお邪じや魔まするわね！」

「え？」

「バカか。お前はユウヤの家に行くのがどれほど大変なのか分からないのか？」

「あら、じゃあルナはユウヤ様に会いたくないのね？」

「そ、そうは言ってないだろ！」

「いいじゃない。ルナとオーウェンの特訓にもなるし！」

「特訓で済むような環かん境きようじゃないからな!?」

　こんな感じでレクシアさんがまた俺の家に来ると言っていたが……大丈夫なんだろうか。ルナは俺と少しだけ修しゆ行ぎようしていたこともあるが、オーウェンさんを含ふくめた兵士の皆みなさんにはキツいんじゃないか……？　というより、そう簡単に王女様がこんな危険地帯に来ていいの？　……まあ来たらちゃんとおもてなしするけどさ。

　それはともかく、今日からまた学校が始まるわけで、気持ちを切り替かえないとな。

「それじゃあナイト、アカツキ。行ってくるね」

「ワン！」

「ブヒ！」

　俺は二人に挨あい拶さつをして、そのまま家を出たのだった。
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「もう定期試験間近だが、ちゃんと勉強してるかー？」

「ぎゃああああ！　テストのことは言わないでええええ！」

「と、と当然じゃあないか！　この【対策の貴公子】に死角はないとも！　……なければいいなっ！」

　帰りのホームルームで沢さわ田だ先生からテストの話が出ると、楓かえでと晶あきらは分かりやすいくらい反応していた。し、してないのか、あの二人は……。

　これから本格的にテスト期間に入るので、部活をやってる人は部活が休みになり、放課後の遊ぶ時間も減っていくし。楓たちもそろそろ勉強しないとキツいと思うんだけどな……。

　そんな風に二人を見ていると、慎しん吾ご君と亮りようも呆あきれた視線を二人に向けつつ、近づいてきた。

「晶たち、普段から勉強してれば焦あせんなくていいのにな……」

「あ、あははは……か、楓さんも晶君も、勉強苦手だもんね……」

「みたいだね……そういう慎吾君と亮は勉強大丈夫そう？」

「まあ大丈夫じゃないか？　テスト勉強はちゃんとしてるしな」

「ぼ、僕も大丈夫だよ。普段の復習に加えて、テスト勉強してるから」

　何となく周囲を見み渡わたすが、他ほかに騒さわいでいる人もいないし、本当に楓と晶くらいしかテスト勉強してなくてヤバい人いないんだなと思った。

　そして亮たちもこれから家に帰ってテスト勉強をするということだが、今日は用事があるようで先に帰っていった。

「この学校に来て初めてのテストだけど……どうなるかなぁ……」

　ちゃんと予習復習はやっているが、それでも不安だ。特に数学や物理が苦手で、中々難しい。レベルアップしたところで頭が急によくなるわけじゃないしね。ただ、思考速度は完全に上がっているので、昔より圧あつ倒とう的に考える力がついたとは思う。

　定期試験のことで頭を悩なやませながら帰っていると、不意に声をかけられた。

「あれ？　優ゆう夜やさん？」

「え？　あ、佳か織おり！」

　声をかけてきたのは、俺の通う学校の理事長の娘むすめである、佳織だった。

　佳織は少し駆かけ足あしで俺の下もとに来ると、不思議そうに首を傾かしげる。

「今日はお一人ですか？」

「まあね。亮たちはそれぞれ用事があるらしくってさ」

「なるほど……」

　そんなやり取りの後、自然と俺たちは並んで歩き始めた。

　それからはお互たがいに他愛たわいのない話をしていたが、やがて話題は今度の定期試験についてになった。

「────それで今度の定期試験なんだけど、数学とかが苦手なんだよね」

「へぇ……優夜さんでも苦手なモノがあるんですね？」

「え？　そ、そんなに苦手なモノがなさそうに見える？」

「そうですね。大体何でもできちゃうイメージでした」

「マジか……」

　佳織の俺に対する印象を聞き、俺は少し愕がく然ぜんとした。そんな風に思われてたのか。

　でも俺は佳織が思うほど何でもできるわけじゃないし、勉強しなくてもテストでいい点がとれるほど頭もよくない。

「私は英語や古典などが苦手で……」

「そうなの？」

　それこそ意外だった。勝手に佳織は勉強関係は完かん璧ぺきそうだと思っていたのだ。……そう考えると、お互い様だな。

　そんなことを考えていると、佳織が何やら気付いた様子で、急に隣となりでソワソワし始める。

「ん？　どうしたの？」

「へっ!?　いえ、その……」

　ますます挙動不ふ審しんになる佳織に、俺が首を捻ひねると、佳織はやがて何やら決心した様子で俺を見た。

「ゆ、優夜さん！」

「は、はい!?」

「────一緒にテスト勉強しませんか!?」

「え？」

　あまりにも真しん剣けんな表情だったため、何を言うかと思ったら……。

「えっと……テスト勉強？」

「そうです！　私、数学は得意ですから、優夜さんに教えることもできると思います！」

「そ、それは有あり難がたいし、俺も英語や古典なら教えることもできると思うけど……」

「じゃあなおさら一いつ緒しよに勉強しませんか!?」

「お、おう」

　佳織はどんどん俺に迫せまり、最終的には真下から俺を見上げる形でそう言ってきたのだが……その、あまりにも近づきすぎて、む、胸がもろ真正面から当たっているんですが……！

「か、佳織さん……その、近すぎるといいますか……」

「え？　……ああああ！　ご、ごめんなさい！」

　佳織は顔を真っ赤にして離はなれると、こちらを窺うかがうように見てくる。

「それで……その……どうでしょう？」

「えっと……じゃあ、お願いします」

　せっかくなので、俺が頭を下げると、佳織は顔を輝かがやかせた。

「よ、よかった！　それで、その……優夜さんのお家うちで勉強してもいいですか……？」

「へ？」

　そして、佳織の口から出た言葉に固まる。

「俺の……家、ですか……？」

「はい。ダメ……ですか？」

「い、いや！　大だい丈じよう夫ぶ！」

　てっきり図書館とかでだと思っていたが、俺の家か……。

　正直、見られたら困るモノは異世界への扉とびらくらいだし……まあ大丈夫だろう。

「それじゃあ早さつ速そく、明日から一緒に勉強しましょうね！」

　────最終的に俺の家で勉強することが決定し、この日は解散するのだった。
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「────あ、そこはこの公式を使うんですよ」

「な、なるほど……」

　次の日。

　約束していた通り、佳織は俺の家にやって来ると、そのままテスト勉強を始めた。

　そして佳織自身が言っていたように、古典や英語は苦手なようだったが、数学は俺にとても分かりやすい形で教えてくれるので、とても勉強になる。これなら今回のテストは安心かな。

「さすが佳織……俺、数学とか苦手だったから本当に助かるよ」

「い、いえ！　私の方こそ……それに、優夜さんは古典と英語がすごいじゃないですか！」

「ま、まあね」

　すみません、スキル【言語理解】のおかげなんです……。

「わふ？」
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「ふご」

　思わずそう考えていると、そんな俺の様子にアカツキとナイトも首を傾げていた。そうだ、彼らの言葉が何となく分かるのもこのスキルのおかげだろうしね。

　──こんな感じで俺たちは互いの苦手分野を教え合いつつ、勉強を進めていた。

　異世界の方でレクシアさんたちを招き入れたとはいえ、こっちの現実世界では初めて女の子を招き入れるというだけあり、少し緊きん張ちようしていたのだが、ナイトやアカツキのおかげでそれは次し第だいに薄うすれていった。

　勉強を始めてだいぶ時間が経たったため、少し休きゆう憩けいすることにすると、佳織は伸のびをしながら近くにいたナイトを撫なでる。

「うーん……それにしても……ナイトさんは知っていましたが、アカツキさんという家族も増えていたんですね」

「そうだね。つい最近、家族になったばかりだからさ」

「なるほど……改めて、よろしくお願いしますね、アカツキさん」

「フゴ～」

　アカツキは撫でられながら片かた脚あしを上げ、気軽に挨拶をした。

「あ、すみません……お手洗いを借りてもいいでしょうか？」

「え？　あ、どうぞ」

　佳織が少し恥はずかしそうにそう訊きいてきたため許可すると、佳織はそのまま部屋を出ていく。

　今俺たちがいる部屋は畳たたみの客間で、普ふ段だんは使用しないのだが、こうした時にはとても便利だ。というより、この家がそこそこ広いので、俺の生活スペース以上に部屋が残っている。

　佳織が戻もどってくるのを三人で待っていると、俺はあることに気付いた。

「あ。そういえば、佳織にトイレの場所教えてない！」

　俺は慌あわてて部屋を出て佳織を追いかけると、ふと【異世界への扉】がある場所に目がいった。

　というのも、扉は壁かべを壊こわした先にあったわけで、壁自体は修復してないし、初めて見る人はもしかしたら入ってしまうかもしれない。

　まさかと思いながら中に入ると────。

「あの……優夜さん？　これは……？」

　────【異世界への扉】を前に、呆ぼう然ぜんとしている佳織が立っていた。

　しかも佳織はその扉を開けているため、向こうの世界……つまり、異世界の部屋の景色が見える。

「あ……えっと……その……」

　まさか異世界に続く扉を佳織が見つけるとは思っていなかった俺は、咄とつ嗟さに言葉を返すことができなかった。

　すると、佳織はすぐにハッとした様子で申し訳なさそうな表情を浮うかべる。

「あ！　その……すみません。お手洗いの場所が分からず、たまたまこの部屋を見つけたのですが……何かに呼ばれている気がして、そしたら扉が……」

「えっと……」

　部屋に入ったこと自体は問題ないのだが、佳織がそこに置いてあった【異世界への扉】を開けていることが問題だった。

　ただ、【異世界への扉】の効果で、勝手にその向こうへと行くことができないわけだが、それはつまり、扉は開いているのに向こうに行けないという普通じゃ有り得ない体験をすることになる。

　色々考えて何て言おうか迷った末……俺は正直に話すことにした。

　そもそもやましいことじゃないっていうのも一つの理由だが、それ以上に、この状じよう況きようで噓うそを吐ついたりするほうが難しいと思ったのだ。

　俺は少し躊躇ためらいながらも、佳織に本当のことを言う。

「その……信じられないかもしれないけど、その扉は……別の世界に繫つながってるんだ」

「べ、別の世界……ですか？」

「ほら……」

　俺はその扉を潜くぐってみせると、佳織はさらに目を見開く。

「私も扉を開けて、見えた景色に驚おどろいて……つい部屋に入ってみようとしたら入れなかったのに……」

「ごめん。この扉は、俺が認めた人だけ通れるみたいなんだ」

「な、なるほど……」

　佳織は呆然としながら、何とか言葉を絞しぼり出した。

「えっと……別の世界って言いましたが、それはどういう意味ですか……？」

「そのままの意味だよ。地球とは、別の世界」

「地球と別？」

「うん。例えば、向こうの世界には魔ま法ほうがあって、俺はそれを使えるようになったんだ」

「魔法？」

　未いまだに目の前の光景に驚いている佳織の目の前で、俺は掌てのひらに水の塊かたまりを生み出した。

「へ？」

「こんな感じでさ。地球じゃ有り得ないことができるんだ」

「そ、それ……本物、ですか……？」

「触さわってみる？」

「は、はい……」

　佳織は俺が差し出した水の塊に恐おそる恐る触ふれると、何度目か分からない驚きの表情を浮かべる。

「ほ、本当に水だ……」

「こんな感じで、俺は魔法も含ふくめて色々地球じゃ有り得ないような力を手に入れたんだ。この力のおかげで、学校に不良たちがやって来た時や、百貨店で火事が起きた時に、佳織たちを助けることができたんだ」

「……」

　佳織からすると信じられないことの連続で、目が点になっていたが、やがて何かを思い出したようで、少し頰ほおを染めながら恥ずかしそうに訊きいてきた。

「その……すみません。色々訊きたいんですが……先に、お手洗いの場所を教えてもらえますか……？」

「あ」

　俺はすぐに佳織をトイレまで案内するのだった。
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「すごい……本当に地球とは違ちがうんですね……」

　トイレから帰ってきた佳織が、そのまますぐに異世界に行きたいと言ったため、一緒に異世界の扉を潜った。

　その際、ナイトたちも付いて来て、一緒に異世界の家で寛くつろいでいる。

「────では、ナイトさんとアカツキさんもこの世界の子なんですね？」

「うん。ナイトは【ブラック・フェンリル】っていう狼おおかみだし、アカツキは……【孟もう槐じゆ】？　っていう種類の豚ぶた……だと思う」

「わふ」

「フゴ？　フゴフゴ！」

　ナイトは一つ頷うなずいたが、アカツキは俺がよく分かっていないことにご立腹なようで、その小さい脚あしで床ゆかをテシテシと叩たたいた。ご、ごめんな。でも孟槐なんて聞いたこともないし、何なら豚なのか猪いのししなのかも正直判別がついていないというか……多分、豚だと思うけど……。

　そんな俺の言葉が分かっているかのような反応に、佳織は目を見開く。

「本当に……こちらの世界の生き物なんですね……さすがにここまで意思疎そ通つうができると、普通じゃないですよ……」

「あー……やっぱり？」

「はい……それに、今こうしてナイトさんたちの正体が分かったから言いますけど、さすがに散歩などは控ひかえた方がいいかと……」

「え？」

「見る人が見れば狼だって分かるかもしれませんし、ここまで綺き麗れいな赤色の豚さんなんて見たことないですよ？」

「そうかなぁ……」

　とはいえ、できればナイトたちも地球で普通に過ごしてほしいんだよな。俺が異世界で色々な経験をしたみたいに、ナイトたちも地球で色々なモノを見て、少しでもいい経験になったらいいなぁと。

　まあ、地球の空気の悪さを考えるとあまり地球にいるのもどうかと思うけど……。

　するとちょうど佳織も同じことを思ったのか、部屋の中で深呼吸をする。

「すー……はぁ。それにしても、ここは空気が美味おいしいですね……」

「窓の外を見たら分かると思うけど、森の中だからね……それに、この世界には車の排はい気きガスとかもないから」

「車のない世界なんて、不思議な感じがします……それに、こんな森が広がっている場所は優夜さんの家の周辺にはないので、別の世界というのも本当なんでしょうね」

　佳織が苦笑いすると、次の瞬しゆん間かん、いきなり佳織の目の前に半はん透とう明めいのボードが出現した。

「きゃっ！　こ、これは？」

「！　それは……」

　佳織は目の前に現れたボードに驚いたようだが、すぐにその内容を読む。

「称しよう号ごう【異世界人】……？」

「この世界じゃ、ステータスっていう概がい念ねんがあって、どうも色々なパラメーターが数値化されるんだ。その一つに称号っていう欄らんもあって、色々効果をもたらしてくれるんだけど……」

「な、なるほど……ことごとく地球とは違う世界なんですね……それに、ステータス、ですか……っ!?」

　続いて佳織がステータスと呟つぶやいたことで、今度は佳織のステータスが書かれたボードが出現した。

「こ、これは……」

「それはこの世界での佳織のステータスだね」

「えっと……優夜さん。一いつ緒しよに見てもらってもいいですか？」

「え？　それはいいけど……いいの？」

「はい。私じゃこれがどういうモノなのかよく分からないので……」

　佳織にそう言われたので、俺は佳織のステータスを見た。




【宝ほう城じよう佳織】

職業：なし、レベル：１、魔力：10、攻こう撃げき力：10、防ぼう御ぎよ力：10、俊しゆん敏びん力：10、知力：10、運：１００、ＢＰ：０

スキル：なし

称号：《異世界人》




「おおう……」

「ど、どうでしょう？」

　佳織が不安そうに訊きいてくるが……どう見ても最初の時の俺より強いぞ。俺が同じレベル１の時に勝てているのは魔力だけだ。いや、スキルも俺はいくつかあったけど……。

「うん……佳織は俺が最初にここに来た時より強いよ」

「そ、そうなんですか？」

「俺なんて雑魚ざこも雑魚だったからね……」

　今でもウサギ師し匠しようから教わった訓練を続けてるし、他ほかにも筋トレとかしてるけど、最初は武器も振ふり回すことすらできないほどひ弱だったのだ。

　そんな昔を思い出しつつ、俺は思い切って佳織に告げる。

「……今、佳織が目の前で体感した通り、俺はこの世界に初めてきて、レベルアップをしたんだ」

「え？」

「そしたら何故なぜか体が瘦やせて、見た目も変わって……うん。何が言いたいかっていうと、俺はズルをしたんだ」

「ズル？」

「今でこそ、皆みんなが俺のことを見てくれるようになったけど、本当の俺は皆が言うようなすごい人間じゃないんだよ。だから────」

「そんなことないです！」

「え？」

　佳織は俺を睨にらむようにして、そう言った。

「優夜さんは、何も変わっていません。私を最初に助けてくれた時から……」

「い、いや、でも、見た目は完全に変わったわけで……」

「私は、最初から優夜さんを見ています！」

「！」

　俺は佳織のその言葉に目を見開いた。

「見た目がどうとか、そんなの関係ありません。この世界で特別な力を手に入れたからって、優夜さんは変わってない。そうでしょう？」

「それは……」

「……優夜さんはこの世界で確かに特別な力を手に入れたのかもしれません。でも、その力はいつも私を助けてくれました。初めて会ったあの日から……優夜さんはたくさん私を助けてくれました」

「……」

「ですから、もうそんな風に自分を卑ひ下げすることはしないでください」

「……ごめん」

　俺は佳織に謝った。

　だが、それ以上に嬉うれしかった。俺のことを変わってないと言ってくれたことが。そして、俺のことをちゃんと見てくれていたことが……。

「その……ありがとう」

「いえ、とんでもない。本当のことを言っただけですよ」

　そう言って笑う佳織の姿に、俺は目を奪うばわれるのだった。

　すると急に佳織は顔を赤くし、慌あわて始める。

「あ、そ、その……せっかくこんなに空気がいい場所なんですから、ここで勉強の続きしませんか!?」

「そ、そうだな！　ここには机もあるし……そうしようか。俺、勉強道具とか持ってくるよ」

　俺がそう言いながら勉強道具を取りに行こうとすると、佳織が異世界の部屋の一画に目を向けた。

「あ、あの、優夜さん。そこに置いてあるものって……」

「え？」

　佳織の視線を辿たどると、そこにはいつでも着られるように置いていた【血けつ戦せん鬼きシリーズ】の鎧よろいがあった。

「あ、えっと……これは、この異世界で活動するときに着てるんだけど……」

「そうなんですか？　見てみたいです！」

「そ、そう？　ならついでにこの鎧にも着き替がえてこようか」

　佳織のリクエストに応こたえるため、勉強道具を取りに行くついでに、【血戦鬼シリーズ】へと着替えに地球の家に戻もどるのだった。
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「ふぅ……」

　私は、この家の中を見み渡わたしました。

　最初、この世界へと続く扉とびらを見つけて開けた時は本物そっくりな絵なのかとも思いましたが、扉の向こうからは微かすかな風を感じたのです。

　それに、触ふれてみると不思議な感かん触しよくが手を伝い、余計に混乱しました。

　優夜さんがやって来て、この部屋の秘密を教えてもらった時……驚おどろきと同時に嬉しさを感じました。

　それはこんなすごい秘密を、私に打ち明けてくれたということに対してです。……まあ私が優夜さんと同じ立場なら、どう考えても言い逃のがれできない状じよう況きようだったともいえるんですが……。

　それからこの世界のことを教えてもらい、魔ま法ほうといった非日常的な現象を前に、恥はずかしながら心が躍おどってしまいました。

　そしてこの世界で手に入れた力で、優夜さんは私を救ってくれたことも分かりました。

　しかし、優夜さんは今の姿は本当の姿じゃないと言いました。今の姿はレベルアップした結果だと。

　でも、それは私からすると何も違ちがいはありません。

　優夜さんは私のことを助けてくれました。それがすべてで、それ以外はないんです。

「……これで、私も少しは優夜さんに近づけたのかな？」

　そんなことを思いつつ、私はふと気になってこの家の庭に出てみました。

　すると、そこには小さな畑がありました。何を育てているのでしょうか。もしかしたら、この世界特有の野菜かもしれませんね。

　それにしても……やはりここは異世界なのだと強く実感します。

　それは家の中でも感じたことですが、とても空気が美味しいのです。

　しかも家の周囲は見たこともない木で覆おおわれており、どう見ても地球とは思えません。

「こんな世界が本当にあるんですね……」

　思わず周囲を見渡しながらそう口にすると、私はふとこの家を覆う柵さくの向こうに、不思議な黒い塊かたまりを見つけました。

「あれは……？」

　それは何だかプルプルと震ふるえているみたいで、とても可愛かわいらしく見えます。

　私はその物体が気になり、思わず近づきました。

「何なんでしょう？」

　すると、その物体は柵の向こうで大きく跳はねあがりました！

「い、生きてるんですか!?」

　信じられないことに、その黒くてプルプルした物体は、まるで生きているような動きを見せます。

　その動きが可愛らしくて、私はつい柵の向こうに出てしまいました。

「こんにちは。貴方あなたは一体────」

「────佳織ッ！」

「え？」

　唐とう突とつに優夜さんの焦あせった声が聞こえた瞬しゆん間かん、目の前で可愛らしく揺ゆれていた黒い物体が……まるで化物の口のように大きく膨ふくれ上がり、私を覆おうとしてきました。

「あ……」

　その光景に私は動くことができず、呆ぼう然ぜんと眺ながめていると────。

「ハアッ！」

　────さっきまでの制服姿とは異なり、先ほどの部屋に置いていた黒い鎧を着た優夜さんが現れ、私を、その……お姫ひめ様抱だっこの形で抱きかかえ、黒い物体を蹴け飛とばしました。

　呆然とその姿を眺めていると、優夜さんは焦った様子で訊きいてきます。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　ケガはない？」

「あ、は、はい……」

「そうか……すぐに終わらせるから、少し待っててくれ」

「え？」

「ナイト、アカツキ。佳織を守ってくれ」

「ワン！」

「ブヒ！」

　優夜さんはそう言ってゆっくり地面に私を下ろすと、ナイトさんたちにそう指示を出します。ただ、私は地面に下ろされた瞬間、少し寂さびしさを感じました。も、もう少し今の時間があっても……い、いえ、何でもありませんよ。

　はしたないと思いながらもついそんなことを考えていると、どうやら先ほどの黒い物体は一つだけではなかったようで、周囲の茂しげみからいくつも現れました。

「そ、そんな……」

「ごめん、最初に注意しておけばよかった。……この世界には地球とは違って、容よう赦しやなく殺しにかかってくる魔物っていう存在がいるんだ」

「こ、殺しに……？」

「うん。それに、この家がある場所は特にその魔物が強い場所らしくて……こうなる前にちゃんと教えておけばよかったね」

　そう言いながら優夜さんは申し訳なさそうな表情を浮うかべた後、すぐに黒色の物体たちへと顔を向けました。

「じゃあ……すぐに終わらせるから」

　そう言うと、優夜さんは何もない場所から一本の槍やりを取り出しました。

　優夜さんが来たことでどこか様子見をしているようだった黒い物体は、いきなり優夜さんに襲おそい掛かかります。

　その速度はとても私なんかじゃ避よけられるようなものではなく、しかも飛び掛かる瞬間に地面が抉えぐれていることからもすさまじい衝しよう撃げきであることが分かりました。

　ですが……。

「フッ！」

　優夜さんはその攻こう撃げきを難なく槍で受け止めると、そのまま力を逃にがすように受け流し、その勢いのまま別の個体に回し蹴りを放ちました。

　その優夜さんの攻撃力はすさまじく、一瞬にして黒い物体が弾はじけ飛びます。

　それから優夜さんは黒い物体を相手に一人で有利に戦せん闘とうを進め、最後にはすべての黒い物体を倒たおし切りました。

　すると黒い物体の残ざん骸がいは光の粒りゆう子しとなり、その後には何やら変なモノがいくつか落ちていました。

　……これが、優夜さんの本当の力なんでしょう。

　今まで学校などでの優夜さんの活かつ躍やくは本当に力を抑おさえていたんだと改めて実感しました。

　優夜さんが武器を何もない空間に収納しているのを呆然と見ていると、私を守るように言われていたナイトさんたちが心配そうに私を見上げてきます。

「くぅん……」

「フゴ？」

「……すみません。少し驚いただけで、大丈夫です。心配してくれてありがとう」

「わふ！」

「ブヒ！」

　二人にお礼を言いながら撫なでていると、優夜さんがどこか気まずそうな表情で私に近づいてきました。

　そして何かを決心した様子で私に言います。

「……この世界で生きていくためとはいえ、こんなに簡単に生き物を殺す俺って……おかしいかな？」

　悲しそうに笑う優夜さんを見て、私はついカッとなって叫さけんでしまいました。

「そんなワケないじゃないですか！」

「！」

　すると私の反応が予想外だったのか、優夜さんは目を見開きます。

　その姿に何とか気持ちを落ち着けることができると、私は続けます。

「……優夜さんは、また私を助けてくれました。それがすべてですよ」

「あ……」

「やっぱり、優夜さんは何も変わってません。初めて会った、あの日から」

「……ありがとう」

　もう一度そう告げると、優夜さんは恥ずかしそうに笑うのでした。

「……さ、とりあえず家に戻ろう。ここにいると危ないからね」

　話題を変えるように明るい調子でそう言う優夜さんに、私はふと感じた疑問を訊きます。

「そういえば……こんなに危険な場所に家がありますが、大丈夫なんですか？　その、勝手に魔物？　とやらが入って来たり……」

「それは大丈夫なんだ。この家の前の持ち主がどうやらすごい人でその人のおかげで魔物はこの柵を越こえて庭にまで入って来ることができないんだよ。それに、たぶん魔物だけというより、敵……まあ敵意を持ってる人間とかも入れないんじゃないかな？」

「へぇ……地球の防犯設備なんかよりよっぽどすごいですね……」

　私の家には警備会社の人間がいつもいるだけあって、防犯関係は他ほかの人の家よりかなり厳重だと思いますが、それでも絶対ということはありません。

　ですが、優夜さんの言葉が本当なら、とてもじゃないですが日本で同じことができれば警備会社がなくなってしまうでしょう。

　改めて魔法やスキルという不思議な力がある世界なんだなと思い知らされました。

「そういえば、その格好……よく似合ってます！」

「そ、そう？　ありがとう。さっきも言ったけど、この世界で魔物と戦ったりするときに着てるんだ。やっぱり危険だからね」

「その……優夜さんはよく先ほどのような戦いを……？」

　私の疑問に、優夜さんは苦く笑しようする。

「そうだね。この世界を見て回るとき、どうしてもある程度の自衛力は必要になるからさ。それに……佳織と初めて会った時みたいに、何もできないのは……辛つらいからね」

「……そうですか」

　優夜さんは何もできないというけど、ただ率そつ先せんして動いてくれたという事実がとても嬉うれしかったんですよ。でも、優夜さんはそれを言っても多分……自分にできる最善を探し続けるんだろうなと思いました。

　そんな風に思っていると、優夜さんが思い出したように苦笑いを浮かべます。

「あー……その、勝手な話ではあるんだけど……この世界のこと、誰だれにも言わないでほしいんだ」

「え？　そ、それって二人だけの秘密……ってことでしょうか？」

「まあ……そうなるかな？」

　私は優夜さんの言葉に、自然と笑えみが浮かぶのを止められませんでした。

「大丈夫です！　誰にも言いません！」

「そ、そう？」

「はい！　……こうして秘密を共有するわけですし……私たち……と、特別な関係と言えるんじゃないでしょうか……？」

「え？」

「あ、な、何でもないです！　はい！」

「そ、そうか……とりあえず、一いつ旦たん戻もどろうか。テスト勉強もしないといけないしね」

「……はい！」

　────こうして優夜さんの秘密を一つ知れたことで……私は優夜さんにまた少し近づけたかなと思うのでした。








第五章　佳か織おりとレクシア









　佳織に異世界のことがバレてから数日が経たった。

　あれからもテスト勉強は続けているが、一つだけ俺たちの間で変わったことがある。

　それは、佳織の希望で異世界の家で勉強がしたいというものだった。

　佳織は日本の俺の家が嫌いやだというわけではないが、やはり異世界の空気が美味おいしいので、そこで勉強すると頭がスッキリするそうだ。

　まあ俺としてももう異世界の存在がバレた今、特に拒こばむ理由もないため、俺たちは異世界で勉強をしている。

　それに伴ともなって、せっかくなので佳織に異世界産の食材を使った料理なんかを披ひ露ろうしたが、喜んで食べてくれたのでよかった。

　ちなみに使った食材はステータスが上じよう昇しようする系だったわけだが、佳織はその食材のおかげでステータスが上昇したものの、あの【ヘル・スライム】の集団戦闘による経験値は入っていないようで、レベルは未いまだに１のままだ。

　……この経験値っていう概がい念ねんもよく分からないよな。

　普ふ通つうならあんなスライムの集団に襲われる経験なんてするはずもないのに、それを経験しただけじゃ経験値として追加されないし。

　もし経験値を得る手段が直接戦って勝たなきゃいけないんだとすると、かなり無理があるだろう。

　幸い俺は賢けん者じやさんの武器のおかげで、低レベル・低ステータスだった時に百倍以上の魔ま物ものに勝つことができて、本当に恵めぐまれた環かん境きようだなと改めて実感した。

　しかし、その賢者さんの武器は俺専用というか、何時いつの間にか契けい約やくされちゃってるから貸し出すこともできないし、もし佳織がレベル上げをするのならステータスの低い魔物を探さなきゃいけないだろう。

　というより、生き物を殺すという経験がいいものだとは思わないので、できれば穏おだやかに過ごしてもらいたいものだが……。

　ただ、レベルは１でありながら、家の庭にあるステータス上昇系の食材により少しステータスが上昇したおかげで、佳織は地球じゃ超ちよう人じん的な身体能力になった。

　どうも家に帰ったとき、重たい荷物とかを軽々運べたらしくて、佳織自身も驚おどろいたようだが……ひとまずその件はなるべく目立たないようにとは言っておいた。まあ俺自身が上手うまく隠かくせたり誤魔化せたりしていないので、今いま更さらといえば今更なんだが。

　そんな感じで今も異世界の家で勉強を終え、休きゆう憩けいをしていた。

「んー！　やっぱりこの世界の空気は美味しいですね！」

「そうだね。こっちで過ごしていると慣れてくるけど、地球に戻もどると少し顔を顰しかめちゃったりね」

「あ、分かります！　何ていうか、少し煙けむたく感じるんですよね」

　お互たがいに異世界の空気について語り、笑みを浮かべると、佳織は少ししてからソワソワし始める。

「ん？　どうした？」

「え？　あ、いえ、その……」

　佳織は何やら少し言いよどんでいたが、すぐに決心した表情で俺を見てきた。

「優ゆう夜やさん、私にこの世界を案内していただけませんか？」

「え？」

　予想していなかった言葉に目を見開くと、佳織は真っすぐ俺を見てくる。

「この世界のことをもっと知ってみたいというのもありますが……優夜さんがこの世界で見てきたモノを、私も見てみたいんです」

「それは……」

「ダメ、ですかね……？」

「うっ……」

　不安そうに上うわ目め遣づかいで見てくる佳織に、俺は言葉を詰つまらせる。

　……よくよく考えればそりゃそうだよな。こんな知らない世界に来たら、見て回りたいと思うよなぁ。

　ただ……。

「……難しい、かな」

「それは……何ででしょうか？」

「前に佳織が襲おそわれたみたいに、この世界には魔物がたくさんいるんだ。それに、街に行っても日本ほど安全だとは言い難がたい」

　王都でも襲しゆう撃げきに巻き込まれたり、闇やみギルドなんていう不ふ穏おんな組織もあるくらいだからな。

「俺も連れていってあげたいけど、絶対に守れるって言いきれるほど強くはないからさ」

「優夜さんでもまだ強くないんですか？」

「うん、まだまだだよ」

　ウサギ師し匠しようもだし、この間の不思議な女の子も、とにかく俺が敵かなわない相手は多い。それこそこの大魔境の奥地にいる魔物も、今の俺じゃまともに戦えないだろう。

　俺の説明を聞いた佳織はどこか不満そうに口を尖とがらせた。

「むぅ……そういうことなら、仕方ないですね……」

「本当にごめんね」

「……でしたら、もし優夜さんが大だい丈じよう夫ぶだと思った時、私を連れていってくれますか？」

「それはもちろん！」

「なら、許してあげます」

　佳織はそう言うと、小さく微笑ほほえんだ。

「それで、外に出るのはダメかもしれませんが、この家の庭の中なら大丈夫なんですよね？」

「あ、それは大丈夫だよ」

「それじゃあ庭に行きましょう！」

　佳織の要望に応こたえ、俺たちは庭に出る。

「改めて外に出て思いますが、不思議な場所ですね。周囲の木も見たことない種類ですし……そういえば、あの畑は何を育てているんですか？」

「あれはこの間佳織にも食べさせた異世界の野菜で、ステータスが上昇する効果があるんだ。もちろん際限なく上昇するわけじゃないけど、レベルを上げるのが難しい佳織にもちょうどいいかなって」

「家に帰ってから本当にビックリしました！　まあ後で理由を聞いて納なつ得とくしたんですが……それにしても、目立たないようにするのは難しいですけど、自分が物語の登場人物みたいな力を持っていると思うと、少し面おも白しろいです」

「そう言ってもらえると有難いかな。あとは【完治草】っていう薬草を育ててるんだけど……」

「薬草……ですか？」

「そう。すごいのが、この薬草を使えばどんな傷でも治っちゃうんだって」

「ど、どんな傷でも？」

「うん。例えば何かの事故で腕うでがなくなったとしても、この【完治草】を飲めばその腕が生えてくるんだって」

「は、生えて……」

　その光景を想像したのか、佳織は少し顔を青くした。俺はこの世界で魔物と戦うことで手を斬きり飛ばしたりするのは当たり前になりつつあったので何ともないが、普通はかなりショッキングな映像だろう。

「あとは傷だけじゃなくて病気も治しちゃうみたいでさ。多分、死者蘇そ生せい以外は何でも治せるんじゃないかなぁ」

「…………」

　佳織は【完治草】の説明を聞いて絶句していた。

「……そんなモノが本当に存在するとすれば、誰もがこぞって求めると思うんですけど……それに、その薬草さえあれば今も世界中で不治の病とされている難病も治すことができるんですよね？」

「まあ……」

「完全に地球の医い療りよう技術に喧けん嘩かを売るような効果ですね……」

　確かに、よくよく考えると【完治草】ってぶっ飛んだ効果だよな。もう賢者さんの育ててたモノだからって理由だけであまり深く考えないようにしてたけど。

　それに、回復手段はたくさん用意しとかないと、この世界やそれこそ大魔境の探たん索さくの時に何かあったら困るからね。

　そんな風に考えていると、佳織は何やら難しそうな表情で畑を見つめている。

「その……優夜さん。優夜さんはもう十分理解していると思いますが……明らかにここにある作物や概念、アイテムは地球では危険すぎます」

「……うん」

「この間の槍やりを何もない空間から出し入れしていたのも、この世界特有のものですよね？」

「そうだね。【アイテムボックス】っていうスキルなんだけど……」

「そのスキルがどれほどのものを収納できるのかは分かりませんが、もしそれが無制限だったとすると、地球のあらゆる常識が覆くつがえってしまいます」

「……」

「それに、魔法という力も……とても危険なモノだと思います。もし、この力が日本や他ほかの国に知られれば……いいことばかりではないでしょう」

　佳織の言う通り、もし地球にこの世界の魔法という概念が持ち込まれたとすると、戦争などに使われるのも時間の問題だろう。

　しかも前にレクシアさんにも言われたが、転移魔法なんかはまさしく危険な魔法の一つともいえるだろう。

　俺としては遠くに気軽に行けることや、学校に遅ち刻こくしなくなるとかその程度にしか使いたいと思わないけど、国単位で考えるとそうはいかない。

　本当に世の中ままならないよな。

「……ひとまず、満足しましたし、戻りましょうか」

　予想以上に難しい話になり、佳織が苦笑いしつつ部屋に戻ろうとした……その時だった。

「────ユーウーヤーさーまあああああ！」

「え？」

　思わず驚きの声を上げ、後ろを振ふり向くと……。

「私が！　来たわよ！」

「お前の我がままに付き合わされるこっちの身にもなれ！　クソッ！　レクシアの護衛をしていたら命がいくつあっても足りない……！」

「ああ、頭が痛い……」

　なんと、レクシアさんがこの家目め掛がけて爆ばく走そうし、その後ろからルナとオーウェンさんが必死にさらに後ろをついて来る魔物相手に戦っている姿が飛び込んできた。どうやらレクシアさんたちの後を追いかけているのは【ゴブリン・エリート】の群れみたいだ。

「えっと……？」

　佳織はそんな光景に困こん惑わくしつつも俺を見つめ、俺もそんな佳織を見つめ返してしまう。

　すると、そんな俺の姿にルナが気付いた。

「あ、おい！　ユウヤ！　助けてくれッ！　……って、隣となりの女は誰だれだ!?」

「いや、今それどころじゃないだろう!?　ちょっとでも気を抜ぬくと魔ま物ものの餌え食じきだッ！」

「餌食にはオーウェン一人でなってろ！　私は忙いそがしい！」

「本当に胃が痛い……！　クッ！　それより、私ではゴブリン・エリート一体の足止めが精いっぱいだぞ……！」

「私だって似たようなもんだ！　文句はそこのバカ王女に言え！」

　相変わらずというか、オーウェンさんはとても苦労してそうだ。だ、大丈夫かな？　地球産の胃薬とか頭痛薬、今度渡わたしてあげよう。

　今度薬局に行かなきゃなと思いつつ呆ぼう然ぜんと目の前の光景を見ていると、レクシアさんも俺に気付き、声を上げる。

「ユウヤ様ああああああ！　その隣の女は誰よおおおおおおお！」

「……えっと、優夜さん？　あの方たちは……？」

　何やらややこしいことになりそうだと俺は思わず空を仰あおいだ。

「あー……その、ひとまず助けに向かっていいかな？」

「え？　あ、そ、そうですね。かなり大変そうですし……」

「ありがとう……ナイト、アカツキ。大丈夫だと思うけど、一応佳織を見ててくれ」

「ワン！」

「フゴ！」

　二人の元気な返事に笑いながらも俺はすぐに【血けつ戦せん鬼きシリーズ】の鎧よろいに着き替がえ、一気に駆かけ出した。

「フッ！」

　そして真っ先にレクシアさんに一番迫せまっていたゴブリン・エリートの額に最小限の動きで蹴けりを放つと、その蹴りの威い力りよくにゴブリン・エリートの顔は破は裂れつした。

　そのまま勢いを殺さず、今度はルナの方にいるゴブリン・エリートの頭を踏ふみ抜き、そのままその足を軸じくにしてオーウェンさんに迫っていたゴブリン・エリートに回し蹴りを叩たたき込んだ。

　今まではここまでスムーズに動くことができなかったが、ウサギ師匠との修しゆ行ぎようのおかげか、こと蹴りに関してはこうして滑なめらかに次の動きに移りながら攻こう撃げきをすることができるようになった。

　俺が参戦したことでゴブリン・エリートの数が減り、ルナとオーウェンさんも無事に相手をしていたゴブリン・エリートを倒たおすことに成功していた。

　こうしてすべてのゴブリン・エリートを殲せん滅めつすると、オーウェンさんが一息つく。

「ふぅ……ユウヤ殿どの、助かりました」

「い、いえ、それはいいんですけど……その、一体どうしたんです？　わざわざこんな危ないところまで……」

　もう俺が王都に行かなきゃいけないということもないので、こうしてわざわざ危険な大魔境に来なきゃいけないような用事はないはずだ。

　するとそんな俺の内心を悟さとったのか、ルナが呆あきれた様子で俺を見る。

「なんだ、ユウヤ。この前、ユウヤの家に行くとレクシアが言っていたじゃないか。それとも、用事がなければ来てはダメなのか？」

「え？　いや、そういうワケじゃないけど……」

「ならいいじゃないか。言い出したのはレクシアだが、私も……その……お前に会いたかったんだぞ」

　そう言いながら頰ほおを赤く染めるルナを見て、俺は以前、ルナにキスされたことを思い出し、俺まで顔が赤くなった。

　俺はそんな表情を誤魔化すようにルナに訊きく。

「そ、そういえば、よくここまで来れたな？　大変だったろう？」

「ああ……だが、レクシアの我がままで、私たちも少しは強くなってるってことさ」

「な、なるほど……」

　どこか達観した様子のルナの反応に思わず引きつった笑えみを浮うかべると、ルナがある方向を指し示した。

「それよりも……あれ、放ほうっておいていいのか？」

「え？」

　思わずルナの示した方に視線を向けると……そこには、いつの間にか柵さくを越こえて庭に入っていたレクシアさんと、佳織が無言で対たい峙じしている姿が飛び込んできた。な、なんだ、あの空気は……。

　慌あわててオーウェンさんたちと一いつ緒しよに俺の家に戻もどると、レクシアさんたちはそんな俺たちを気にした様子もなく、無言で見つめ続ける。

「……」

「……」

　あまりにも重苦しい雰ふん囲い気きに俺はどうしたもんかと助けを求めてオーウェンさんの方に視線を向けるが、オーウェンさんは我関せずといった様子で目を閉じていた。ま、まあ普ふ段だんから苦労しているもんな……。

　続いてルナに視線を向けるも、ルナは何故なぜか半眼で俺を睨にらみつけてくる。え、何で？

　どこを見てもこの状じよう況きようをどうにかしてくれそうな人はおらず、本格的に困り果てていると、レクシアさんがゆっくりと口を開いた。
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「……貴女あなた、お名前は？」

「……私は宝ほう城じよう佳織です。その……貴女は？」

「……私はレクシア・フォン・アルセリア。なるほど……私のことを知らないってことは、貴女もユウヤ様と同じ国の人なわけね……」

　お互たがいに名前を知ったところで、どうなるのかと成り行きを見守っていると、二人は急に俺の方に視線を向けた。

「ところで、優夜さん────」

「ところで、ユウヤ様────」

「「この人との関係は!?」」




　　　　＊＊＊




　ひとまず俺の家に来てもらい、お茶なんかを用意して座ってもらった。

　その際、佳織はオーウェンさんやルナにも自己紹しよう介かいをしたので、あとは俺が先ほどの二人の質問に答えるわけだが……。

　二人……いや、ルナを含ふくめて三人からの鋭するどい視線にどこか居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、俺は口を開いた。

「えっと……まず佳織だけど、俺の友だちなんだ」

　俺がそう言うと、佳織は少し不満そうな顔をしたが、逆にレクシアさんたちは拍ひよう子し抜けしたような表情を浮かべる。

「え？　そ、それだけ？」

「それ以外、説明が難しいというか……」

　俺が言いよどむことで訝いぶかしそうな表情で俺を見てくる佳織に、俺はこっそりと耳打ちする。

「その……レクシアさんたちには俺たちの世界のことを説明していないんだ」

「え？」

「俺のことも何故か異国の人っていう認にん識しきらしくてさ……」

「な、なるほど……」

　レクシアさんたちが来るまでの間に、この世界の技術や力が地球には劇薬だって話をしてたこともあり、佳織は俺が異世界人だということを告げていないことに納なつ得とくしていた。

「そ、それでも……友だちだけというのは……」

「え？」

「な、何でもないです！」

　隣で佳織が何かを呟つぶやいたようだが……まあ本人が何でもないというならそうなのだろう。

「それで、今度はレクシアさんたちなんだが……レクシアさんは、アルセリア王国という国の王女様だ」

「えっ!?」

　俺の説明に佳織は目を見開くほど驚おどろいた。そりゃそうだよなぁ。普通に生活してて、王女様と出会うことなんてないわけだし。

「それと、ルナとオーウェンさんはその護衛だよ」

「王女様に……護衛……」

　王女様という言葉に驚いているようだが、護衛は佳織だってあるって話だったし、そこまで珍めずらしくないだろう。騎き士しは珍しいだろうけど。

　……いや、よく考えれば佳織も十分俺とは住む世界が違ちがう人間だよね。地球で護衛がいるってだけでもとてもすごいけど……。

　改めて佳織のお嬢じよう様っぷりを思い出していると、正気に戻った佳織が訊いてくる。

「そ、それで、どうしてそのお姫ひめ様であるレクシア様と優夜さんが出会うことになったんですか？」

「あら、私のことはレクシアでいいわよ。貴女……カオリもユウヤ様と同い年でしょ？　それに、私もカオリって呼ぶわ！」

「ええ？　そ、その……いいんですか？」

　相変わらずのレクシアさんの押しの強さに佳織も気け圧おされ気味だが、レクシアさんは笑みを浮かべた。

「もちろんよ。私がいいって言ってるんだから！」

「……レクシア様。この場ではいいでしょうが、公務の場でもそのように対応されますと……」

「だから、ここだしいいでしょ？」

「……もういいです」

　本当にお疲つかれ様です。

「さて、レクシアをそう呼ぶのなら、私もルナと呼べ」

「え、えっと……」

　どうすればいいのかと言わんばかりに、佳織は俺の方を見てきた。

「まあ……本人たちがいいって言ってるし、いいんじゃないかな？」

「そ、そんなものなのでしょうか……ですが、すみません。せめてレクシアさんとルナさん、で許してください」

「んー……まあ仕方ないわね」

　佳織はいつも丁てい寧ねいだから、今すぐ呼び捨てと言われても難しいだろう。それをレクシアさんも察したようで、苦笑いしつつも頷うなずいた。

「それで、私とユウヤ様の出会いなんだけど……ある日私を殺そうとする刺し客かくに狙ねらわれて、それから逃にげるためにこの森に逃げ込んだの」

「し、刺客……」

　佳織はいきなり日本で普通に生活してる限りあり得ない単語に呆ぼう然ぜんとしている。

「でもその刺客はこの森にいる魔ま物ものに殺されちゃって、私も同じように殺されると思ったわ。でも……それをユウヤ様が救ってくださったの！」

　目を輝かがやかせてそう言うレクシアさんに、改めてそう言われるとすごく恥はずかしくなる。

「それから居ても立ってもいられず、もう一度ユウヤ様に会うためにここに来て、求きゆう婚こんしたわ！」

「きゅ、求婚!?」

　あ、待って。それは不味まずい。話がややこしくなるぞ！

　案の定レクシアさんの言葉に驚いた佳織が、呆然としながら俺を見る。

「ゆ、優夜さん……求婚、されたんですか……？」

「いや、そうだけど……ちゃんと断ったよ!?　だって俺からすればその時は全く知らない人だったわけだし！」

「そ、そうですよね……」

「ま、私は諦あきらめてないけどね！」

　レクシアさんは何故か誇ほこらしげに胸を張った。本当に俺なんかのどこがいいんだ……。

　すると今度はルナも口を開く。

「私のこともついでに話すと、さっきの話に登場するレクシアを襲おそった刺客だが、その一人が私だ」

「え……えええええ!?」

　ルナの言葉にまた佳織は驚く。それもそうだよな。元刺客とその対象が今一緒にいるんだもん。普通信じられないよね。

「まあその仕事を請うけ負っていた時、調査のためにこの森を訪おとずれたのだが……そこで私も魔物に襲われ、死にかけていたところをユウヤに助けられたのだ。まあそこから色々あったのだが……話が長くなるのでそれはいいだろう」

「……異世界、すごいですね……」

　佳織はまず地球では聞くことのない話の数々に呆然とし、そんなことを口にしていた。

　そんな佳織の姿に俺が苦笑いしていると、急にレクシアさんが立ちあがる。

「それじゃあユウヤ様！」

「え？」

「お風ふ呂ろ、出してください！」

「…………は？」

　あまりにも唐とう突とつな申し出に思わず気の抜ぬけた返事をしてしまったが……。

「えっと……今日は、そのお風呂に入りに来たんですか？」

「いいえ？　ただ、ここに来るまでの間に、走って汗あせかいたり泥どろだらけになったりしちゃったから……」

「全くだ……お前の我がままに付き合わされた私も汗やら泥やらで気持ちが悪い」

「な、なるほど……」

　本当にここに来るまでが大変だったようで、ルナも頷いており、俺は風呂を出さなきゃいけないようだ。

　すると俺の持っている風呂のことを知らない佳織は、不思議そうに首を傾かしげる。

「お風呂……ですか？」

「ええ、そうよ！　せっかくだし、カオリも一いつ緒しよに入りましょ！」

「え、私もですか!?」

　まさかの佳織も一緒にということで驚いていたが、もはやレクシアさんとルナの間では決定事じ項こうのようで、俺もお風呂を出すことを拒こばむ理由もないため、よく分からないまま用意をする。

「あ、ユウヤ様。この間は断られちゃったけど、今回は一緒に入る？」

「ぶほっ！」

　お風呂の用意を終えると、また以前のようにレクシアさんがなんてことないように、そんなことを言ってきた。

　思わずその発言に噴ふき出すと、佳織が顔を赤くする。

「え、え!?　い、一緒に入るんですか!?」

「そうよ。何かおかしいかしら？」

「……おかしくないわけがないだろう。本当にお前の思考回路はどうなってるんだ……」

「失礼ね！　いたって普ふ通つうよ！」

　いえ、普通ではないと思うんですが……。

　そうは口に出すこともできず、俺は何とか諦めてもらい、三人は風呂に入ってくるのだった。
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「ほ、本当にお風呂が……」

　服を脱ぬいだ私は、目の前で湯気を立てているお風呂を前に驚きました。

　最初は、この家にあるお風呂にでも入るのかと思っていたのですが、以前優夜さんが話していたドロップアイテムなるものの一つに持ち運びできるお風呂があるらしく、それに入るとのことでした。

　一緒にお風呂に入るということもよく分かりませんでしたが、それ以上に携けい帯たいできるお風呂というものの方がもっとよく分かりません。どうすればお風呂を携帯するなんてことになるんでしょうか。

　────そう思っていたのですが、何やら優夜さんが正方形の物体を取り出し、床ゆかに置いた瞬しゆん間かん、一瞬にしてお風呂ができ上がったのです。

　もはや言葉が出ませんでした。

　この世界はことごとく地球の常識を覆くつがえしてくるため、ただただ驚くばかりです。

　それにしても……一緒にこのお風呂にとのことでしたが……同じ女子同士とはいえ、少しドキドキしてしまいます。

　よく分からないまま待っていると、用意が済んだのかレクシアさんたちがやって来ました。

　そして体を洗い流し、いざお風呂に入ると────。

「っ！　はぁぁぁ……」

　私はその気持ちよさに思わず声が出てしまいました。

　すると同じようにお湯に浸つかったレクシアさんたちも気持ちよさそうに目を細めている。

「ふぅ……気持ちいいわね」

「ああ……相変わらずユウヤの持っている風呂は最高だ……」

　二人の言葉から何となく察することはできますが、やはり二人は優夜さんに助けられ、以前にもこのお風呂を利用したことがあるのでしょう。

　多分大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、まさか優夜さんと一緒に入った……なんてことはないでしょうね？

　先ほどもレクシアさんが優夜さんも一緒になんて言ってましたが……い、いえ、優夜さんの反応を見るに、大丈夫だと思います。

　お二人から優夜さんとの出会いの経けい緯いを聞きましたが、優夜さんはこの世界でも変わらないんだなと、嬉うれしく思いました。

　やはり誰だれかが困っていると、助けに行ってしまう……。

　だからこそ、レクシアさんはそんな優夜さんに惹ひかれたのでしょう。

　そして私も────。

「────それで、カオリはどうなの？」

「え？」

　唐突に投げかけられたレクシアさんの言葉に私は気のない返事をしてしまいます。だ、大丈夫でしょうか……相手は一国の王女様ということですが……。

　父の付き合いなどで様々な偉えらい方々と会ってきましたが、さすがに王女様と会う機会はなかったので、そう考えずにはいられませんでした。

　しかし、レクシアさんは特に気にした様子もなく、私を真っすぐ見つめてきます。

「だから、カオリはどう思ってるのかってこと」

「えっと……何をでしょうか？」

「それはもちろん、ユウヤ様のことよ！」

「っ！」

　まさかそんなストレートに訊きいてくるとは思わず、私は思わず言葉を詰つまらせました。

「わ、私は、その……」

「ごまかしとかは必要ないわよ。私はカオリの本当の気持ちが知りたいの」

　噓うそは許さないと言わんばかりに真っすぐ見つめてくるレクシアさんの目から、私は目を逸そらすことができませんでした。

「……私は、優夜さんが好きです。初めて会ったときから、優夜さんの優やさしさに知らず知らずのうちに惹かれてました」

「……」

「それからも優夜さんは変わることなく私のことを何度も助けてくれて……気付けば、今まで感じたことのない感情が私の中にありました。そしてこれが……好き、ということなんでしょうか……」

　レクシアさんに促うながされたことで、ようやく私は自分の気持ちを冷静に分ぶん析せきすることができました。

　私は優夜さんのことが好きです。

　初めての感情だからこそ、戸と惑まどってしまいましたが、いざ受け入れてみると……気き恥はずかしくもあり、どこかスッキリとした気持ちになりました。

　すると、私の言葉を聞いたレクシアさんは一人で頷うなずいていました。

「なるほどね……ルナもそうだけど、何で皆みんな自分の気持ちを隠かくしたがるのよ。素す直なおにユウヤ様が好きって言えばいいのに」

「……いや、お前が正直すぎるだけだろう」

「別にいいじゃない。前向きな感情はどんどん伝えるべきよ。そうしないと相手には伝わらないんだから」

「それは……そうかもしれんが……」

「えっと……お話を聞いてる感じだと、ルナさんも優夜さんのことが……？」

「う…………そ、そうだ」

　顔を赤く染め、気まずそうに視線を逸らすルナさんが、何だか可愛かわいらしく見えました。

「まあでもいいわ。カオリがユウヤ様のことを好きだって分かっても、私のすることは変わらないわ！」

「え？」

「言ったでしょう？　私はユウヤ様に求きゆう婚こんしたって。まだ諦めてないわよ！」

「ええええ!?　で、でも、結婚はまだ早いんじゃないでしょうか……？」

「あら、ユウヤ様やカオリの国ではそうなの？　私たちの国ではこのくらいの年から結婚なんて当たり前よ？」

　何ということでしょう。

　確かに私たち女性は地球で見てもギリギリ結婚できる年ねん齢れいですが、優夜さんはまだ18歳ではありません。

　ただ、それは地球の……日本の中での法律の話であって、この世界なら合法……ということになるんでしょうか？

　私が混乱していることを知らないレクシアさんは続けます。

「だから、私はユウヤ様を諦あきらめないわ！　もちろん、ルナとカオリにも負けるつもりはないから！」

「ほう？　だが、今のところ私が一歩リードしているぞ」

「ムキー！　あれはオーウェンが馬車を止めてくれないからああああ！」

「まあこの残念王女は置いておいて……私としてはカオリ、お前が一番の障害だ」

「え？」

「ユウヤと同じ国の出身で、先ほどのやり取りを見た限り、私たちの知らないユウヤの一面を知っているはずだ」

「ハッ!?　そ、そうよ！　カオリには私たちにない有利性があるじゃない！　ってことは……もしかして一番私が出で遅おくれてる!?」

　何を基準にそう思ったのかは分かりませんが、少なくとも優夜さんに求婚している時点で出遅れているということはないと思います。私はさっき自分の気持ちを素直に受け止めたばかりなのに、ここまでハッキリと、しかもその気持ちを相手に伝えることができるレクシアさんは本当にすごいと思いました。

　そんな風に私が感じている中、レクシアさんは私とルナさんに指を突つきつけます。

「いいわ！　ここから逆転して、ユウヤ様と先に結婚するのは私よ！　覚かく悟ごしなさい！」

「ふん、すぐにまた引き離はなしてやるさ」

　何やらルナさんもそんなレクシアさんの発言に不敵に笑っていますが、私はレクシアさんの発言に違い和わ感かんを覚えました。

「え、えっと……先に、とはどういうことでしょうか？」

　普通、誰か一人と結婚してしまえば、後などないと思うのですが……。

　するとレクシアさんとルナさんはキョトンとした表情でお互たがいに顔を見合わせています。

「え、まさかとは思うけど……カオリの国じゃ複数の人と結婚することってないの？」

「な、ないですね……え、あるんですか!?」

「あるというか、割と普ふ通つうだぞ」

「面おも白しろいわね。こういう部分でも文化の違ちがいが分かるのって！」

　ルナさんとレクシアさんが興味深そうな表情を浮うかべていますが、日本の常識の中で育った私からすると、信じられることではありませんでした。

「つまりその……一夫多妻制ということでしょうか？」

「一夫多妻だけじゃなく、一妻多夫もあるぞ。特に王族や貴族はそのどちらかの傾けい向こうが強いな」

「お父様だって、私のお母様以外にも何人か女性を娶めとっているわよ？　女当主の貴族なんかは、多くの男性と結婚してるわね」

　レクシアさんたちの説明に正直驚おどろきばかりだが、貴族や王族という単語を聞き、少し冷静になります。

　そういった方々は、跡あと継つぎを残さなければいけませんから、たくさんの女性や男性と結婚するのでしょう。

　ただ……。

「その……貴族や王族の間でということなら理解できました。ですが、さすがにその考えは一いつ般ぱん市民では考えられないのではないでしょうか……？」

「まあ重婚している平民は珍めずらしいが、それは経済力がないからだ。金を持っている平民ならば重婚しているもんだぞ。大商人なんかがいい例だろうな。その点、ユウヤならば問題ない。この森にいる魔ま物ものの素材だけでとんでもない額が稼かせげるし、何なら冒ぼう険けん者としても十分やって行けるだろう」

「それに、私と結婚するんだからどうせ王族になるのよ？　まったく問題ないわね！」

　あまりにも次々と語られる異世界の常識に、私は頭が痛くなってきました。

　確かに地球でも重婚が認められている国はありますが、日本では考えられないので、それに優夜さんが適応されると思うと……。

　一人で衝しよう撃げきを受けていると、レクシアさんは明るい調子で話題を変えました。

「ま、そこら辺はこれからね！　ユウヤ様にもその気になってもらわなきゃいけないし！」

「そうだな」

「それで、私としてはカオリが知ってるユウヤ様のことが聞きたいんだけど!?」

「え？　わ、私が知ってることですか？」

「そうよ！　せっかくなら、お互いにユウヤ様の知ってることを語り合いたいじゃない！　カオリも私たちが知ってるユウヤ様の一面、知りたいでしょう？」

「そ、それはもちろん！」
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　確かにこの世界での優夜さんの活かつ躍やくは知らないので、聞きたいですね。

　そんな私の反応にレクシアさんは嬉しそうに笑うと、そこから私とルナさんを含ふくめて、優夜さんのことについて語り合いました。

　同年代の女の子とここまで話したのは本当に久しぶりで、お風ふ呂ろを出る頃ころには私たちは立派な友だちになっていたのでした。
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　レクシアたちが風呂で会話をしている頃、オーウェンは優夜たちの情報を集めようとしていた。

　ただ、突とつ然ぜん現れた佳織という存在のせいで、調べることが増えてしまい、頭を悩なやませてしまう。

　それでも優夜と佳織には共通点もいくつかあるので、情報収集の際には参考になる。

「（髪かみや瞳ひとみの色は同じだが、顔立ちはさほど似ていない……となると、兄妹きようだいという線は薄うすく、恐おそらく本当に友人なのだろう。ならば、カオリ殿どのもユウヤ殿と同じく貴族か王族ということになるのだろうか……）」

　とはいえ、情報が少ないことには変わりない。だからこそ、オーウェンの勘かん違ちがいは加速し、王都に帰った際には新たに報告することが増えたと頭を痛めた。

　というのも、オーウェンは優夜の情報を少しでも集めて、アーノルドに報告しようと考えていた。

　レイガーによってアーノルドが襲しゆう撃げきされた際、その襲撃者たちはかなりの手て練だれだったにも拘かかわらず、優夜は難なく対処してみせ、さらには伝説級のアイテムを次々と取りだしたのだ。

　そんな相手が存在する国や個人をそう簡単に野放しにできるはずもなく、アーノルドはできることならばアルセリア王国にいてもらいたいと考えていた。

　優夜が国を捨て、アルセリア王国の国民になってくれるのであれば、それだけで大きな利益になると踏ふんだからだ。

　事実、優夜の実力や伝説級のアイテムが外交にすさまじい影えい響きようを及およぼすことになるのは間違いない。

　ただ、まだオーウェンもアーノルドも優夜の実力のほんの一部しか見ていないため、優夜の転移魔法などを知ったらどうなるか分かったものではなかった。

「（一番いいのはユウヤ殿だけを引き入れるのではなく、ユウヤ殿とレクシア様が結婚し、そのままユウヤ殿の国と交易が始まることなのだが……陛下は渋しぶるだろうな。まあ先の一件でユウヤ殿への敵意はほとんどなくなっているが……）」

　アーノルド自身が匙さじを投げ、諦めていたレイガーの治ち療りようを優夜が行ったことにより、アーノルドは優夜への評価を改めていた。

　それだけ優夜の行ったことはすさまじいのだが、当の本人はあまりそのことを自覚していない。

　それでもやはり愛まな娘むすめのレクシアが優夜に好意を向けている現状は面白くないと思っているものの、優夜の実力などを考えてかなり悩んでいた。

　国としては何としても優夜との繫つながりを求めたいところだが、親としては誰だれにも渡わたしたくないのだ。

　とはいえ、その好意を向けられている優夜自身がレクシアの求婚を断っているため、まだ結論を急ぐ必要はなかった。

　ただし、ここにきて佳織という不確定要素が出現したことで、優夜を巡めぐる争そう奪だつ戦が複雑化することになった。

「（それにしても……）」

　オーウェンはふと自分の近くで寛くつろいでいるナイトとアカツキに視線を向ける。

「わふ？」

「ふご？」

　すると、二人は不思議そうに首を傾かしげた。

「（簡単な紹しよう介かいしかされていなかったが……ユウヤ殿の家族だ。どう考えても普通ではないよな……）」

　そう思いつつ、オーウェンはこの機会にナイトたちをしっかり観察した。

「（ナイト殿は……犬？　……じゃない。狼おおかみだな。ただ、黒色の狼の魔物となると、さほど種類は多くないが……一番有名なのは【ブラック・ファング】だが、あれはＤ級だ。とてもではないが、大魔境では戦えないだろう。それ以上となると、【シャドウ・ウルフ】や【マーダー・クロー】などが浮かぶが……やはり大魔境で生きていくには弱い。それに、あのユウヤ殿を超こえる索さく敵てき能力は普通ではないぞ。となると────）」

　そこまで考え、オーウェンはとある魔物の名前が頭に浮かんだ。

　そして、その魔物の名前が頭に浮かんだ瞬しゆん間かん、オーウェンの額に汗あせが浮かんだ。

「（ま、まさかとは思うが……あの伝説の【ブラック・フェンリル】……ということはないだろうな……。『神しん狼ろう』の異名を持つ【フェンリル】すら屈くつ服ぷくさせ、さらにかつて栄えい華がを極きわめた三大国を一夜にして攻せめ落としたという……）」

　もう一度ナイトに視線を向けるが、ナイトはやはり可愛かわいらしく首を傾げるだけだった。

「（い、いやいやいや、さすがにそれはない。伝説ではそれこそ一つの街を丸まる吞のみにできるほどの大きさを誇ほこったとの記述があったくらいだ。どう考えてもナイト殿では小さすぎる。恐らく俺や世間ではまだ知られていない、大魔境独自の魔物なのだろう。となると、アカツキ殿も……）」

　今度はアカツキに視線を向けるが、アカツキはオーウェンには興味がないようで、腹を見せて床ゆかでだらしなく転がっていた。

「（……うむ。どう見てもただの子ブタだな。いや、あの赤毛は珍しいが……特別すごいようには見えない。ナイト殿のように戦っている姿も見ていないし、戦せん闘とうは得意ではないのだろう）」

　アカツキに関してはこれ以上考える必要もないと、オーウェンは決めた。

　────結局オーウェンは、大した情報も集めることができず、頭を悩ませ続けることになるのだった。
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「ふぅ……いい湯だったわ！」

「ああ……さすがユウヤの持つ風呂だ」

「すごいですね……お風呂上がりにここまで体の調子が良くなるなんて思いませんでした……」

　お風呂から上がってきた三人は、お互たがいに楽しそうに話しながら戻もどってきた。

　……すごいな。お風呂に入る前は少しよそよそしかったのに、今はもうかなり仲良くなったように見える。

　ひとまず初めて俺の持っているお風呂に入った佳織に感想を聞いた。

「佳織。お風呂はどうだった？」

「すごいですね！　お肌はだもスベスベになったんですが、それ以上に……こう、体の底から力が湧わき上がってくる感じがします！」

　目を輝かがやかせてそう言う佳織の様子に、満足してもらえたことが分かった。

「それはよかった。あのアイテムには色々効果があるみたいだからさ」

「本当に異世界のアイテムはすごいんですね……しかも、あのお風呂が持ち運べるんですよね？」

「まあね。だから好きな場所でお風呂に入れるし、アイテムの効果で周囲から見えなくなるようになっているらしいから、人目も気にしなくていいみたいでさ。まあそれでもある程度は場所を選ぶと思うけど」

「それでもすごいですよ！」

　予想以上にお風呂にハマってくれた佳織に苦笑いしつつ、俺はレクシアさんたちにも訊いた。

「そういえば、今日は何をしに来たんですか？　その、佳織の紹介や突然のお風呂ですっかり忘れていたんですが……」

「あら、特に用はないわよ？」

「へ？」

　まさかの発言に、俺は固まる。

　しかし、レクシアさんは気にした様子もなく胸を張った。

「私がユウヤ様に会いたいから、会いに来たのよ！」

「……私もユウヤに会いたいとは思っていたが、場所が場所だからな……だが、この王女はそんなことも気にしない。それに付き合わされる私たちの身にもなってくれ……」

「え、いや、確かにこの場所は危ないけど……ってちょっと待って。あの……アーノルド様にはちゃんと報告してから来たんですよね……？」

「面めん倒どうだからしてないわ！」

　ダメじゃないか……！

　これじゃまた俺が怒おこられちゃうよ……！

　思わず頭を抱かかえると、オーウェンさんが溜ため息いきを吐つきながら教えてくれた。

「ユウヤ殿。安心してください。私が一応報告しております」

「あ、それはよかったです……」

　いや、本当に。

　でも、用事がないのなら、退たい屈くつさせちゃうかな……。

　せっかく来てもらったので申し訳ないなと思いつつ、俺は正直に告げる。

「その、すみません。明日も用事があるんですが……」

　もちろん用事というのは学校のことだ。テストまでもう時間もないしな。

「あら、そうなの？　それってカオリも？」

「そう、ですね……」

「むぅ……二人で用事となるとすごくその内容が気になるけど……でもいきなりやって来たのも事実だし、何も言えないわ」

　レクシアさんは少し不満そうな表情を浮うかべながらも、どうやら納なつ得とくしてくれたみたいだ。

「そういうことなら私たちもそろそろ帰るわ。あまり長居するとお父様が怒りそうだし！」

「いや、お前が黙だまって出て来た時点で怒られると思うぞ……」

　ルナの正論にもレクシアさんはまるで気にした様子はなかった。元暗殺者という立場からどうなるかと思ったが、予想以上に二人の相あい性しようがよさそうでよかった。

　するとレクシアさんたちが帰ると言った瞬間、佳織は少し寂さびしそうな表情を浮かべる。

「分かってはいますけど……いざお別れとなると寂しいですね……」

「あら、別に今こん生じようの別れってワケでもないんだし、そんなに落ち込まなくてもいいじゃない！　何だったら、明日も今日と同じ時間に来てもいいわよ？」

「レクシア様。明日以降はしばらく公務が続きます」

「え」

　オーウェンさんのそんな言葉に、さっきまで生き生きとしていたレクシアさんの表情が固まった。

「う、噓うそよね？」

「いえ、本当です。公務を与あたえれば、何と言おうが我がままができなくなりますから。レクシア様にはちょうどいいでしょうと私が進言しました」

「お、オーウェンんんんんんんんん！」

　レクシアさんは鬼おにのような形相でオーウェンさんを睨にらみつけた。こ、怖こわい……。

　だが、オーウェンさんはそんなレクシアさんを見てもまるで動じない。

「最近は少々自由な行動が多すぎましたからね。明日からしばらくの間、存分に働いてもらいますよ」

「い、嫌いやよ！」

「いいえ、ダメです。とりあえず分かっているだけでも今度行われる社交界には参加していただきますし、隣となりのローネス王国の方々との会食も控ひかえております。さらに前回行くことができなかった地方都市への視察もありますよ」

「い、嫌あああああ！」

　レクシアさんはその場に崩くずれ落ちた。な、なんていうか、王族も大変なんだなぁ……。

　それにこうして話を聞いているだけでも、レクシアさんは本物の王女様なんだなって強く実感する。やっぱり住む世界が違ちがうよ。

　崩れ落ちたレクシアさんの隣で、ルナは呆あきれたように溜息を吐いた。

「はぁ……私も嫌だが、こればかりはな。レクシアに雇やとわれている以上、私も参加しないとダメか……」

　するとそんなルナの言葉が聞こえたのか、急に元気を取り戻した。

「る、ルナ！　貴女あなたも一いつ緒しよなのよね！　なら嫌でしょう!?　会食も社交界もぜんっぜん面おも白しろくないんだから！」

「そうだな。だが、私はただの護衛だ。そこら辺の煩わずらわしいやり取りはないがな」

「う、裏切り者おおおおおおお！」

　どうやらレクシアさんに味方はいないようだ。だからそんな目で俺を見ないでください。俺にはどうすることもできません。

「うぅ……し、仕方ないわね……ならそれらをすぐに終わらせて、もう一度ここに来てやるんだから！」

「はいはい、そうですね」

「『はい』は一回でいいのっ！」

　レクシアさんはオーウェンさんにそう怒ど鳴なると、改めて俺たちを見る。

「それじゃあ名残なごり惜おしいけど、ここでお別れね」

「あ、【大だい魔ま境きよう】の入り口まで送って行きましょうか？」

「有あり難がたいけど、遠えん慮りよしとくわ。ついでにルナとオーウェンのレベル上げも兼かねてるから！」

「こ、コイツ……！」

　ルナとオーウェンさんは目を見開いていた。だ、大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？

　まあ大魔境の入り口付近の魔物は、ルナならたとえ群れでやって来ても対処できるし、大丈夫か。

「というわけで、カオリ。また会いましょう！」

「はい！　また色々とお話を聞かせてくださいね！」

　────こうしてレクシアさんたちは帰って行った。

　一応ナイトにお願いして陰かげからついていってもらったので、大丈夫だろう。

　その姿を見送っていると、隣で佳織が呟つぶやく。

「行っちゃいましたね……」

「そうだな……」

「……レクシアさんたちはいい人で、すごく楽しかったです」

「そっか。仲良くなれたようでよかったよ」

　最初は妙みようにピリピリしてたからどうなることかと思ったけどさ。

　思わず苦笑いすると、俺はふと気になったことを訊く。

「そういえば、最後はあれだけ仲良くなってたけど、お風ふ呂ろで一体何を話したんだ？」

　そんな俺の問いに対し、佳織は上目づかいで俺を見ると、いたずらっぽく笑った。

「……内ない緒しよです！」








第六章　謎なぞの少女との再会









　佳か織おりとレクシアさんたちが出会ったあの日から数日後。

「ふぅ……今日の勉強はこれくらいにしようかな？」

「わふ？」

　俺が伸のびをしながらそう言うと、ナイトがこっちを見上げ、首を傾かしげる。

　そういえば、最近はテスト勉強ばかりでナイトたちに構えてなかったなぁ……。

「……うん、今日はナイトたちと出かけるのもいいかもしれないな」

「わふ？」

「フゴ」

　ナイトとアカツキが大丈夫？　といった表情を浮かべつつ、外に出るのは楽しみなのか、目を輝かせた。こんな顔をされちゃうと余計に行きたくなるし、申し訳ない。

「大丈夫だよ。どこに行っても、転移魔法ですぐ帰ってこれるしさ」

「ワン！」

　すると、ナイトは部屋に置いていた冒ぼう険けん者ギルドカードを咥くわえると、俺の下もとに持ってくる。

「ワン！」

「あ、そういえば、冒険者ギルドにも登録したんだったな……もしかして、依い頼らいを受けたいのか？」

「わふ」

　俺の問いにナイトは元気よく頷うなずいた。

「そうか……それじゃあ、今日は冒険者ギルドで依頼を受けようかな！」

「ワン！」

「フゴ！」

　二人の元気な姿に笑えみを浮かべつつ、俺たちは早さつ速そく準備をするとそのまま王都へと向かった。

　ただ、いきなり街中に転移してもあれなので、俺たちは王都から少し離はなれた人ひと気けのない場所に転移した。

　そのまま真っすぐ王都にまで行き、問題なく街に入ることができると、冒険者ギルドへと向かう。

　もっと時間があれば、王都の街並みを見て回ってもいいんだろうけど、今回は冒険者ギルドでの依頼がメインの目的だからな。見て回るのはテストが終わってからだ。

　そんなことを考えながら冒険者ギルドに向かっていると、向かい側からとある人物が歩いてくるのが見えた。

「ん？　ユウヤ？」

「あ、ルナ！」

　何と、冒険者ギルド近くでルナと会ったのだ。

「どうしてここに？　確か、忙いそがしいって話だったと思うのだが……用事は終わったのか？」

「いや、まだだよ。ただ、その合間の息いき抜ぬきとして、ここに依頼を受けに来たんだ。ほら、行き帰りは転移魔法が使えるしさ」

「……いや、その方法が使えるのはお前だけだからな？」

「分かってるよ」

　レクシアさんからも転移魔法の危険性は散々伝えられたしな。

　それよりも、俺も気になったことがあった。

「そういうルナも、どうしてここに？　レクシアさんの護衛はいいの？」

「ああ、今日はオーウェンひとりで護衛が大丈夫そうだから、久しぶりに休みをもらってな。とはいえ、体を動かさないというのも……だから、王都を散歩していたところだ」

「なるほど……なら、俺と一緒に冒険者ギルドで依頼を受けない？」

「え？」

　俺の提案にルナは何故なぜか呆ほうけた表情を浮うかべる。

「あ、その……いいのか？」

「いいも何も、前に修しゆ行ぎようしてたみたいに、また一緒に魔物と戦いたいなって思ってさ。な？」

「わん！」

「ふご～」

　ナイトとアカツキもルナの参加には好意的で、ルナの足元にすり寄っている。可愛かわいい。

　そんなナイトたちを見て、ルナは笑みを浮かべた。

「そ、そうか……いや、まさか本当にユウヤと二人で依頼に行けるとは……こ、これはデートと言えるのではないか……!?」

「え？」

「な、何でもない！　とにかく、何か手ごろな依頼を探そう」

　ルナに先導される形で掲けい示じ板ばんに近づき、依頼を確かく認にんするが、俺たちのランクで受けられる依頼は本当に簡単なモノばかりだ。それこそ前に受けた薬草採取や、荷物の配達、草むしりなど……雑用が多いイメージだな。

　掲示板をざっと見ていると、ルナがとある依頼に目を向けた。

「ユウヤ、これならどうだ？」

「え？」

　そこにあったのは、『王都周辺の魔物調査』と書かれた依頼書だった。

「へえ、よさそうだね。でも、王都周辺にそんな魔物が出るような場所があるの？」

「ああ。一応、近くに森があるから、そこの調査って形になるだろう」

「なるほど……」

　結局他ほかによさそうな依頼もなかったため、ルナがこうして勧すすめてきた依頼をとりあえず受けてみることにした。

　受付にはエミリアさんがいたため、エミリアさんに手続きをしてもらいつつ、もう少し詳くわしい話を聞く。

「その、王都周辺の調査ですが、主おもにどんなことをすればいいんでしょうか？」

「あ、それほど難しく考えずとも大丈夫ですよ。何か一種類でいいので、王都周辺に出現した魔物を狩かっていただければ依頼は達成です」

「思ったより簡単ですね」

「そうですね。それにこれは常時貼はりだされている依頼ですから、他の冒険者の方もよく受けられますよ。こちらの依頼で大丈夫でしょうか？」

「はい、大丈夫です」

「では、このまま手続きしちゃいますね」

　こうしてエミリアさんに手続きをしてもらい、俺たちは転移魔法で王都近くの森に向かうのだった。
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「ふーん、ふふーん♪」

「なんだか上じよう機き嫌げんだね？」

　エミリアさんに手続きをしてもらった後、すぐに王都を出ると、ルナは鼻歌を歌い始めた。

　すると、俺の指し摘てきにルナは恥はずかしそうに頰ほおを染める。

「そ、そうか？　……まあ、その……ユウヤと二人っきりで出かけられるから、つい……な」

「あ、えっと……はい」

　ルナの反応に俺も思わず顔が熱くなった。

　でも、確かにルナと二人で行動したのは【大魔境】での修行以来だ。いや、ナイトやアカツキはもちろんいるけど、人という意味ではね。

　まあルナとの修行がなくなっても、ウサギ師し匠しようとの修行は続けているけどな。

　お互たがいに照れながら目的地である王都近くの森に着く。

　その森からは【大魔境】ほどの禍まが々まがしさは感じられない。

　俺たちは気を引き締しめた。

「さ、それじゃあ適当な魔物を────」

　そう言いかけた瞬しゆん間かんだった。

『きゃあああああっ！』

「「!?」」

　俺たちは森から聞こえた女性の叫さけび声に、顔を見合わせる。

「今のは……！」

「分からない。だが、近いぞ……！」

「クッ！　ナイト！　今の声の主、どっちにいるか分かるか!?」

「……ワン！」

　ナイトは鼻と耳を動かすと、一つ吠ほえ、走り出した。

「よし、俺たちも行こう！」

「ああ！」

　ナイトの後を追い、急いで森に足を踏ふみ入れる。

　そして少ししたところで、声の正体が見えてきた。

「こ、この狼おおかみは……」

「グルルルル……」

　なんと、以前冒険者ギルドで声をかけてきたグレナさんが木を背にして座り込み、その前にナイトが立ち、何かに警けい戒かいしている。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「あ、貴方あなたたちは……！」

「何があったかは分かりませんが、ひとまずここを────」

「だ、ダメ！　避よけて！」

「ウォン！」

「っ!?」

　グレナさんに逃にげるように言おうとした瞬間、突とつ然ぜん何もない場所から鋭するどい攻こう撃げきが飛んできた。

　それを咄とつ嗟さに【絶ぜつ槍そう】を取り出し防ぐと、攻撃してきた方向に投げつける。

　すると……。

「ケエエエエエエ!?」

「なっ、なんだ、コイツ!?」

「ユウヤ、ソイツは【アサシン・カメレオン】だ！」

「カメレオン!?」

　急いで周囲の気配を確かめると、確かにすごく薄うすい気配だが、何かが俺たちを取り囲むようにしているのが分かった。

　俺はグレナさんを守るように周囲を見み渡わたすと、ルナが教えてくれる。

「【アサシン・カメレオン】は、Ｂ級の魔ま物ものだ。今みたいに周囲に擬ぎ態たいし、襲おそい掛かかってくるぞ」

「なるほど……」

【大魔境】以外で初めての魔物だが、思ったよりランクが高い。これが普ふ通つうなんだろうか？

　それにしても、この擬態能力はかなり厄やつ介かいだ。俺でもギリギリ分かるレベルだし。

　だが、一応分かるには分かるので、この気配を逃のがさないようにしつつ戦うしかない。

　俺は背後で呆ぼう然ぜんとしているグレナさんに声をかけた。

「……ひとまず、この魔物を倒たおしますね。ルナ！」

「分かっている……！」

　ルナは手にした糸を巧たくみに操あやつり、周囲に無造作に放った。

　その糸は周囲の木々を切り刻み、避けきれなかったアサシン・カメレオンたちもダメージを負い、姿を見せる。

「ケアアアアア！」

「クケエエエエエ！」

　奇き妙みような叫び声を上げるアサシン・カメレオンは、緑色の体に黄色い大きな目、そして額には立派な角を持つ二メートルほどの大きなカメレオンだった。

　そして姿を見せれば、ルナだけでなく俺も対処できる。

「ハアッ！」

　ルナの糸でダメージを負い、暴れまわるアサシン・カメレオンの首を、俺は【絶槍】から【全ぜん剣けん】に持ち替かえ、的確に切り裂さいていった。

「く、クケエエ！」

「ケエエエ！」

　すると生き残ったアサシン・カメレオンは俺たちに背を向け、一目散に去って行った。どうやら逃げたようだ。

　魔物が逃げるという初めての経験に驚おどろいていると、ルナが隣となりに来る。

「アサシン・カメレオンはその名の通り、奇き襲しゆう攻撃が得意な魔物だ。その奇襲を防がれたり、通じない相手が来ると逃げる習性を持ってる」

「な、なるほど……」

　未いまだに知らない生態に俺が驚いていると、さっきまでの戦せん闘とうを見ていたグレナさんは目を見開いた。

「す、すごい……」

　そんな反応を背に受けながら、俺はナイトとアカツキにグレナさんのことを任せ、ドロップアイテムを回収する。

　ぱっと見た感じ、どれも見たことのないアイテムなのでもっとゆっくり確認したいが……グレナさんがいるし、そういう状じよう況きようじゃない。

「すみません。一度、ここから抜ぬけましょう」

「そ、そうね」
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　そのまま森を抜けると、俺たちは一息ついた。

「はぁ……本当に助かったわ。ありがとう」

「い、いえ、助けられてよかったです」

「まさかアサシン・カメレオンの群れに遭そう遇ぐうするとは思わなかったわ……とにかく、私は貴方に命を助けられたわけだし、お礼をしなくちゃね♪」

「お、お礼？」

　何故なぜか俺の腕うでをとり、やたら胸を押し付けてくるグレナさん。あ、あの！

「今夜でもいいけど、お姉さんの家に来ない？　イイコト、してあげるから♪」

「い、いいこと？」

「そうよ。お姉さんと────」

「────私のことも忘れないでもらおうか？」

　グレナさんの対応に困っていると、ルナがグレナさんの腕から俺を解放してくれた。

　そして、そのままグレナさんをルナは睨にらむ。

「ユウヤへのお礼があるのなら、当然私にもあるのだろう？」

「えっと……ルナさん？」

　ルナの態度に恐おそる恐る声をかけると、グレナさんは苦笑いを浮うかべた。

「あらあら、残念ね。私にそっちの趣しゆ味みはないし……ひとまず、今日はこれくらいにしてもう帰るわ。なんだかんだで疲つかれたのは本当だし」

「あ、じゃあ送りましょうか？」

　咄嗟にそう提案すると、グレナさんは笑えみを浮かべる。

「それはありがたい提案だけど、大丈夫よ。それに……これ以上私がいると、その子が怖こわいから♪」

「へ？」

　グレナさんの視線を辿たどると、妙みように不ふ機き嫌げんそうなルナがじっと俺を見つめていた。

「ど、どうした？」

「……別に」

「どうみても別にって顔じゃないんだが……」

　何度俺が訊いても、結局ルナはそう答えるだけだったが。

　そして、グレナさんはもう一度俺たちに礼を言うと、そのまま一人で帰って行き、俺とルナは目的通り、森での探たん索さくを再開するのだった。
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　グレナさんをルナと一いつ緒しよに助けてから、数日後。

　すっかり忘れていた、アサシン・カメレオンを倒したときに手に入れたアイテムを確かく認にんした。

　そのアイテムがこれである。

【暗殺避役の変へん色しよく皮ひ】……アサシン・カメレオンの皮。非常に柔じゆう軟なん性に優すぐれており、様々な加工が可能。Ｂ級の魔物ということもあり、防ぼう御ぎよ力もそれなりに高い。また、加工の仕方で色が変わるため、防具や服ふく飾しよく系の仕事に携たずさわる人間が一度は扱あつかいたいと思う目標の素材。

【姿隠かくしの外がい套とう】……アサシン・カメレオンのレアドロップアイテム。この外套を着ている間、周囲から姿を隠すことができる。また、姿を隠している間、任意の人間にだけ姿を見せるようにすることも可能。ただし、絶対に気付かれないわけではなく、一度気付かれてしまうとその相手にもう一度使用しても見抜かれるため、一いつ旦たんどこかに身を隠し、相手の認識を解く必要がある。

【換かん装そうの腕輪】……アサシン・カメレオンのレアドロップアイテム。この腕輪に登録した装備品に、一瞬で着き替がえることが可能。

　ここにＢ級の魔石も加わるが、一番はこれらのアイテムだろう。

【暗殺避役の変色皮】はゴム質の変わった素材で、光の当たり加減なんかでも色が変化するのだが、今のところ加工する予定も伝つ手てもないので、ブラッディ・オーガの素材と同じように【異世界への扉とびら】で換金することに。

　そして【姿隠しの外套】はスキル【同化】がある俺からすると必要が無いように思えたのだが、ふとスキルが使えない状況や、どんなスキルでも使用したことを見破る相手が出て来た時、その目を欺あざむき、姿を隠せるというのはいいなと思った。まだそういった相手に出会っていないが、備えはしていて損はない。

　後は【換装の腕輪】だが……これが今のところ一番便利だ。

　というのも、【血けつ戦せん鬼きシリーズ】と今着ている賢けん者じやさんが残してくれた普段着の二つをセット登録したところ、一瞬にして着替えることが可能となったのだ。

　今のところ防具は【血戦鬼シリーズ】しかないが、後々他の防具を手に入れたら、状況に応じて一瞬で着替えられるのである。これは本当に便利だ。

　そんな感じで異世界では充じゆう実じつした時間を過ごしたわけだが、地球では昨日で無事にテストも終わり、後は返へん却きやくを待つだけなのだが……今回はかなり自信がある。

「亮りようたちはテストどうだった？」

「俺はいつも通りって感じだなぁ。でも、そこまで悪くはないと思うぜ？」

「ぼ、僕は結構できたと思うよ」

　どうやら亮や慎しん吾ご君も特別問題はなさそうだったが、晶あきらと楓かえでが燃え尽つきていたところを見ると……かなり危ないだろう。もし追試になったら、力を貸そう。

　そういう俺は、元々数学系が苦手だったのだが、今回は佳織という強力な助すけっ人とによって、ずいぶんと助けられた。

　おかげで数学のテストはいつもより分かったし、古典や英語も佳織に教えることでより理解ができて、いつも以上に答えられたと思う。

　ただ、そんな佳織との勉強会もひとまずテストが終わったことで終しゆう了りようした。

「……少し、寂さびしいな」

　テスト期間中はずっと放課後に俺の家に来ては勉強をしていたため、こうして久しぶりに一人の時間になると、ちょっとした寂しさを感じた。

　それに……。

「やっぱり楽しかったからな……」

　異世界のことが佳織にバレてから、俺は妙に佳織のことが気になっていた。

　まあ理由としては、本当のことを知ったうえで、佳織が俺のことを受け止めてくれたからだろう。

　見た目も大きく変わり、躊ちゆう躇ちよなく魔ま物ものを倒す俺を見ても、怖がることなく「変わらない」と言ってくれたことが、俺は嬉うれしかったのだ。

　元々佳織のことは素す敵てきな子だと思っていたのだが……その件が原因で完全に意識してしまっている。

　……でも、俺なんかに好かれても佳織には迷めい惑わくだろうし、もっと相応ふさわしい人がいると思う。

　こういう考え方がいけないのかもしれないが、長年否定され続けてきた俺はすぐに自分に自信を持つことができない。

　それでも前よりはだいぶその傾けい向こうも少なくなってきたと思うのだが……それでもまだ考え方は変わらない。

「あー……ダメだ。ちょっと体を動かそう」

　モヤモヤすることがあると、最近は体を動かすようにしていた。

　純じゆん粋すいにウサギ師し匠しようから教えてもらったことや、【異世界への扉】を開いたばかりの頃ころにたまたま行った古本屋で見つけた様々な武術の本の内容を再現しようとしたり、とにかく体を動かすのだ。

　ナイトとアカツキを伴ともなって庭に出ると、ふと気付いたことを口にする。

「そういえば、最近ウサギ師匠を見ないなぁ」

「わふ？」

「ふご」

　ナイトとアカツキもそう思ったのか、同じように頷うなずいている。

　まああのウサギ師匠に限って危険な目に遭あってるとは思えないが、少し気になった。

　するとふと俺はレイガー様を拘こう束そくする際に現れた、謎なぞの少女のことが頭に浮かんだ。

「……もしかしたら、あの女の子のこと、ウサギ師匠なら知ってるかもな」

　あの圧あつ倒とう的な強さは、正直普ふ通つうじゃない。

　強さという点では多少自信がついてきたところだったのに、あの少女のせいでそんな自信は簡単に砕くだかれたのだ。まだまだ世界は広いなぁ。

「俺たちは俺たちで、少しずつ強くなろうな」

「ワン！」

「ブヒ～」

　ナイトは元気よく頷いてくれたが、アカツキはどこかやる気なさそうに前まえ脚あしをヒラヒラさせた。ま、まあアカツキは戦闘ってタイプじゃないもんな。

　それで、いざ強くなるといっても、今のままじゃ何も変わらない。

　だからこそ、俺たちはウサギ師匠との修しゆ行ぎよう以外で自分なりの工く夫ふうが必要になるんだが……。

「俺たちが今できることの中で強くなる方法があるとすれば、魔法と接近戦の融ゆう合ごうだろうな」

「わふ？」

「ぶひ」

　ナイトは真しん剣けんに聞いており、可愛かわいらしく首を傾かしげているが、アカツキはもう完全に興味がないのか地面にだらしなく寝ねそべっていた。うん、可愛いし、アカツキはそれでもいいか。

　気を取り直して、俺はナイトに俺の考えを説明する。

「ほら、今のところ俺たちって近接戦は武器だけで、魔法は魔法だけって戦い方をしてるだろ？」

「わふ」

「だから、それをうまく融合させたらどうかなって」

「わふ？」

　実際、今の俺たちは、武器や体を使って戦うときに、魔法を使うという意識ができるほどの余よ裕ゆうがないのだ。

　そのせいか、攻こう撃げきのバリエーションが少ない。

　一応、俺なんかは賢者さんの武器が多くあるのでその武器を持ち替かえながら戦うことができるが、ナイトはそうはいかない。

　それに、実在するかどうかは分からないが、もしかしたら物理耐たい性せいと魔法耐性を切り替えながら戦ってくる敵がいるかもしれないのだ。

　そんな敵が出て来た時、今の俺たちでは、攻撃の切り替えの瞬しゆん間かんにやられてしまう可能性があるのだ。

　まあそういった可能性の話もあるが、それ以上に魔法と武器による攻撃が融合すれば、手数が増えるのは間ま違ちがいない。

　とはいえ、そう簡単にこの二つを融合させることができるとも思わない。

　いきなり攻撃を避よけられた瞬間にその避けた先に魔法を放つなど、今の俺にはとてもできないだろう。

　だから、少し考え方を変えることにした。

「賢者さんの武器とか、今の状態でとんでもなく強いだろ？」

「わふ」

「これ……もっと強くできないかな？」

「わふ!?」

　まあそういう反応になるよね。

「例えばさ、この【絶ぜつ槍そう】が……雷かみなりを纏まとったら強そうじゃない？」

　俺はアイテムボックスから【絶槍】を取り出すと、ナイトに見せながらそう言った。

　するとナイトはさらに目を見開く。

　俺が言いたいのは、武器に魔法を纏わせるということだ。

　これなら、前に戦った【レイス】という幽ゆう霊れいの敵でも、武器で倒たおすことができるだろう。

「見ててくれ」

　俺はそう言うと、【絶槍】を前に掲かかげて目を閉じる。

　そのままイメージするのは、【絶槍】に纏わりつく雷だった。

　イメージが固まると、俺は無意識のうちに口を開く。

「【魔ま装そう】」

　その瞬間、突とつ然ぜん上空から雷が落ちた。

　その雷は【絶槍】に直撃すると、そのまま【絶槍】に帯電し続ける。

　俺とナイトはその光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

「で、できた、な……」

「わ、わふ」

　俺はすぐに確かく認にんするようにその【絶槍】を振ふり回すと、雷らい光こうが線を引くように槍の後を追い、さらに心なしか【絶槍】を振るう速度が速くなっているように思えた。

「ま、まさかな……」

　俺はその感覚を確かめるべく、庭の外にある木に目め掛がけて軽く投げてみた。

　すると────。

　ズガアアアアアアアアン！

「「「……」」」

　俺とナイト、さらにはダラダラと寝転がっていたアカツキまでもが、その光景に啞あ然ぜんとした。

　なんと、俺が投げた槍は、俺自身ですら目で追えないような速度で飛んでいき、木に触ふれた瞬間、貫つらぬくだけでなく何故なぜか上空からその木にめがけて雷が降って来たのだ。

　一瞬で炭化した木には燃える暇ひまも与あたえられない。

　あまりの威い力りよくに呆然としていると、いつの間にか【絶槍】は手元に戻もどって来ていた。

　しかも、戻って来てなお【絶槍】が纏っている雷は消えておらず、未いまだにバチバチ鳴っている。こ、怖こえぇ……。

「え、これ……今は雷をイメージしたけど、火とか水ならどうなるんだ？」

　もう考え付いたのならすべてやってしまおうと、次々と【絶槍】に魔法を纏わせていくと……。

「うーん……できるヤツとできないヤツがあるなぁ」

　というのも、炎ほのおを纏わせることには成功したのだが、水を纏わせることはできなかった。

　恐おそらく、俺の想像力の問題だろう。

　火を纏う槍は簡単に想像できたのだが、水を纏う槍というのが想像できなかったのだ。

　他ほかにも風は纏わせることができたが、土はダメだった。

　そしてここまでできた俺は、さらに考えてしまった。

　────今の段階でできるモノを全部合わせたらどうなるんだ？

　好こう奇き心しんが収まらない俺はすぐに試ためしてみるが……できてしまった。

「ま、マジか……」

「わふー……」

「ふご」

　ナイトとアカツキも俺の手にある【絶槍】を見て、どこか引き気味だった。

　というのも、今の俺が持っている【絶槍】は、いつもの姿ではなく、炎の竜たつ巻まきを纏まとい、その周囲を雷が帯電しているのだ。

　しかも、どういうわけか持っている俺は特に熱さなどは感じない。

「……これ、投げたらどうなるんだ……？」

　気になるところだが、雷だけでもだいぶヤバかったわけで、これを庭の外の木に投げようもんなら大惨さん事じになるだろう。

「こ、これは簡単には投げられないな……」

「わふ……」

「ふご」

　ナイトとアカツキも全力で同意するように、激しく頷いた。

　ただ、これで一つの課題である魔法と近接戦の融合はひとまず誤魔化すことができるだろう。

　もちろん一番いいのは、バランスよく武器と魔法を織り交ぜつつ、今のような魔法も使うことだ。

　だが、それをするにはまだ経験や魔法の習熟度が足りないので、その繫つなぎとしての今回の試みだったのだが……。

「予想以上の成果だったな」

「ワン！」

　ナイトも目を輝かがやかせて頷くと、ナイトは俺にとっての【絶槍】のように、武器である自分の爪つめに雷を纏わせられないか試し始めた。

　すると……。

「ウゥ……ウォン！」

「おお！」

　ナイトの爪に雷が落ち、そのまま雷が纏わりついていた。

　そしてナイトはそのまま駆かけ出すと、まるで雷のような速度で飛び出し、そのまま庭の外の木を切りつける。

　その瞬間、先ほど俺が【絶槍】を投げた時と同じように、雷が木に落ちた。

　どういう原理かは分からないが、何故か雷が上空から降ってくるのだ。

　もしかしたら、雷を纏った【絶槍】やナイトの爪が一種の目印……避ひ雷らい針しんみたいな働きをしているのかもしれない。いや、それも意味が分からないが。

　できたことで褒ほめてと言わんばかりに体を摺すり寄せてくるナイトを撫なでていると、俺はふとさらに恐ろしいことを思いついてしまった。

　それは先ほどのナイトが爪に雷を纏わせてから動いたことで浮うかんだことなのだが……。

「……なあ、ナイト」

「わふ？」

「俺たちがさ、ウサギ師し匠しようより速く動けたら……すごくない？」

「わふ!?」

　ナイトが俺の発言に先ほどと同じように目を見開いて驚おどろく。そりゃそうだろう。

　ウサギ師匠は『蹴聖』というくらいで、実際すさまじい脚きやく力りよくを誇ほこっている。

　だからこそ、その俊しゆん敏びんさはとんでもなく、未だに目で追うことはできないのだが……俺はその領域にいきなり踏ふみ込もうとしていた。

　普ふ通つうに考えれば、ステータスの面でもウサギ師匠に劣おとっているため、まず追いつくことは不可能だろう。

　だが、魔ま法ほうの力を借りればどうだろうか。

　賢けん者じやさん曰いわく、魔法は想像力がすべてだそうだ。

　そして、俺にはその賢者さんから受け継ついだ魔力回路がある。

「ちょっと見ててくれ」

　俺はそう言うと、目を瞑つぶってイメージを固めた。

　それは先ほど見た雷を纏うナイトの姿。

　それを俺に変えるだけだ。

　先ほど、ナイトは爪に雷を纏わせただけだったが、ナイトの動きは明らかに雷の影えい響きようを受けたように、今までで一番速かった。

　だからこそ、俺も【絶槍】ではなく俺自身に雷を纏わせたらどうなるのだろうと思ったのだ。

　その結果────。

「で、できた……」

「わふ……」

「ブヒ～」

　俺の身体からだに雷が纏わりつき、鎧が青白く光っていた。

「い、いや、まだ成功したかどうか分からないな。実際に動いてみないと────」

　と一歩踏み出した瞬間、俺はあらゆる景色を置き去りにした。

「………………は？」

　俺は突然周囲の景色が変わったことで、目を見開く。

　な、何が起きたんだ？　俺はただ一歩踏み出そうとしただけなんだが……。

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、俺はとある予感に恐る恐る後ろを振り向くと────。

「ま、マジか……」

　なんと、恐らく俺が通って来たであろう道ができていた。

　しかもその道は黒く焦こげており、何故か所々に雷の残光のようなモノが光っている。

「……俺、あの一歩でこんなに動いたのか？」

　あまりにも現実離ばなれした状じよう況きように逆に冷静になった俺は、今いる場所を【地図】スキルで確認し、思わずそう呟つぶやいた。

　というのも、俺はあの一歩で一瞬にして庭の外に出ると、そのまま森の入り口付近まで来てしまったようだ。いや、自分で言ってて意味が分からない。

　どう考えても一歩で動けるような距きよ離りじゃないし、何よりその速度がおかしい。

　もしかしたらウサギ師匠なら……とも思わなくもないが、少なくとも今までの俺には不可能だ。

　だが、それができている。やっぱり意味が分からない。

　俺は呆然としながらも未だに身体に帯電しているので、ひとまずこの状況で家に帰ろうとした。

　すると……。

「……マジか」

「わふ!?」

「フゴッ！」

　再び俺はその長距離を一瞬にして移動し、いつの間にか移動前の位置に立っていた。

　そしていきなり俺が帰って来たことで、ナイトとアカツキが目を見開いて驚いている。

　もう分かったが、やはり雷かみなりを纏まとえばそれだけの速度を得ることができるようだ。

　ただし、制せい御ぎよする必要はあるが……これはよく訓練しないとな。

　だって一歩踏み出した瞬間に知らない場所だなんて、普通に笑えない。

「それにしても……危なかった。たまたま家とか柵さくを壊こわさなかったけど、これ……下手したら家に突つっ込んでたぞ」

　考え無しに動いたことを今いま更さらながら後こう悔かいする。

　ただ、この能力はとても魅み力りよく的だ。

　そして使いこなせれば間ま違ちがいなく大きな力になるだろう。

「そうと決まれば、早さつ速そく修しゆ行ぎようするぞ！」

「わふ！」

「フゴ～」

　アカツキも俺たちの修行に付いて来てくれるみたいだ。

　早速、この技わざを使いこなすための修行を始めようと思うのだが、まずは移動することにした。

　その際、一度【魔装】は解いてある。じゃないとまた森の入り口に出てしまうかもしれないし。

「さて、それじゃあ────」

「ッ！　ウゥゥ……！」

「え？　ナイト？」

　今から始めようとした瞬間、突然ナイトが唸うなりだした。

　それに俺とアカツキが困こん惑わくすると────突然、背中がゾッとする感覚に包まれた。

「ッ！」

　俺は急いでアカツキとナイトを抱かかえると、一気に横に飛び退のく。

「アレは……！」

　先ほどまで俺たちが立っていたであろう場所から土つち煙けむりが上がっているのが視し認にんできた。

　油断なくその光景を見つめていると、不意に上空から声がかかった。

「────驚きよう愕がく。今の攻こう撃げきを避よけるとは……」

「君は……」

　上を見上げると、レイガー様を拘こう束そくする際に現れた、謎なぞの女の子が悠ゆう然ぜんと木の上に佇たたずんでいた。

　よく見ると、この間は持っていなかった銀色の弓を手にしている。

　少女の存在に対し、ナイトは唸り声をあげ、アカツキは珍めずらしいことに真しん剣けんな目を向けていた。どうしたんだ？

　アカツキの様子に首を捻ひねりながらも、俺は一番戦せん闘とう力の低いアカツキを隠かくすため、咄とつ嗟さにこの間手に入れた【姿隠しの外がい套とう】を着せた。

　そして俺は警けい戒かいしながら、女の子に訊きく。

「君は一体何なんだ？　どうして俺たちを攻撃した？」

「……」

　俺の問いに対し、彼女は黙だまっていたが、次の瞬間、俺は背筋に悪お寒かんが走った。

「っ!?」

　その感覚に従い、しゃがみながら【絶ぜつ槍そう】を振ふり上げて、何かを切り飛ばす。

　王都の襲しゆう撃げきの時にも見た矢だった。

「……この間も今みたいにいきなり矢が飛んできたけど、こうして俺を狙ねらってきたってことは、やっぱり君が関係しているんだよね？」

「────肯こう定てい」

　短い言葉だが、彼女は初めてこちらの言葉に反応した。

　そして────。

「確信。オマエは、事前に放った矢だけじゃ倒たおせない」

「事前に放った……？」

　この間も予知とかいろいろ謎なことを口にしていたが……まさかとは思うが、こうして今狙ってきている矢が、事前に少女が放ったモノなんてことはないよな？

　もしそうだとすれば、それはどんな技術を使っているのか全く分からない。

　それにそんなことができるということは、明らかにウサギ師匠クラスの実力者ってことになる。

「マジかよ……」

　ついつい口からそうこぼれてしまうが、それは仕方ないだろう。

　ついさっき、ウサギ師匠に少しでも追いつくための手段を考えていたところで、まだそれを制御できていないって状況だったのに……。

「ぶっつけ本番でやれってことか？」

「ウォン」

　ナイトも腹をくくったのか、臨戦態勢になる。

「……もう一度訊くけど、どうして俺たちを狙うんだ？」

「脅きよう威い。私の計画の邪じや魔まになりそうな存在だから。そして、ただの復ふく讐しゆう」

「復讐……？」

　女の子の言葉に、俺は首を傾かしげるしかない。

　復讐って……俺、この子に会ったことあったか？

　全然記き憶おくにないんだが、こうして復讐されるレベルってことは、かなり嫌きらわれることしないとあり得ないよな？

　どれだけ考えても、俺はこの少女と出会った記憶がないし、特に復讐されるようなことをした記憶もない。もしこの間の襲撃ですべての矢を防いだことに対する復讐なのだとしたら……それはもうどうしようもない。あのままだったら俺たち死んでたかもしれないし。

　ひとまずこのまま聞いてもまともに答えてくれなそうなので、俺も【絶槍】を構えた。

　ただ、もうすでに【魔装】の効果は切れている。まあ制御がまだまだできていないし、仕方ないけど。

「……よく分からないけど、とりあえず君を倒して詳くわしい話を聞くことにするよ」

「不可能。オマエの実力じゃ、私には敵かなわない」

「そんなの……分かんないだろッ！」

　俺は全力で【絶槍】を投とう擲てきすると、女の子はそれを首を捻ひねるだけで躱かわした。

　だが、【絶槍】は対象に当たるまで追つい尾びするため、すぐに方向転てん換かんして少女の背後から襲おそい掛かかる。

「驚愕。追ってくる」

「俺たちのことも忘れるなよッ！」

「ウォン！」

　背後から迫せまる【絶槍】に気をとられている女の子に、俺とナイトは同時に斬きりかかった。その際、俺は【全ぜん剣けん】を振り下ろし、ナイトは爪つめを振り下ろす。

　だが……。

「甘い」

　少女はその一言と共に、手にした銀色の弓でまず【絶槍】を受け止めると、その勢いを殺すことなく俺めがけて受け流した。

「うっ!?」

　全力で投擲した【絶槍】が俺の方に受け流されたことで一瞬慌あわてるが、すぐに冷静になってその攻撃をかわし、柄えを摑つかんでアイテムボックスに収納した。

　その際、少し【絶槍】の勢いにつられて体が開いたが、その勢いを利用し、手にした【全剣】を振り下ろす。

　しかし、少女はその攻撃すら難なくかわした。

　だが、躱した先にはナイトがいる。

「ウォン！」

　ナイトの神速ともいえる一撃に、少女はそのまま振り向きもせずに手にした銀色の弓で防いだ。

「なっ！」

「理解した。危険だけど……その程度」

「キャン!?」

「ナイトッ！」

　ナイトの攻撃を受け止めている女の子は軽く押したようにしか見えなかったが、ナイトはすごい勢いで吹ふき飛ばされた。

　それでもナイトは空中で体勢を整えると、そのまま着地し、再び唸り声を上げる。

　……たった数すう瞬しゆんのできごとだが、それでも嫌いやというほど実感させられた。目の前の少女は、恐おそろしく強い。

「無む駄だ。これ以上は何の意味もない。終わらせる」

「何？」

　彼女はそれだけ言うと、持っていた銀色の弓を構えた。

　すると、手元に先ほど飛んできた矢と全く同じ矢が出現する。……もしかしたら、アイテムボックスと似た能力で、そこに矢を収納しているのかもしれない。

　どんな攻撃が飛んでくるのかと警戒していると────。

「────」

　それは、ほとんど奇き跡せきみたいなものだった。

　俺は反射というレベルではなく、本能的な部分で無意識に体が動いていた。

　そしてその本能に従うように飛び退いた瞬間、俺の胴どう体たい部分にすさまじい衝しよう撃げきが走った。

「ぐっ!?」

「ウォン!?」

「来るなッ！」

　ナイトが驚おどろきの声を上げて近づいて来ようとするのを、俺はすぐに止めた。

　恐ろしいことに、俺の体にかすった矢の威い力りよくだけで吹き飛ばされたのだ。

　すると吹き飛ばされる俺を追撃するかのように、次々ととんでもない速度の矢が飛来する。

　それは最初に攻撃された時とは比べ物にならないほどで、もう目で追うことすらできなかった。

　俺の耳に聞こえるのは、弓の弦げんが弾はじかれる音だけ。

　音が聞こえた瞬間には、矢が俺の目の前にあるのだ。

　あれだけ警戒していたというのに、少女の攻撃は全く見えない。

　追撃で飛んできた矢に、俺は何とか【全剣】を盾たてにするかのように構えるが、たった一つの追撃だけで再び吹き飛ばされる。

「ッ！」

　何とか逃のがれようとするが、そんな暇ひますらなく、もう目の前には新たな矢が迫っていた。

　どう考えても防ぼう御ぎよも間に合わなければ、避けることもできない。

　このままだと────死ぬ。

　初めてこの異世界に来た時と同じような、濃のう厚こうな死の気配を感じた。

　この世界に来る前の俺だったら、その気配を前になすすべなく吞のみ込まれ、死んでいただろう。あまりの恐きよう怖ふに体が固まっていたはずだ。

　しかし、俺の体は不思議と強こわ張ばることはなかった。

　そんな気配に対して、むしろ……強い反はん抗こう心のようなものが芽生えた。

「っあああああああああ！」

「ッ！」

　俺は制御とかそんな考えは無視し、すぐに雷かみなりの【魔装】を展開した。

　その瞬間、俺の周囲の速度が一瞬にして遅おそくなるのを感じた。

　それは最初に【魔装】を使った時には起こらなかった現象だ。

　でも、何となくこの現象の理由は想像がつく。

　最初の練習中に【魔装】を使った時は、雷の効果は筋力にしか影えい響きようしていなかった。

　だが、今の俺は目や脳にまで雷の効果が及およんでいるのだろう。

　そのため、俺の体の動きに脳や目が初めて追いついているのだ。

　……本当ならこんなにすぐできることじゃないと思うけど、火事場のバカ力というか、ここでやらなきゃ死ぬことが分かっていたため、俺の体が本能的に危機回かい避ひ能力として発動したのだろう。

　それに、よく見ると最初に使った時の雷は青白く輝かがやいていたのだが、今は白銀色の雷が俺の体に纏まとわりついている。どうやら思考の加速だけでなく、雷そのものも強化しちゃったみたいだ。

　とにかく思考が加速したことで、目の前に迫る矢が恐ろしく遅く見え、俺はそれを避よけることに成功した。

　すると俺が矢を避けた途と端たん、周囲の速度が元に戻もどり、先ほどまで俺がいた場所に矢がマシンガンのように叩たたき込まれた。

「ッ!?」

　俺がいつの間にか別の場所に移動している状じよう況きように、少女は目を見開いている。

「困こん惑わく。今の攻こう撃げきは当たっていたはず。何故？」

　よほど信じられなかったのか、動どう揺ようを隠かくしきれない女の子。

　だが、その隙すきを俺は逃すつもりはなかった。

「ナイトッ！」

「ウォン！」

　俺が名前を呼んだだけでナイトは俺の考えを察してくれて、すぐに俺と同じように全身に雷を纏まとい始めた。

　そして俺と同時にその場から駆かけ出す。

「ッ!?　速いッ！」

　女の子は俺たちの速度が急激に上じよう昇しようしたことに目を見開いた。

　さっきまではこの動きを制御することができなかったが、今の状況なら俺は自分の動きを制御することができる。

「ハアッ！」

「ガウッ！」

　ナイトと俺で女の子を挟はさみ込むようにして斬りかかると、女の子はその場に跳とび上がる。

「フッ！」

　跳んだ勢いでそのまま俺たちの頭上を移動すると、空中で体を捻りながら神速の矢をいくつも放ってきた。

　だが、【魔装】を纏った俺たちにはもう通用しない。

「ハアッ！」

「ガアアアアアッ！」

　俺たちはすぐにその場で急停止すると、そのまま女の子の方へ突つっ込んでいった。

　もちろんそんな俺たち目掛けて矢が飛んできているが、それらの間を潜くぐり抜ぬける。

　それでも避けきれない矢があれば、切り捨てながら突き進んだ。

「これならどうだッ！」

「っ！」

　女の子の懐ふところに潜もぐり込み、体を捻りながら上空に打ち上げるように蹴けりを放つと、遂ついに彼女は避けきれず、銀色の弓を盾にすることで攻撃を防いだ。

　だが、その衝撃は受け流せず、そのまま上空に打ちあがると、俺の攻撃を予測していたナイトがすでに上空で待機しており、前方向に回転しつつ、その勢いのままナイトもウサギ師し匠しよう直じき伝でんの足あし技わざとして女の子に叩き込んだ。

　ナイトの攻撃に対して、何とか反応した女の子だったが、それでもやはり俺の時と同じように銀色の弓で防ぐのが精いっぱいで、そのまま地面に叩きつけられる。

　その衝撃はすさまじく、思いっ切り土つち煙けむりが上がった。

「……」

　上空にいたナイトは俺の隣となりに着地すると、俺と同じように土煙の立ち上る場所を油断なく見つめる。

　……感かん触しよくとしては、衝撃も受け流されることなくそのままぶつけることができたと思うんだが……。

　緊きん張ちようした空気が辺りに漂ただよう中、煙けむりの向こうから最初に出会った時と変わらない、少し無機質な声が聞こえてきた。

「────驚きよう愕がく」

「ッ！」

「わふ……」

　そして、俺たちは煙が晴れ、傷を負いながらも平然と立つ少女を前に、呆ぼう然ぜんとする。

　あ、あれだけやったのに……倒たおれないのか……!?

　純じゆん粋すいなステータスの差なのか、俺たちの全力の攻撃を受けてなお、少女はダメージこそ受けているようだが、しっかりとした足取りで立っていた。

　すると驚きで固まる俺たちをよそに、少女は淡たん々たんと告げる。

「確定。やはり、オマエは脅きよう威い。ここで確実に芽を摘つんでおく」

「何を────」

　そう言いかけた瞬間、彼女はまた弓を構えた。

「師匠……力を貸して……」

　そして何かを呟つぶやくと、先ほどとは違ちがい、彼女の手にある矢が、白く輝く見たこともない金属製のものに変わっていた。

　突とつ然ぜん矢が変わったことで、俺たちは警けい戒かい度を再び上げた。

　しかし……。

「ここからは、オマエたちは何もできない」

　その一言と同時に矢が放たれるが、その矢は俺たちが警戒したほどの速度ではなかった。むしろ先ほどまで飛んできていた矢の方が速かったくらいだ。

　そのことに困惑している俺たちをよそに、少女の動きはそれだけで終わらなかった。

　矢を放った動きから流れるように、ほとんど同時といっていい速度でもう一本……今度は今までと同じ木の矢を放ってきたのだ。

　しかも、それは先に放った矢と全く同じ射線上を飛んでいき、とうとう金属製の矢に追いついた。

　するとそのまま木の矢は金属製の矢の矢や筈はずに激突し、砕くだけ散る。

　そして激突された金属製の矢は────俺たちの想像をはるかに超こえた速度で加速した。

「ッ!?」

　今の俺は脳や目が【魔装】の影響で強化されているはずなのに、その俺の目でも追うことができない矢が飛んできたのだ。

　それでも加速する前の矢から射線を予測し、首を捻ひねると俺の頰ほおを矢がかすった。

　避けた矢はそのまま背後の木にぶつかると、勢いが止まることなく次々と木を貫かん通つうしていく。

「なっ……！」

　そして、その矢は一度だけではなかった。

　先ほどの矢を避けた体勢から再び少女へと体を向けると、もうすでに先ほどと同じ矢が何本……いや、何十、何百と放たれていた。

「ウソだろ……？」

　そうであってほしいが、目の前の矢の嵐あらしは紛まぎれもなく現実だ。

「ナイト、全力で避け続けろ……ッ！」

「ウォン！」

　俺たちは飛んでくる矢を初動による射線だけで判断し、避け続ける。

　咄とつ嗟さに王都で使ったような風の魔ま法ほうも発動させるも、そんな風では相そう殺さいしきれない威力の攻撃を前に、結果として俺たちは動き続けなければならなかった。

　しかし、そんな攻撃をずっと避け続けられる訳もなく、俺もナイトも小さいとはいえ、次し第だいに傷が増えていった。

「クソッ！　このままじゃ……」

　もう、これを切り抜けるだけの手札は思いつかない。

　どうしようもないくらい危険な状況で避け続けていると、不意に矢の嵐が止まった。

「何が────」

　────だが、それはさらに強力な攻撃の前まえ触ぶれだった。

　その瞬しゆん間かん、離はなれた位置からでも音が聞こえてくるほど弓を引き絞しぼった少女の姿が目に飛び込んだ。

　そして────。

「【彗すい星せい】」

　────周囲の木々や地面を抉えぐりながら突き進む、一本の矢が放たれた。

　今までの矢とは、もはや次元が違うのだ。

　さっきまでの矢は何とか避けられたが、今俺たちを目め掛がけて放たれたモノは、絶対に避けることができない。

　そう確信するまでに圧あつ倒とう的な一撃だった。

　ただただ呆然とその攻撃を眺ながめることしかできない俺は、何とかしてナイトとアカツキだけでも逃にがすことができないかと考えていた。

　しかし、目の前に迫せまる絶望はそんなことを許すはずもなく、俺たちはその一撃に吞のみ込まれようとした……その時だった。




《────【天てん翔しよう】》




「！」

　周囲を巻き込みながら突き進む矢と俺たちの間に、突とつ如じよ白い何かが割り込んできた。

　それは地面スレスレまで体をかがめると、矢と激突する瞬間に一気に跳び上がった。

　そしてその勢いを利用し、白い何かは……驚おどろくことに、矢を蹴り飛ばしたのだ。

　蹴り飛ばされた矢は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、周囲にその残ざん骸がいが飛散する。

　その飛散した物体だけで、周囲の地形が変わるほどの衝しよう撃げきが広がるが、不思議と俺たちにはその影えい響きようがなかった。

　呆然とその光景をナイトと一いつ緒しよに見ていると、突如現れた白い何かは俺たちの方に視線を向けた。

《遅おそくなったな》

「う、ウサギ師匠ッ！」

　なんと、俺たちの窮きゆう地ちを救ってくれたのは、ウサギ師匠だったのだ！
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　ウサギ師匠は俺たちの体に雷かみなりが纏まとわりついていることに気付くと、面おも白しろそうに目を細める。

《ほぅ……中々面白いことを考えるな。そういう発想はまだ魔法が使いこなせていない俺にはいい刺し激げきになる。参考にさせてもらうが、いいか？》

「ど、どうぞ！　……ってそれどころじゃなくて！」

　ついつい素すで返事をしてしまったが、今はそれどころじゃないのだ。ていうか、今の【魔装】がウサギ師匠も使えたら、結局また俺たち引き離されちゃうんじゃない？

　今の状じよう況きようと同時に悲しい現実に気付いてしまっている中、ウサギ師匠は謎なぞの少女に視線を向けた。

《さて、また会ったな────ユティ》

「え？」

「ッ!?　何故なぜ、私の名前を……」

　ウサギ師匠の言葉に俺は驚いた。

　もしかして……ウサギ師匠の知り合いだろうか。それなら何で俺、襲おそわれたんだ？

　するとウサギ師匠は鼻を鳴らす。

《フン。貴様に襲われた後、気になったから調べただけだ。だが、お陰かげで納なつ得とくがいった。……貴様、『弓聖』の後こう継けい者しやだな？》

「は!?」

「……」

　ウサギ師匠の問いに、ユティと呼ばれた少女は黙だまっていた。だが、それこそが答えだと言っているように俺には見える。

　というか今、師匠は『弓聖』の後継者って言ったか？　つまり、目の前にいる女の子も俺と同じように『聖』を冠かんする存在の師匠がいるってこと？

　でもそれだとなおさら分からない。『聖』って存在は、『邪じや』とかいうこの世界の負の感情の塊かたまりみたいなヤツらから世界を守る存在なんだよな？　それが何で俺を？　え、俺がその『邪』だったりするわけ？　異世界人だから？　でもそれならウサギ師匠に会ったときにすでにやられてるはずだよなぁ。

　もう訳が分からなくて混乱している俺を無視して師匠は続けた。

《アイツとはもう長い間会っていなかったが……まさか、殺されていたとは思わなかった》

「ッ！」

　師匠の言葉にユティは激しく師匠を睨にらみつけると、そのまま俺にも憎ぞう悪おの籠こもった視線を向けてきた。

「……私は、師し匠しようの仇かたきをとる。だから、この世界に復ふく讐しゆうする」

《それをヤツが望むと本気で思っているのか？》

「黙れ。オマエに何が分かる？　『邪』が現れるまで何もしないオマエごときに」

　そして、彼女は今までの態度が噓うそのように、激情を口にした。

「違う。師匠はオマエなんかとは違う。ずっと人間たちを守ってきた。それなのに……それなのに。裏切り。オマエたち人間は裏切った。師匠への恩を忘れた。そして、殺した」

　俺は少女の言葉に驚きが隠かくせなかった。

　詳くわしい事情までは今の会話じゃ分からないが、少なくとも彼女の師匠……恐おそらくその人が『聖』を冠する存在だったんだろう。そんなすごい人がただの人間に殺されたというのだ。

　だが驚く俺とは違い、ウサギ師匠はどこか悲しそうな表情を浮うかべた。

《……アイツは、抵てい抗こうなどしなかっただろうな。守ってきた人間から不要とされても、それをよしとし、黙って受け入れたはずだ》

「……」

《だが、たとえそうであったとしても、俺たち『聖』が『邪』から世界を守らなければならない。それが使命であり、この星との契けい約やくだ。それを破り、その技わざを『邪』と同じように世界の破は壊かいに使うことは許されない》

「それが？　私は師匠から技を受け継ついだ。でも、『弓聖』は受け継いでいない。だからオマエたち『聖』の契約とやらは知らない」

《そんな屁へ理り屈くつは通用せんぞ》

「知らない。なら止めればいい。しかし、それは不可能。────オマエたちは、ここで死ぬから」

《ッ！　おい、ぼさっとするな！　来るぞッ！》

「え、ええ!?　もう俺たちには何が何やら全く分からないんですけど!?」

《この状況で説明できるように見えるのか、貴様は！》

「わ、分かってますよッ！」

　とはいえ、先ほどのような攻こう撃げきが放たれてしまうと、俺にはどうすることもできない。

　しかし、そんな俺の心情を察してか、ウサギ師匠は簡単そうに言ってくる。

《デカい攻撃は俺が防いでやる。だから、お前たちでアイツを何とかしてみせろ》

「んな無茶な！」

《無茶でもやるんだ。そんなことでは『邪』と戦えないぞ》

「いや、戦いたくもないですけどね!?」

　もちろん、この世界で安全に生きるためにはその『邪』とやらに対たい抗こうできるだけの力があればいいんだろうが、そう簡単にはいかない。

　というか、できればそんな危険な存在に遭そう遇ぐうしないことを祈いのるくらいだ。

　だがウサギ師匠は一度言ったことを変えるつもりはないらしく、どんどん一人で突つっ込んでいく。

「ああ、もう！　俺たちも行くぞ！」

「ウォン！」

　すぐに【魔装】を展開しながら、全速力で俺たちもユティ目掛けて駆かけ出すと、そんな俺たちを近づけまいと大量の矢が襲い掛かかって来た。というか、何時いつになったら矢が尽つきるの!?

　そんな文句を言いたくなるほど相手の攻撃には終わりが見えないが、とにかく俺たちは向かってくる矢の嵐をかいくぐり、時々俺たちの反応が遅おくれて防げなかったりしそうな攻撃はウサギ師匠に防いでもらいつつ、俺たちはユティの懐ふところに潜もぐり込むことに成功した。

「ハアッ！」

「クッ！」

　俺の持つ【全ぜん剣けん】の効果を知っているのかは分からないが、ユティは俺の攻撃を上手うまく受け流しつつ、ナイトからの攻撃は銀色の弓を使って防いでいる。

《おい、それじゃ修しゆ行ぎようにならんだろうが！　足を使え！》

「この状況でも修行なんですか!?」

《当たり前だろうが》

　もう何が当たり前なのか分からないが、ここで足をメインで使わなかったら後が怖こわいので、俺は大人しく足技のみで対処することになった。

　それでもしばらくの間、拮きつ抗こうした状態が続いていると、ユティは突如大きく距きよ離りをとるように思いっきり後ろに飛び退のく。

　すると同時にウサギ師匠が来る直前に放った矢のように、また弓を極限まで引き絞り始めた。

「ヤバっ!?」

　その姿に急いで阻そ止ししようと動くが、何故か矢を放っていないはずなのに周囲から急に木の矢が飛んできた。

「どうして!?」

《フン。先ほどの攻撃の中で、紛まぎれるようにいくつか周囲に飛ばしておいたのだろう。その事前に飛ばした矢がヤツの計算通りのタイミングで襲ってきているだけだ》

「け、計算通りって……それでこんな風に俺を狙ねらうことが何でできるんですか!?」

《何でも何も、『弓聖』も同じことをしていたからとしか言いようがないな》

「もうメチャクチャだ！」

　矢を事前に放っておいて、それで攻撃するって本当に意味が分からないよ！

　思わずそう叫さけんでしまう俺に対して、俺と並行してユティ目掛けて走るウサギ師匠はさらにとんでもないことを口にした。

《さて、ユウヤ》

「はい!?」

《さっきの俺の技は見ていたな？》

「へ？」

　さっきの技って……地面スレスレの状態から跳とび上がって、あのとんでもない矢を木っ端微塵にした技のことかな？

　話の流れが見えずに首を傾かしげていると、ウサギ師匠はニヤリと笑う。

《とりあえず、お前はあの技で矢を止めろ。俺がその隙すきに小こ娘むすめの動きを止めてやる》

「え、いやいやいや！　無理ですよっ！」

《いいからやれ。ナイトは俺に付いてこい。……行くぞ！》

「ちょっ、ええええええ!?」

　いきなりやれと言われましても！

　文句を言う暇ひまもなくウサギ師匠は【魔装】を展開している俺ですら追いつけない速度で駆け抜ぬけていった。というより、【魔装】があっても結局追いつけないのかい！

　するとウサギ師匠が加速してすぐに、少女は引き絞しぼっていた矢を放った！

　その矢は先ほどと同じように、周囲の木々を切り刻み、地面を抉えぐりながら一種の竜たつ巻まきのような形で俺に突っ込んでくる。

　もうここまで来ると避よける暇も防ぼう御ぎよする暇もなく、結果的に俺はウサギ師匠の言葉通り動かざるを得なかった。

「あーもう！　やるしかない！」

　俺は先ほどのウサギ師匠の動きを必死に思い出した。

　確か、一度地面スレスレまで体をかがめてたけど、アレって力を一気に解放するためだよな？

　そう考えた俺はウサギ師匠のように体をかがめるのではなく、体を捻ねじりながらできるかぎり体をコンパクトにするように力を集中させる。

　そして俺とその矢が接せつ触しよくする瞬しゆん間かん、集中させていた力を一気に爆ばく発はつさせた。

「はああああああああ！」

　俺は体を螺ら旋せん状に捻ひねりつつ一気に跳はね上がり、その流れに体を委ゆだねながら鏃やじりに蹴けりを叩たたき込んだ。

　すると回転が加わった俺の蹴りは無事に矢を砕くだくことに成功した。

　……ぶっつけ本番だったが、異世界への扉とびらを開いたばかりの頃ころに、古本屋で手に入れた様々な武術書に書かれていた螺旋というモノを意識してみたのだ。槍やりの教本にも螺旋を意識しつつとか書いてあったし、武術の真しん髄ずいの一つに螺旋という概がい念ねんがあるのかもしれないな。買った本の中には螺旋は森しん羅ら万ばん象しようを表すとか意味不明なことが書かれているモノもあったけどさ。

　とはいえまさか本当にできるとは思わなかったので、今日はいきなり本番でやってみることが多いなとか思いつつ、俺は無事に着地する。

「ッ!?　バカな！」

《────さて、終しまいだ》

「しまっ────」

　俺が矢を粉ふん砕さいしたことに目を見開いていた少女に対し、その一瞬の隙を師匠は逃のがさず、懐に入り込むとたった今俺が放った蹴り以上の威い力りよくの蹴りを少女に叩き込んだ。うわあ、そう簡単に超こえられるとへこむなぁ。

　蹴り飛ばされた少女はいくつもの木をへし折りながら突き進み、しばらくしてからようやく木にぶつかり、そのままずり落ちた。

　恐ろしい威力の蹴りだったけど大だい丈じよう夫ぶかな？　俺があの蹴りを食らったら生きていられる気がしないんだけど……。

　警けい戒かいしながらもウサギ師匠と一いつ緒しよに地に落ちた少女の下に向かうと、少女はボロボロになりながらもまだ意識を留めていた。す、スゲェ……。

「ぅ……ぁ……」

《……さて、大人しく話してもらおうか？》

「ん？」

　唐とう突とつなウサギ師匠の言葉に俺は首を捻る。話してもらうって……何を？

「……ああ！　確かに王都で闇やみギルドと関係がありそうな雰ふん囲い気きだったし、そこら辺のつながりは聞きたいですね」

《いや、そんなことじゃない》

「え？」

　そんなことじゃないって……まあウサギ師匠からするとそんなことかもしれないが、俺らからすると結構重要なんだけどなぁ。

　だが、ウサギ師し匠しようの表情を見ると、どうやらそれ以上に重大な何かをユティは隠かくしているようだった。

　そして────。

《貴様────『邪じや』の力をどこで手に入れた？》

「へ!?」

　ウサギ師匠の言葉に、俺は目を見開いた。

「オマエに……関係、ない……！」

《関係ないワケないだろう。俺は『蹴聖』であり、『耳聖』だ。この世界を護まもるためにも、俺は『邪』と戦わなければならん》

「うるさい……！　何故なぜ？　師匠を殺した連中のどこに価値がある？　大地を汚けがし、無む駄だに増え続け、醜みにくい争いを続ける奴やつら。答え。価値はない」

《その価値を決めるのは、お前じゃない。もちろん、俺でもないがな》

　ウサギ師匠は冷たく言い放つが、俺はユティの言葉に何も言えなかった。

　彼女の師匠は、紛れもなく俺たち人間によって殺されたんだろう。それも、守り続けてきたはずの存在に。

　もし俺が同じような立場だったとしても……それはとても許せることじゃないはずだ。

　ユティはフラフラになりながらも、必死にその場に立ち上がると、未いまだに激しい感情を乗せ、俺たちを睨にらみつけた。

「オマエたちが、価値を決める。なら、私は、その価値を壊こわす……！」

「うおっ!?」

《くッ!?　やはり……！》

　突とつ如じよユティからとんでもない威い圧あつ感かんが放たれた。

　するとユティの体から黒い靄もやのようなモノがどんどん溢あふれ出してくる。

「し、師匠!?　なんか見るからにヤバそうなモノが溢れてるんですけど……！」

《……よく覚えておけ。あれが『邪』の気配の一部だ》

「あれが!?　しかも一部!?」

《そうだ。あの少女はもう、『邪』の力を手にした一種の神だ》

「か、神って……」

《まあ邪神のようなものだ》

　もう立っているだけでも辛つらくなるほどの威圧感に晒さらされているのだが、師匠が言うにはこれは『邪』とやらの気配の一部だそうだ。ウソでしょ？

　近くにいたナイトもその気配に体を震ふるわせ、尻尾しつぽが垂れ下がっている。

「あああああああああ！」

　少女は慟どう哭こくすると、黒い靄を纏まとった状態でこちらに突とつ撃げきしてきた！

「がっ!?」

　咄とつ嗟さに【全ぜん剣けん】を取り出して防ぼう御ぎよの体勢をとったのだが、何とその防御すら貫かん通つうする威力の攻こう撃げきで、俺の口から血が吐はき出される。

《ユウヤ！》

「────オ前モ、消エロ……！」

《くっ!?》

　最初に出会った時の綺き麗れいな灰色の瞳ひとみは、真っ赤に染まり、まるで理性のない獣けもののような動きで師匠に接近すると、そのまま思いっきり殴なぐりつけた。

　その攻撃を師匠は咄嗟に防ぐが、衝しよう突とつした際の衝撃波が吹ふき飛ばされた俺のところにまで届く。

「い、痛いてぇ……」

「わん、わん！」

　ナイトが慌あわてて俺に駆かけ寄ってくると、俺は安心させるように撫なで、アイテムボックスからすぐに【完治草のジュース】を取り出し、飲み干す。

　それから急いで師匠の下もとに戻もどると、今もなお、『蹴聖』である師匠と互ご角かくに近接戦を繰くり広げる光景を見て啞あ然ぜんとした。

「おいおい……あの子の師匠って『弓聖』って言うくらいだから弓が得意なんじゃないのか!?　さっきまで弓を使ってたしさ！　それがどうして師匠と互角にやりあえるんだよ……！」

　あまりにも現実離ばなれした光景に呆ぼう然ぜんとするだけだったが、すぐに正気に返ると師匠に叫ぶ。

「し、師匠！　これ、どうすりゃいいんですか!?」

《俺に訊きくなッ！　俺も困ってる！　だが、一つ分かるのは……コイツは正式な『邪』ではない！》

「はあ!?」

『邪』の力を持ってるのに正式な『邪』ではないってどういうこと!?　俺に分かりやすく説明してくれ……！

　すると俺の心を読んだわけではないだろうが、師匠が戦いながら教えてくれた。

《コイツは……どういうワケか、『邪』の力を持ってるだけで、『邪』そのものじゃない！　だからいつかは今使っている力が尽つきると思うが……それがいつかは分からん！》

「そ、そんな……」

《それでも今コイツの『邪』の力をどうにかすれば、少なくとも制圧することができるはずだ！　だからコイツの力が尽きるまで戦い続けるしかない。まあそれまで俺が持てばの話だが……！》

　何て不ふ吉きつなこと言うんですか！　師匠に止められなかったら俺らにはどうしようもないですからね!?

　しかし、今でさえ師匠と互角に戦っているところを見ると、本当にヤバいことが分かる。

　俺とナイトが手助けしようにも下手に入って師匠の邪じや魔まをするわけにもいかない。

　このままただ黙だまって見ているしかないのか……そう思った時だった。

「フゴ」

「へ？　あ、アカツキ!?」

　すると【姿隠しの外がい套とう】によって隠れていたアカツキが、急に俺たちの下にやって来た。

「おい、アカツキ！　ここは危ないから今まで通りどこかに隠れてくれ！」

「わんわん！」

　俺とナイトが必死にそう言うも、何故かアカツキは首を振ふる。

「ブヒ。ブヒブヒ」

「え？」

　そんなアカツキは師匠と戦いを繰り広げているユティに対して、真しん剣けんな表情を浮うかべた。

　そして────。

「ブヒッ……！」

「は!?　こ、これは……！」

　するとアカツキの体から青白い光が放たれ、周囲に浸しん透とうしていく。

　さらに、空中からは同じく青白い光が、雪のように舞まい降りてきた。

　これは……アカツキの【聖域】スキルだ！　ただ、いつもの【聖域】より神こう々ごうしい。

　一瞬、俺や師匠の傷を癒いやしてくれるのかと思ったのだが……アカツキがスキルを使った直後、ユティの動きが急に悪くなったことでそうではないことを悟さとった。

「なっ……ち、力が入らない……!?」

　なんと、ユティの体から噴ふん出しゆつしていた黒い靄が、アカツキの【聖域】スキルの光に触ふれた瞬しゆん間かん霧む散さんしたのだ。

　それはユティと戦っていた師匠も感じ取り、さらには驚おどろきの表情でアカツキを見ている。

《まさか……お前、ただの豚ぶたじゃなかったのか!?》

「ブヒ!?　ブヒブヒ！」

　アカツキは師匠の言葉に心外だと言わんばかりにその場で地じ団だん太だを踏ふんだ。すまん、俺も一瞬そう思ってしまった。

　ただ、師匠はどうも俺の驚きとは違ちがい、アカツキの種族に心当たりがあるからこその反応のように思えた。一体何なんだ？

　まあ色々とアカツキや師匠に訊きたいこともあるが、今は目の前の少女の方が先であるため、師匠は動きが悪くなったユティの懐ふところに潜もぐり込んだ。

「ウッ!?」

《────寝ねていろ！》

「ぐっ!?」

　もう一度打ち上げられたユティはそのまま地面に落ちると、今度こそ意識を失った。

《ふぅ……冷ひや汗あせをかいたぞ》

　ユティが完全に気を失ったことを確かく認にんすると、師匠はようやく一息つく。

　そしてすぐにユティの黒い靄を吹き飛ばしたアカツキに視線を向けた。

《……俺も気づかなかったが、まさかお前にあの力があるとは……》

「その……師匠。師匠はアカツキの力について何か知ってるんですか？」
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《当然だ。以前、『邪』の生まれる理由や俺たち『聖』の生まれる理由を説明しただろう？》

「は、はい。確か、『邪』はこの世界の生物が持つ負の側面が結けつ晶しよう化したもので、『聖』はその害ある『邪』という存在を排はい除じよするための自じ浄じよう作用みたいなものだって……」

《その通りだ。そしてあの時は話していなかったが、この星には俺たち『聖』以外にも自浄作用的な役割を果たす存在がいくつかある。その一つが、この豚だ》

「え!?」

「ブヒッ！」

　俺は思わずアカツキに視線を向けると、アカツキはそんな俺の視線に対して誇ほこらしげに胸を張った。か、可愛かわいい。……じゃなくて!?

　初めてアカツキに【聖域】のスキルを使ってもらった時、体が回復するような感じだけでなく、周囲が浄化されているような感覚は確かにあった。

　まさかそれが『邪』の気配を祓はらうためのスキルだったなんて……。

「その……アカツキみたいな存在は結構いるんですか？」

《いや、こうした存在は未だに多くの謎なぞに包まれている……。何せ俺たち『聖』とはそもそもの存在が違う。俺たちは自身の技わざを極きわめた結果、『邪』に対たい抗こうするだけの力だと認められ、星から称しよう号ごうを授さずかる。それに対してこの豚は生まれながら『邪』に対抗できる存在なのだ。いうなれば俺たちが人工なのに対して、コイツは天然ってことだ》

「な、なるほど……」

　どうやらアカツキは想像以上にすごい存在だったようだ。

　まあ今まで直接戦せん闘とうすることこそなかったが、【聖域】スキルによる回復などは大きく役立ってきた。【完治草のジュース】を飲む暇ひまがなかったり、怪け我が人にんが多い場合には大活かつ躍やくだ。

　それがここに来てさらなる力が明らかになったのだが……。

　これが、本来の【聖域】の使い方だったんだな。

《しかし……そうなるとますますコイツの種族が分からん。よくよく考えればこんな豚、見たことないからな……》

「ブヒ」

《それに、ナイトもだ。色だけで見ればいくつか思い浮かぶ種族はあるが、どれもこれほどの戦闘力に達することはできないだろうし……》

　訝いぶかしそうにナイトたちを見つめる師し匠しよう。そういえば、二人の種族について説明したことなかったな。

「えっと……アカツキは孟もう槐じゆという種族で、ナイトはブラック・フェンリルって種族らしいです」

《────》

　二人の種族名を聞いた瞬間、ウサギ師匠はその場に固まった。

《…………今、なんて言った？》

「え？　ですから、孟槐とブラック・フェンリルです」

《…………》

　ウサギ師匠は黙り込んでしまった。何かまずいことを言っただろうか？

《アカツキの種族はやはり聞いたことがないが……まさかここで伝説の存在に出会うとは……なるほど、子こ狼おおかみであの実力。大人になったらどうなるのか……末すえ恐おそろしいな》

「あの、師匠……？」

《……何でもない。思った以上にお前たちが成長していたからな。新たな特訓メニューを考えていたところだ》

「え」

《喜べ。これからはさらに厳しく行くぞ》

「ま、マジかああああ……」

　ウサギ師匠の一対一や実戦形式の修しゆ行ぎようはかなりキツい。

　それがさらにキツくなるなんて……。

　今からすでにさらに過か酷こくになるであろう訓練にげんなりしていると、ウサギ師匠は気を失っているユティへと視線を向けた。

《さて、コイツの処しよ遇ぐうだが……》

　そしてそこまで言いかけると、何故なぜか俺の方に視線を向ける。

《よし、お前に任せた》

「へ？」

　ウサギ師匠はそれだけ言うと、俺たちに背を向ける。

《今日は疲つかれたからな。俺は帰る》

「え、ちょっと……え!?　この子のこと、師匠が面めん倒どう見るのでは!?　しかも、この子『邪』なんですよね!?」

《大だい丈じよう夫ぶだ。今はもうそんな力はない》

「いや、でも師匠とも関係がある人なのでは!?」

《フン。俺が面倒を見るより、女の扱あつかいが上手うまそうなお前の方がいいだろう》

「そんなことないですけど!?」

《じゃあな》

「あ、師匠！　師匠おおおおおおおお！」

　ウサギ師匠は俺の制止を無視し、そのまま空中に跳とび上がると、前と同じように宙を足場に、そのまますさまじい速度でどこかへ飛んでいくのだった。

「「「……」」」

　その光景をポカーンと三人で見つめ、やがてお互たがいに顔を見合わせる。

　それからもう一度気を失っているユティに視線を向けた。

「……この子、本当にどうしようか……」

「わふ……」

「ブヒ～」

　────結局放置することもできず、俺はユティを背負い、家に連れて帰るのだった。
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　────周囲に濃のう密みつな負の気配が漂ただよう【世界の廃はい棄き場】。

　そこには動植物の姿はなく、一面の荒こう野やが広がっていた。

　しかし、そんな死の大地に、人ひと影かげが三つ現れる。

　その体は正体が分からないほどの黒い靄もやで覆おおわれ、声も年ねん齢れいや性別さえ判別できなかった。

　そんな人影のうち、一人が口を開く。

「────どうやら『駒こま』の一つが消えたようだ」

「へえ？　すごいね。あれでも一応、『聖』とかっていう存在の弟で子しだったんでしょ？　殺されちゃった？」

「さあな。だが、我が与あたえた力の気配は完全に消し飛んでいる」

「なるほど……となると、世界の自浄作用ですか。厄やつ介かいですねぇ」

「えー？　そうかなぁ。ただそいつが弱すぎただけなんじゃない？」

「さて……それに関しては何も言えん。少なくとも、『聖』の技術と我らが力の欠片かけらを持っていたのだ。それに、ヤツには十分我の力を受け入れるだけの負の感情が育っていた。ならば、自分から力を捨てることはなかろう」

「そうなりますと、やはり『聖』の誰だれかに倒たおされたか、または別の自浄作用によって消されたかですねぇ」

「何かムカつくなー。僕らがいるのは結局この世界が存在しているからなのにさ」

「そう拗すねるな。それに、着実に我らの【毒】はこの世界を蝕むしばんでいる。『聖』の何人かも我らに降くだった」

「アハハハハ！　そう考えると滑こつ稽けいだよねぇ！　僕らから世界を護まもるために生まれた存在が、今度は世界の敵になるんだもん！　最高じゃん！」

「ま、所しよ詮せんは『聖』ですから。実力のほどはたかが知れていますが……いないよりはマシですからね」

「あまり油断はするなよ？　『聖』個人の力は脆ぜい弱じやくとはいえ、群れると少々面倒だ。それに何より我々『邪』と呼ばれる者たちは『聖』の手によって何度も倒されている」

「そこまで心配しなくてもいいんじゃない？　僕ら以外の『邪』が滅ほろぼされたのなんて、ずっと前じゃん。それにその時は恐ろしく強い人間ただ一人だったって話だし、そんなヤツはそうそう生まれないって」

「そうですよ。それに、その人間も結局はただの人間です。もう生きてすらいません」

「まあそうなのだがな……そういえば、他ほかの連中はどうした？」

「んー？　他の皆みんなは君みたいに『聖』を堕だ落らくさせたり、なんか人間社会にある闇やみギルド？　ってところの連中を唆そそのかして遊んでるはずだよー」

「はぁ……あまり派手な動きはしてもらいたくはないのだがな。あまり動くとそれこそまだこちらに降っていない『聖』どもが動き始める」

「それは無理でしょう。我々は常に世界を破は壊かいするために動いているんですから。慎しん重ちような貴方あなたが珍めずらしいくらいです」

「まあそれもそうだな。……さて、我はそろそろ消えよう。面倒だが、一応『駒』の確かく認にんもしたいしな」

「えー？　放ほうっておけばいいんじゃない？　死んでるかもしれないんでしょ？」

「そうだが……一応な。生きていればそれでよし。死んでいようが、死体があれば何かに使えるだろう。あれはあれで貴重なサンプルだ。回収するだけの価値はある」

「ふぅん……まあいいや。じゃあ僕はお昼ひる寝ねしよーっと」

「そうですね。さほど『聖』どもには興味がないので、私も休むとしますか」

　すると三人集まっていた人影は、一人、また一人と黒い靄を残し、そのまま宙に溶とけるようにして消えていく。

　────【世界の廃棄場】は、再び静せい寂じやくに包まれるのだった。




　　　　＊＊＊




「……本当にもう大丈夫なのかね？」

「わふ？」

「フゴ」

　気絶したユティを仕方なく俺の家まで運び込み、ベッドに寝かせてから数日が経過した。そして未いまだに目を覚まさないユティを見て、俺は思わずナイトとアカツキにそう訊きいてしまう。

　ナイトは俺と同じように首を捻ひねっているが、アカツキはやけに自信満々だ。それだけ【聖域】スキルが強力だということだろう。

　というのも、俺が心配しているのは目の前で眠ねむる少女が目覚めた時、また襲おそい掛かかってくるかもしれないことだ。

　アカツキの【聖域】があるから、大丈夫だとは思うけど……。

　それでも少し心配なので、彼女の武器である弓は地球の家に避ひ難なんさせた。地球の家に行くには【異世界への扉とびら】を通らないといけないし、それには俺の許可がいるのでユティだけで回収することはできない。

　しばらく眠り続ける彼女を見守っていると、彼女の目が覚めた！

「ん……ぁ……ここ、は……？」

「あ！　目、覚め────」

「ッ！」

「うひゃあ!?」

　目覚めたユティに声をかけた瞬しゆん間かん、先ほどまで気を失っていたとは思えないような速度で起き上がり、弓を構える姿勢をとった。

　だが、その肝かん心じんの弓がないことにユティは気づく。

「っ!?　私の、弓……！」

「え、弓がなくても攻こう撃げきしてくる感じ!?」

　なんとユティは手元に矢だけを出現させ、それを逆手に持つと俺に襲い掛かって来た。

　だが、あの黒い靄もなく、しかも気絶してから目覚めたばかりということもあり、俺はその攻撃を難なく避よけることに成功する。

　……黒い靄が出ていた時は師し匠しようと互ご角かくだったが、こうしてみるとやはり近接戦は苦手みたいだ。

　ひとまずこのまま攻撃され続けたらたまらないので、俺はすぐにユティの両りよう腕うでを拘こう束そくする。

　しかし、ユティはその拘束から逃のがれようと勢いよく暴れ出した。

「私の弓、返せ！」

「返したら攻撃するでしょう!?」

「返さなくても、攻撃する！」

「もっとダメだよッ！」

　確かに弓を渡わたさなくてもこうして攻撃されてるわけですが。

　ただ、いくら近接戦が苦手とはいえ、相手は俺と同じ『聖』を冠かんする人を師匠に持つ存在だ。

　さらに言うと、力がすごく強いので、俺よりステータスも上だろう。

　だからこそ、俺も本気で押さえ込もうとするのだが、相手も大暴れするため、必死の攻防が繰くり広げられた。

　このままじゃ確実に俺が負けると必死に抗あらがっていると、突とつ然ぜん部屋の扉が開かれた。

《邪じや魔まするぞ》

「ッ!?」

「あ、師匠！　助けてくださいよ!?」

　やって来たのはウサギ師匠で、俺はすぐさまウサギ師匠に助けを求めるが、ウサギ師匠は鼻で笑うだけだった。

《フン。それくらい押さえ込め》

「無茶言いますね!?」

「……その余よ裕ゆう、何時いつまでも続かない。コイツを殺して、オマエも殺す」

　すると俺と必死に取っ組み合いをしているユティが、すさまじい形相でウサギ師匠を睨にらみつけた。

　だが────。

《ほう？　『邪じや』に騙だまされているというのに、この俺を殺すと？》

「え？」

　ウサギ師匠のその言葉に、ユティの力が唐とう突とつに抜ぬけた。

　そんなユティをウサギ師匠は真っすぐ見つめる。

《あれから色々調べたぞ。お前の師匠である『弓聖』のこと、そして復活した『邪』のこと。そして……お前の師匠を殺した人間たちのことを》

「ッ！　……そう。なら、分かるはず。私は、『邪』に騙されていない。全すべては裏切った人間が……」

《その裏切りが、そもそも『邪』の仕し業わざだったとしたら？》

「え────」

　ユティはウサギ師匠の言葉に呆ぼう然ぜんとした。

　よく分からんが、俺が聞いていい話なんだろうか？

　そんな俺の思いをよそに、ウサギ師匠は続ける。

《……『邪』の連中は『弓聖』が守護してきた連中を唆し、『弓聖』を殺させた》

「どう、いう……」

《『弓聖』はそれまで守護してきた人間たちを人ひと質じちにとられたのだ。そして『邪』は、『弓聖』が死ぬか、守護してきた人間たちに死ぬかを迫せまった》

「え……」

「それって……」

『邪』の言ったことに絶句していると、ウサギ師匠は顔を歪ゆがませる。

《……『弓聖』は、守護してきた人間たちの命を選んだ。そして、人間たちの手で殺されることを受け入れたのだ》

「そん、な……」

　俺以上に衝しよう撃げきを受け、呆然とするユティに対し、ウサギ師匠はさらに続ける。

《だが、『邪』の悪行はそれだけでは終わらない。人間たちに『弓聖』を殺させた後……その人間たちを、『邪』は殺したのだ》

「は？」

「────」

　え……『弓聖』って人は、その人間たちを守るために命を捨てたんだよな？

「そ、それじゃあ……師匠は、何の……ため、に……」

《……》

　ウサギ師匠はユティの問いに答えなかった。いや、答えられないのだ。

　すると、ユティはぽつりぽつりと語りだす。

「……師匠は……師匠は、ずっと人間を守ってきた。世界を守る『聖』になる前から、人間たちを守ってきた。そんな師匠が、私は誇ほこらしかった。でも、ある日、いきなり守ってきた人間が私たちに攻撃してきた。どこかに師匠を連れていくと言って。そして、師匠はどこかに連れていかれた。私は、止めようとした。でも、師匠が許してくれなかった。師匠を連れていく人間、殺してでも止めようとした。でも、師匠に止められた。大だい丈じよう夫ぶだからって。……師匠は、帰ってこなかった。無残に殺されて。優やさしい師匠は、最後まで人間を傷つけなかった。それは師匠が『聖』だから。違ちがう。師匠が優しいから。でも、私は、優しくない。師匠を殺した人間を、許さない。────でもそれが、人間だけのせいじゃなくて、『邪』も絡からんでいる、と、言うのなら……」

　ユティは静かに掌てのひらを見つめると、顔を俯うつむかせ、小さく呟つぶやいた。

「……ごめん。一人にしてほしい」

「う、うん……」

　さすがにこんな話を聞いた今、ユティの頼たのみを断ることはできなかった。

　俺たちはユティを部屋に残し、庭に出ると、ウサギ師匠が俺を真っすぐ見つめる。

《……『弓聖』も『邪』ほどではないにしろ、種族の限界を大きく超こえた存在だ。そんな存在をただの人間が簡単に殺せるはずがない。恐らく『弓聖』がゆっくり死に絶えていく中、『邪』は『弓聖』の目の前で人間を殺していったのだろうな……》

「そんな!?」

《『邪』とはそういう存在だ。なんせ、この星に存在する悪意などの負の塊かたまりだからな。お前も覚えておけ》

「お、覚えておけって……」

　そう言われても、俺にはどうすることもできない。

　できることといえば、大人しく【大魔境】で修しゆ行ぎようを続けるくらいだ。

　そんなことを考えていると、ウサギ師匠が呆あきれた様子で言う。

《おい、何をそんな人ごとのように構えている？》

「え？」

《『邪』はユティを回収しに来るかもしれない。なんせ、『聖』の技術を受け継ついでいながら『聖』にはなっていない貴重な存在だからな。だからこそ、今回、『邪』の標的にされたのだろう……。そしてユウヤ。お前もこれに当てはまる。だからこそ、お前の意思とは関係なく、『邪』との戦いに巻き込まれてしまうだろう》

「え、ええ!?」

　ウサギ師匠の嫌いやな言葉に驚おどろく。

《……とにかく、そのことを頭に入れておけ。それと、ユティはまだ幼い。お前が面めん倒どうを見てやれ。いいな？》

「は、はい……」

　どうやら俺に拒きよ否ひ権はないらしい。

　そして、俺はいつの間にか『聖』と『邪』という、とんでもない存在同士の戦いに巻き込まれてしまったようだ。
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　再びこの作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　作者の美み紅くです。

　四巻、いかがだったでしょうか？　異世界でのトラブルに立て続けに巻き込まれる優ゆう夜やですが、変わることなく彼なりの方法でそれらを解決していきます。

　それでも『神しん獣じゆう』に続き、『邪じや神しん』という、どんどんスケールの大きくなる相手の登場に、彼はどう奮ふん闘とうしていくのでしょうか？

　作者の私にも分かりません。

　それに加えて、今回は新キャラクターであるユティが登場したり、遂ついに異世界の存在が佳か織おりにバレてしまったりと、中々濃こい内容になっております。

　これからのユティと優夜の絡からみももちろんですが、それ以上に二人目の異世界を知る存在となった佳織と優夜の関係がどう変化していくのかという点も注目していただけると嬉うれしいです。

　ユティや佳織だけでなく、レクシアとルナたちなど、他の女の子たちとも優夜がどうかかわっていくのか……そちらもぜひお楽しみに。

　ただ、今の時点では作者の私もどうなるのか全く予想がついていません。どうなるんでしょうか。

　キャラクターたちの関係もですが、今回は残念ながら登場することがなかった新しいチートすぎる日常品シリーズも、また何か考えて登場させることができたらいいなと思っております。

　やりたいこと、面白いアイテムなどはたくさん浮うかぶのですが、それらを上手くストーリーに盛り込むことがひとまずの課題ですね。

　こんな風に基本的にほとんどのことを未来の自分に任せているため、勢いで書き始めてしまい、後々後こう悔かいすることが多いのですが、書いている最中は楽しいので深く考えたりはしていません。恐おそらく、これからそれは変わらないでしょう。その点、担当編集者様にご迷めい惑わくをおかけしてしまいますが……。

　ですが、おかげさまで非常にのびのびと執しつ筆ぴつすることができているので、本当にありがたいです。

　他にも、現在ＣｏｍｉｃＷａｌｋｅｒほかにてコミカライズが連れん載さいされております。

　小説版とは違ちがった魅み力りよくがたくさんありますので、ぜひそちらも読んでいただけると嬉しいです。




　さて、物語の内容について話し合いつつも、好きなように話を書かせてくださった担当編集者様。

　ふたたび、新キャラクターを含ふくめ、魅力的なイラストを描えがいてくださった桑くわ島しま黎音れいん様。

　そして何よりこの作品に興味を持ち、お手に取っていただいた読者の皆みな様さまに、心より御お礼れい申し上げます。

　誠まことにありがとうございました。

　では、次の機会に。
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異い世せ界かいでチート能力スキルを手てにした俺おれは、現げん実じつ世せ界かいをも無む双そうする４




～レベルアップは人じん生せいを変かえた～
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